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『
倶
舎
論
』

破
我
品

目
次

第
一
総
論
総
じ
て
我
執
を
破
す

第
一
節
我
執
の
過
失

第
一
項
解
脱
す
る
道
を
説
く
教
え
は
仏
教
以
外
に
は
無
い

第
二
項
理
由
・
・
・
外
道
は
離
殖
の
実
我
に
執
す
る
か
ら
解
脱
で
き
な
い

第
二
節
実
我
に
執
す
る
こ
と
を
破
す

第

一
項
間
・
・
・
な
ぜ
離
離
の
実
我
が
存
在
し
な
い
と
い
え
る
の
か

第
二
項
論
主
答
・

・・
実
我
の
存
在
し
な
い
理
由

第

一
目
実
我
は
現
量
得
・
比
量
得
で
な
い

第
二
目
と
く
に
五
色
根
の
比
量
得
の
説
明

第
三
目
総
結
・
・
・
五
殖
を
離
れ
た
実
我
は
存
在
し
な
い

玄

嬰

訳

冠

導

本

林

凡

文

一
五
二
中
巨
人
左
斗
四
六
一
日

一
五
二
中
立
八
左
叶
四
六
一
日

一
五
二
中
日
八
左
呂
四
六

一
品

一
五
二
中
包
九
右
目

一
五
二
下
ω

九
右
ω

一
五
二
下
∞
九
右
吋

第
二
各
論
個
別
に
我
を
破
す

第
一
編
慣
子
部
の
プ
ド
ガ
ラ
説
を
破
す

序
章
慎
子
部
の
プ
ド
ガ
ラ
説

一
五
二
下
。

九
右
∞

第
一
章
プ
ド
ガ
ラ
説
を
破
す

第
一
節
理
に
よ
っ
て
破
す

第

一
項
プ
ド
ガ
ラ
の
体
の
仮
有
・
実
有
と
い
う
点
か
ら
破
す

第

一
目

論

主

問

・
・
・
体
は
実
有
か
仮
有
か

第
二
目
実
有
・
仮
有
の
説
明

第
三
目
実
有
あ
る
い
は
仮
有
と
す
る
場
合
の
過
失

巳
積
子
部
間

色
論
主
答

一
五
二
下
呂
九
右
む

一
五
二
下
呂
九
右
。

一
五
二
下
芯
九
左
戸

真
諦
訳

三

O
四
上
N
H

三

O
四
上
白

一ニ

O
四
上
回

四
六

一
目

三

O
四
上
民

四
六

一
吋

三

O
四
中
N

四
六
一
=
一
二

O
四
中
吋

四
六
一
足
一
ニ
O
四
中
∞

四
六

一
口

三

O
四
中
。

四
六
一

Z
三

O
四
中

5

四
六

一
エ



Z
実
有
の
場
合

己
五
越
と
異
な
る
過

。N
プ
ド
ガ
ラ
が
無
常
法
に
な
る
過

。
ω
生
因
が
無
い
な
ら
ば
無
為
法
に
な
る
過

門
戸
常
住
の
実
我
を
説
く
外
道
説
と
同
じ
に
な
る
過

烏
プ
ド
ガ
ラ
が
無
用
に
な
る
過

足
仮
有
の
場
合
・
・
・
・
我
々
も
仮
我
は
認
め
る

第
二
項
プ
ド
ガ
ラ
の
体
と
施
設
の
依
り
所

第

一
目
慣
子
部
の
宗
義

己
正
叙
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
は
現
在
の
内
身
の
有
執
受
の
諸
殖
に
依
り
て
施
設
さ
れ
る

匙
論
主
破

b
問
、
「
依
」
の
意
味
は
何
か

E
「
縁
じ
て
」
を
意
味
す
る
即
ち
縁
じ
ら
れ
た
諸
離
に
プ
ド
ガ
ラ
を
施
設
す
る
場
合

・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
が
諸
殖
を
体
と
す
る
の
で
仮
有
に
な
る

を
意
味
す
る
即
ち
諸
殖
を
因
に
し
て
プ
ド
ガ
ラ
を
施
設
す
る
場
合

・
・
・
諸
組
を
成
因
に
す
る
の
で
仮
有
に
な
る

σ
日
「
因
り
て
」

ωω
憤
子
部
反
論

E
火
依
薪
の
輸
に
よ
る
「
依
」
の
説
明

己
正
叙
・
・
・
火
が
薪
に
依
る
が
ご
と
く
プ
ド
ガ
ラ
は
諸
殖
に
依
る

の
N

火
と
薪
と
の
関
係

丘
火
は
薪
を
離
れ
て
存
在
し
な
い

烏
火
は
薪
と
不

一
不
異
な
り

急
不
一
不
異
の
理
由

。
』
異
な
る
場
合

。N
一
で
あ
る
場
合

定
プ
ド
ガ
ラ
と
諸
殖
と
の
関
係

己
プ
ド
ガ
ラ
は
諸
離
を
離
れ
て
存
在
し
な
い

お
プ
ド
ガ
ラ
は
諸
離
と
不

一
不
異
な
り

。ω
不

一
不
異
の
理
由

丘
異
な
る
場
合

一
五
二
下
己
九
左
同

一
五
二
下
エ
九
左
M

一
五
二
下
広
九
左
N

一
五
二
下
回
目
九
左
ω

一
五
二
下
広
九
左
ω

一
五
二
下
広
九
左
品

一
五
二
下
回
∞
九
左
目

一
五
二
下
忌
九
左
。

一
五
二
下
ピ
九
左
∞

E 

四
六

一
5
三

O
四
中
巳

四
六

一
広

三
O
四
中
エ

四
六
一
広
三

O
四
中
広

四
六

一
広

三

O
四
中
広

四
六

一
口

一二

O
四
中
広

四
六

一
回
∞
三

O
四
中
広

四
六

一
巴

三
O
四
中
昆

四
六
一
包

三

O
四
中
苫

四
六

一
丘

三
O
四
中
ピ

一
五
二
下
お
九
左
。
四
六

一
N
N

三
O
四
中
自

一
五
二
下
ほ
九
左
呂
四
六
二
戸

三
O
四
中
目

一
五
二
下
包
十
右
N

四
六
二
ω

三
O
四
中
町



色
一
で
あ
る
場
合
の
過
失

第
二
目
論
主
が
積
子
部
の
宗
義
を
破
す

巳
プ
ド
ガ
ラ
の
体
・
・
・
「
プ
ド
ガ
ラ
は
諸
殖
に
依
り
て
施
設
さ
れ
る
」

E
火
依
薪
の
暗
に
よ
る
積
子
部
説
を
破
す

c
導
入
・
・
・
論
主
と
積
子
部
と
の
問
答

一
五
二
下
包
十
右
串
四
六
二
∞

己
定
義
て
世
間
的
通
念
に
よ
る
薪
・
火
の
定
義
に
基
づ
く
場
合
・
・
・
両
者
の
体
が
異
な
り
且
つ
無
常
に
な
る

E
火
依
薪
の
説
明

。
戸
所
焼
・
能
焼
、
薪
・
火
の
定
義

一
五
三
上
ω

十
右
吋
四
六
二
吋
三

O
四
下
品

。

ω

火

依

薪

の

説

明

・

・

・

薪

に

縁

っ

て

火

が

生

じ

る

一

五

三

上

。

十

右

。

四

六

二

∞

三

O
四
下
吋

&
両
者
の
体
の
同
異
・
・
・
薪
・
火
は
異
時
に
生
じ
る
か
ら
体
、
が
異
な
る
一
五
三
上
∞
十
左
目
四
五
二

5
三
O
四
下
む

円
筒
こ
の
説
を
プ
ド
ガ
ラ
説
に
適
用
す
る
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
は
体
が
諸
績
と
異
に
し
て
無
常
に
な
る
一
五
三
上
山
w

十
左
目
四
六
二
=
三

O
四
下
呂

お
定
義
二
、
火
が
媛
性
、
薪
が
地
・
水
・
風
の
三
大
で
あ
る
と
考
え
る
場
合
・
・
・
倶
時
生
な
る
も
体
が
異
な
る

門
戸
火
・
薪
の
定
義

一
五
三
上
=

十
左
ω
四
六
二
=

三
O
四
下
呂

烏
「
依
」
の
意
味
の
検
討

e
導
入

一
五
三
上
ロ
十
左
目
四
六
二
広
一
二

O
四
下
呂

己
理
由
一
、
薪
が
生
因
で
あ
る
こ
と
も
不
成
立

。N
理
由
二
、
薪
が
施
設
因
で
あ
る
こ
と
も
不
成
立

島
依
が
所
依
あ
る
い
は
倶
生
で
あ
る
と
の
説
を
プ
ド
ガ
ラ
に
適
用
す
る

一
五
三
上
忌
十
左
吋
四
六
二
広

三
O
四
下
呂

。
同
叙

O
N
プ
ド
ガ
ラ
と
諸
殖
と
の
体
の
異
な
る
過
失

乙
プ
ド
ガ
ラ
が
無
常
に
な
る
過
失

エ
結
・
・
・
倶
生
・
依
止
の
義
は
非
理
な
り

主
積
子
部
の
説
く
「
火
が
薪
と
異
な
る
は
不
可
な
り
」
を
破
す

e
導

入

一

五

三

上

自

十

一

右

戸

四

六

二

毘

三

O
四
下
呂

己

熱

が

媛

で

あ

る

場

合

・

・

・

薪

は

不

熱

の

も

の

に

な

る

一

五

三

上

自

十

一

右

N

四
六
二

E
三
O
四
下
N
O

O
N
熱
が
媛
と
合
す
る
場
合
・
・
・
火
と
異
な
る
薪
も
熱
す
る
も
の
に
な
る

一
五
三
上
自
十

一
右
N

四
六
二

E
一二
O
四
下

8

0ω
結
・
・
・
火
が
薪
と
異
な
る
も
過
失
は
な
い

一
五
三
上
民
十

一
右
目
四
六
二
包

三
O
四
下
お

の

ω
定
義
三
、
燃
焼
中
の
木
の
す
べ
て
が
薪
で
も
あ
り
火
で
も
あ
る
と
考
え
る
場
合
・
・
・
両
者
の
体
が
同

一
に
な
る

丘

火

・

薪

の

定

義

お

よ

び

依

の

義

・

・

・

依

の

義

が

不

成

立

一

五

三
上
自
十

一
右
印
四
六
二
丘
一
ニ
O
四
下
お

匙
こ
の
説
を
プ
ド
ガ
ラ
説
に
適
用
す
る
・
・
・
諸
繭
そ
の
も
の
が
プ
ド
ガ
ラ
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
プ
ド
ガ
ラ
は
否
定
さ
れ
な
い

の

「
依
り
て
」

(
プ
ド
ガ
ラ
と
諸
殖
と
の
関
係
)
に
つ
い
て三

O
四
中
包

破我品目次皿



一
五
三
上
お
十
一
右
吋
四
六
二
M
N

三
O
四
下
ピ

ヰ
結
・
・
・
薪
に
依
っ
て
火
を
施
設
す
る
よ
う
に
、
諸
離
に
依
っ
て
実
有
の
プ
ド
ガ
ラ
を
施
設
す
る
こ
と
は
不
成
立

一
五
三
上
包
十
一
右
吋
四
六
二
目
三

O
四
下
回

定
プ
ド
ガ
ラ
が
諸
殖
と
不
一
不
異
で
あ
る
場
合
に
は
、
プ
ド
ガ
ラ
は
不
可
説
法
蔵
で
な
く
な
る
一
五
三
中
N

十
一
右
∞
四
六
二
自
三

O
四
下
呂

〈
党
文
に
よ
れ
ば

X
叩
プ
ド
ガ
ラ
が
諸
殖
と
異
な
る
と
説
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
プ
ド
ガ
ラ
は
不
可
説
法
蔵
で
な
く
な
る

匙
プ
ド
ガ
ラ
の
名
称
、
「
プ
ド
ガ
ラ
は
諸
殖
に
依
り
て
施
設
さ
れ
る
」
と
説
く
「
施
設
」
の
所
託

b
問

・

・

・

こ

の

よ

う

に

説

く

こ

と

は

不

可

能

一
五
三
中
間
十
一
左
目
四
六
三
日
三

O
四
下
N
C

E
離

に

託

す

る

場

合

・

・

・

仮

我

・

積

来

我

に

な

る

一

五

三

中

。

十

一

左

ω

四
六
一
二
ω

三
O
五
上
回

芯
プ
ド
ガ
ラ
に
託
す
る
場
合
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
が
諸
繭
に
依
る
と
説
く
こ
と
に
矛
盾
す
る
一
五
三
中
∞
十
一
左
ω

四
六
コ
正
三

O
五
上
ω

5
離
が
有
れ
ば
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
の
で
、
離
に
依
っ
て
施
設
す
る
、
と
説
く
場
合
一
五
三
上
出
十
一
右
吋
四
六
二
区
三

O
四
下
回

第
三
項
認
識
対
象
と
し
て
の
プ
ド
ガ
ラ
の
点
か
ら
破
す

第
一
目
慣
子
部
の
宗
義

巳

論

主

問

一

五

三

中

ロ

十

一

左

吋

四

六

ゴ

五

色

積

子

部

答

・

・

・

プ

ド

ガ

ラ

は

六

識

に

識

知

さ

れ

る

一

五

三

中

口

十

一

左

吋

四

六

三

C

払

論

主

問

・

・

・

そ

の

理

由

を

問

う

一

五

三

中

広

十

一

左

∞

四

六

三

。

主
積
子
部
答
・
・
・
六
識
に
識
知
さ
れ
る
諸
色
な
ど
に
縁
っ
て
プ
ド
ガ
ラ
の
存
在
を
知
る
一
五
三
中

E
十
一
左
∞
四
六
三
。

第
二
目
論
主
・
・
・
眼
識
な
ど
に
識
知
さ
れ
る
色
な
ど
に
縁
っ
て
認
識
主
体
と
し
て
の
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て

巳
比
量
に
よ
る
プ
ド
ガ
ラ
の
実
有
証
明
の
過
失

E
標
例
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
は
乳
の
如
く
仮
有
な
り

定
例
轍
・
・
・
眼
識
が
色
を
識
知
す
る
時
、
乳
を
了
得
す
る

己
乳
な
ど
は
色
な
ど
の
四
境
と
一
に
も
異
に
も
非
ず

。N
乳
と
色
な
ど
の
四
境
と
が
一
・
異
で
な
い
理
由
を
一
不
す

5
結
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
は
諸
離
の
総
衆
に
依
っ
て
施
設
す
る

出
N

六
識
に
識
知
さ
れ
る
諸
色
と
識
知
す
る
能
了
の
識
と
い
う
点
か
ら
破
す

b
問
E
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
因
が
諸
色
で
あ
る
場
合
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
が
色
と
異
な
る
過

尽
諸
色
を
了
得
す
る
時
に
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
場
合
の
能
了
の
識

c
間
・
・
・
同
一
の
識
か
異
な
る
識
か

己
色
を
了
得
す
る
能
了
と
同
一
の
能
了
が
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
場
合

丘
プ
ド
ガ
ラ
の
体
が
色
と
同
一
に
な
る
過
失

一
五
三
中
昆
十
二
右
目

一
五
三
中
日
∞
十
一
右
N

一
五
三
中
包
十
一
右
印

一
五
三
中
目
十
二
右
。

一
五
三
中
目
十
二
右
吋

一
五
三
中
N

∞
十
二
右
。

一
五
三
下
N

十
二
左
目

一
五
三
下
ω

十
二
左
ω

N 

三
O
五
上
吋

一二

O
五
上
∞

一ニ

O
玉
上
。

一ニ

O
五
上
。

四
六
三
ロ
三

O
玉
上
巳

四
六
三
口
三

O
五
上

5

四
六
三

5
一二
O
五
上
広

四
六
三
広
三

O
五
上

5

四
六
三
口
三

O
五
上
お

四
六
三
巴
三

O
玉
上
N
C

四
六
三
巴
三

O
五
上
N
N

四
六
三
日
日
三

O
玉
上
主



烏

プ

ド

ガ

ラ

を

色

に

即

し

て

施

設

す

る

過

失

一

五

三

下

品

十

二

左

ω

四
六
三
時
一
二

O
五
上
自

民

プ

ド

ガ

ラ

と

色

と

の

分

別

の

無

い

過

失

一

五

三

下

町

十

二

左

串

四

六

三

民

三

O
玉
上
自

己
色
を
了
得
す
る
能
了
と
は
異
な
る
能
了
が
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
場
合
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
が
色
と
は
異
な
る
過
失

一
五
三
下

∞

十
二
左
。
四
六
四
N

乙
色
を
了
得
す
る
能
了
と
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
能
了
と
の

一
・
異
が
不
可
説
で
あ
る
場
合

・・・
プ
ド
ガ
ラ
の
み
が
不
可
説
な
り
と
の
宗
に
反
す
る
過

一
五
三
下

呂

十
二
左
∞

第

二

節

経

に

よ

っ

て

破

す

第
一
項
プ
ト
ガ
ラ
を
不
可
説
法
蔵
と
す
る
説
を
破
す

・
「
色
は
無
我
な
り
」
と
経
(
第
一
経
)
に
説
く
の
で
、
プ
ト
ガ
ラ
が
可
説
に
な
る

第
二
項
再
び
、
プ
ト
ガ
ラ
が
六
識
に
識
知
さ
れ
る
こ
と
を
破
す

第

一
目
識
の
所
縁
縁
の
点
か
ら
、
眼
識
が
プ
ト
ガ
ラ
を
了
得
す
る
場
合
の
失
を
挙
げ
る

巳
所
縁
縁
に
な
る
も
の

b
問
・
・
・
プ
ト
ガ
ラ
を
了
得
す
る
眼
識
は
何
に
縁
っ
て
生
起
す
る
か

E
色
に
縁
る
場
合
・
・
・
プ
ト
ガ
ラ
は
眼
識
の
所
縁
に
な
ら
な
い
の
で
了
得
さ
れ
な
い

足
プ
ト
ガ
ラ
ま
た
は
両
者
に
縁
る
場
合

己
「
識
は
眼
・
色
な
ど
の
二
に
縁
っ
て
生
ず
」
と
説
く
経
(
第
二
経
)
に
反
す
る

・
・
プ
ト
ガ
ラ
に
縁
れ
ば
色
縁
を
欠
き
、
両
者
に
縁
れ
ば
三
縁
に
な
る
一
五
三
下
N
C

十
三
右
。

込
「
眼
が
因
、
色
が
縁
に
な
っ
て
識
は
生
ず
」
と
説
く
経
(
第
三
経
)
に
反
す
る

・
・
識
は
プ
ト
ガ
ラ
に
縁
っ
て
生
じ
な
い

一
五
三
下
巳
十
三
右
吋

5
プ
ト
ガ
ラ
が
所
縁
縁
に
な
る
場
合
、
「
識
を
生
じ
る
因
・
縁
は
無
常
な
り
」
の
経
(
第
四
経
)
に
反
す
る

・
・
プ
ト
ガ
ラ
は
無
常
に
非

ず

一

五

三
下
お
十
三
右
∞

匙

転

計

、

所

縁

縁

に

な

ら

な

い

場

合

、

識

に

識

知

さ

れ

な

い

一

五

三

下

目

十

三

右

目

。

第
二
目
プ
ト
ガ
ラ
が
六
識
の
す
べ
て
に
識
知
さ
れ
る
場
合
の
失

巳
違
宗
、
プ
ト
ガ
ラ
は
色
な
ど
と
不

一
不
異
な
り
と
の
宗
に
反
す
る

色
違
経
E
根
は
各
々
自
境
を
取
る
と
説
く
経
(
第
五
経
)
に
反
す
る

尽
転
計
、
経
説
に
随
う
場
合

己
プ
ト
ガ
ラ
は
五
根
の
境
に
な
ら
な
い
の
で
六
識
に
識
知
さ
れ
な
い

四
六
四
ω

一
五
三
下
ロ
十
二
左
呂
四
六
四
品

一
五
三
下
広
十
三
右
目

一
五
三
下
呂
十
三
右
N

一
五
三
下

町

十
三
左
N

一
五
四
上
回

十
三
左
品

一
五
四
上
。

十
三
左
∞

四
六
四
吋

四
六
四
∞

四
六
回
。

三

O
五
上
お

三

O
五
中
N

三

O
五
中
間

三
O
五
中
叶

三

O
五
中
∞

三

O
五
中
目
。

四
六
四
=
三

O
五
中
尽

四
六
回
忌

一二

O
五
中

5

四
六
四
広

三

O
五
中

5

四
六
四

5
一二
O
五
中
口

破我品目次

四
六
回
口
三

O
五
中
包

四
六
四
日
。

一ニ

O
五
中
目

V 



。N
「
党
志
」
一
五
々
の
経
の
解
釈

丘
慣
子
部
・
・
・
六
生
輸
経
に
基
づ
い
て
五
根
も
他
根
の
境
を
取
る
と
解
す

烏
論
主
が
経
を
通
ず

・
・
・
独
行
の
意
識
は
法
境
の
み
を
取
る
の
で
「
各
別
の
境
」
と
説
か
れ
た
一
五
四
上

5
十
四
右
戸

第
三
目
プ
ト
ガ
ラ
は
所
通
達
法
・
所
遍
知
法
に
含
ま
れ
な
い
か
ら
六
識
の
所
識
で
も
な
い

巳

経

説

(

第

六

経

)

一

五

四

上

平

十

四

右

町

四

六

五

ω

匙

プ

ト

ガ

ラ

は

所

通

達

法

・

所

遍

知

法

の

な

か

に

説

か

れ

な

い

一

五

四

上

呂

十

四

右

。

四

六

五

⑦

忠

プ

ト

ガ

ラ

は

識

に

よ

っ

て

識

知

さ

れ

な

い

一

五

四

上

包

十

四

右

E
四
六
五
吋

第
四
日
「
眼
が
プ
ト
ガ
ラ
を
見
る
」
こ
と
の
意
味

巴
見
ら
れ
る
プ
ト
ガ
ラ
は
色
離
な
ど
に
附
さ
れ
た
名
称
で
あ
る
か
ら
、
仮
説
な
り

匙
プ
ド
ガ
ラ
は
五
組
に
仮
説
さ
れ
る
と
説
く
経
(
第
七
経
)
を
示
す

忠

結

一

五

四

中

⑦

四

六

五

5

冠
十
五
右
N

第
三
項
プ
ド
ガ
ラ
の
実
有
を
破
す

第
一
目
一
切
法
は
十
二
処
に
摂
ま
る
と
説
く
経
に
反
す
る

巳
有
部
所
請
の
経
(
第
八
経
)

民
情
子
部
所
請
の
経
(
第
九
経
)

第
二
目
我
・
我
所
の
体
は
無
い
と
説
く
経
(
第
十
経
)
を
示
す

第
三
目
諸
離
に
有
情
と
い
う
名
称
を
立
て
る
と
説
く
経
(
第
十
一
経
)
を
示
す

第
四
目
プ
ト
ガ
ラ
の
体
は
無
い
と
説
く
経
(
第
十
二
経
)
を
示
す

第
五
目
執
我
の
五
失
を
説
く
経
(
第
十
三
経
)
を
示
す

プ
ト
ガ
ラ
に
つ
い
て
の
慣
子
部
と
論
主
と
の
論
争

上
掲
の
経
を
聖
教
量
と
認
め
な
い
積
子
部
の
説
を
破
す

プ
ト
ガ
ラ
は
認
識
対
象
と
し
て
説
か
れ
な
い
か
ら
存
在
し
な
い

一
切
法
は
プ
ト
ガ
ラ
と
不
一
な
る
ゆ
え
非
我
な
り
、
と
の
説
を
破
す

・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
は
法
境
に
摂
ま
ら
な
い
の
で
意
識
の
所
識
に
な
ら
な
い

想
顛
倒
な
ど
の
対
象
(
非
我
の
離
・
処
・
界
)
を
説
く
経
(
第
十
四
経
)
を
示
す

等
随
観
見
の
対
象
(
五
取
組
)
を
説
く
経
を
示
す

憶
念
の
対
象
(
五
取
組
)
を
説
く
経
を
示
す

第
三
節

第
一
項

第
二
項
第
一
目

第
二
目

第
三
日

第
四
日

一
五
四
上
吋

十
三
左
@

一
五
四
上
自
十
四
左
同

一
五
四
上
回
十
四
左
ω

一
五
四
中
吋
十
五
右
ω

一
五
四
中

5
十
五
右
回

一
五
四
中
広
十
五
右
吋

一
五
四
中
広
十
五
右
目
。

一
五
四
中
時
十
五
左
目

一
五
四
下
∞
十
六
右
日

一
五
四
下
町

一
五
四
下
芯

一
五
四
下
広

一
五
四
下
包

一
五
四
下
自

十
六
右
品

十十十十
/、/、ノ、/、

左左左右。σコむ， ，..... 
o 

VI 

四
六
四
恒
三

O
五
中
民

四
六
四
区
一
二

O
五
中
日
∞

三

O
五
下
品

一二

O
五
下
。

三

O
五
下
呂

四
六
五
吋

四
六
五
。

三

O
五

下

=

三

O
五
下
エ

四
六
五
口
三

O
五
下
回

四
六
五
呂
一
二

O
五
下
呂

四
六
五
N
C

三

O
六
上
H

四
六
五
時
三

O
六
上
ω

四
六
六
日
三

O
六
上
斗

四
六
六
呂
一
二

O
六
上
広

四
六
六
忌
三

O
六
上
呂

四
六
六
自
一
ニ

O
六
上
∞
∞

四
六
七
N

三

O
六
中
日

四
六
七
町
一
二

O
六
中
。

四
六
七
吋
一
二

O
六
中
∞



第
三
項
憤
子
部
の
反
論
を
会
通
す
る

第

一
目
「
我
れ
は
宿
世
に
色
な
ど
を
有
せ
り
」

巳
慎
子
部
・
・
・
「
我
れ
」
は
プ
ド
ガ
ラ
を
指
す

m
N
論
主
・
・
・
過
去
世
の
多
剃
那
に
わ
た
る
相
続
の
う
え
に
我
を
仮
説
す
る

E
有
情
が
宿
世
に
色
な
ど
を
有
し
た
こ
と
を
示
す

定
プ
ド
ガ
ラ
が
色
な
ど
を
有
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
有
身
見
に
な
る

5
結
色
な
ど
を
有
す
る
「
私
」
は
仮
我
で
あ
る

第
二
目

一
切
智
者
が

一
切
法
を
知
る
方
法

巳
憤
子
部
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
が
無
け
れ
ば
仏
陀
は
一
切
法
を
知
る
こ
と
不
可
能

&
論
主
、
仏
陀
は
相
続
身
中
に
自
在
に
遍
知
す
る
功
能
が
あ
る
の
で

一
切
智
者
な
り

色
相
続
身
中
に

一
切
法
を
知
る
功
能
の
あ
る
根
拠 と

説
く
経
文
の
解
釈

一
五
四
下
自

十
六
左
呂

四

六
七
。

一二

O
六
中
呂

一
五
四
下
呂
十
七
右
H

一
五
四
下
ミ
十
七
右
M

一
五
四
下
呂

十
七
右
品

四
六
七
呂
三

O
六
中
=

四
六
七
呂

一二
O
六
中
ロ

四
六
七

=

三
O
六
中
エ

一
五
五
上
回
十
七
右
品

一
五
五
上
ω

十
七
右
∞

一
五
五
上
巳

十
七
左
品

説

一
切
有
部
倶
舎
論
巻
第
二
十
九

阿
毘
達
磨
倶
舎
論
巻
第
三
十
破
執
我
品
第
九
之
二

第
三
目
重
担
を
荷
う
者
が
プ
ト
ガ
ラ
で
あ
る
、
と
説
く
経
に
つ
い
て

己
犠
子
部・・・
重
担
を
荷
う
も
の
が
プ
ト
ガ
ラ
で
あ
る
ゆ
え
、

プ
ト
ガ
ラ
は
実
有

色
論
主
言
論
主
難
・
・
・
不
可
説
で
あ
る
プ
ト
ガ
ラ
を
能
荷
者
と
説
く
失

己
プ
ト
ガ
ラ
が
不
可
説
で
な
く
な
る

。ω重
担
を
取
る
も
の
(
渇
愛
)
も
離
の
摂
で
な
い
こ
と
に
な
る

足
論
主
釈
経

己
経
文
は
プ
ト
ガ
ラ
が
施
設
有
で
あ
る
こ
と
を
示
す

の
N

五
績
を
重
担
を
荷
う
者
と
名
づ
け
る
理
由

第
四
目

化
生
を
擁
無
す
る
こ
と
は
邪
見
で
あ
る
、
と
説
く
経
に
つ
い
て

主
積
子
部
、
経
を
引
く

&
論
主
破

Z
化
生
有
情
は
五
殖
で
あ
り
、
プ
ト
ガ
ラ
で
は
な
い

芯
プ
ト
ガ
ラ
を
擁
無
す
る
邪
見
は
存
在
し
な
い

第

五

目

「

一
の
プ
ト
ガ
ラ
が
生
じ
る
」
と
説
く
経
に
つ
い
て

回目「

一
の
プ
ト
ガ
ラ
」
と
説
く
点
に
つ
い
て
の
論
主
破

・
・
・
五
離
の
総
衆
を
一
の
プ
ト
ガ
ラ
と
説
く

一
五
五
上
自

一
五
五
上
忠

一
五
五
中目

一
五
五
中
品

一
五
五
中
∞

五
五
中止。

一
五
五
中
=

一
五
五
中
エ

一
右
。

一
右
∞
一
右
。

一
右

=

一
左
ω

一
左
m

一
左
。

一
左
C

一
五
五
中
コ

二
右
戸

四
六
七

Z
一ニ

O
六
中
エ

四
六
七
二

一二
O
六
中
広

四
六
七
包

三
O
六
中
立

四
六
八戸

コ一

O
六
中
日

四
六
八
品

四
六
八品

ニ
O
六
下
N

ニ
O
六
下
N

四
六
人
間

四
六
八吋

三
O
六
下
ω

三
O
六
下
吋

四
六
八
。

一二
O
六
下
∞

四
六
人。

三
O
六
下
。

四
六
八
ロ

一ニ

O
六
下

5

破我品目次

四
六
八
エ
三

O
六
下
広

vn 



匙
「
プ
ト
ガ
ラ
が
生
じ
る
」
と
説
く
点
に
つ
い
て
論
主
破・・・
生
じ
る
も
の
は
有
為
法
で
あ
る
か
ら
プ
ト
ガ
ラ
も
有
為
法
に
な
る

E
論
主
破
、
非
有
為
法
非
無
為
法
で
あ
り
殖
と
不

一
不
異
で
あ
る
プ
ト
ガ
ラ
を
破
す

己
非
有
為
法
非
無
為
法
と
し
て
の
プ
ト
ガ
ラ
を
破
す

丘
論
主
難
・
・
・
プ
ト
ガ
ラ
は
生
じ
る
の
で
有
為
法
に
な
る

一
五
五
中
忌

二
右
ω

四
六
八
広

三

O
六
下
包

烏
積
子
部
救
・
・
・
プ
ト
ガ
ラ
が
生
じ
る
と
は
プ
ト
ガ
ラ
が
別
離
を
取
る
こ
と
で
あ
る
一
五
五
中
包
二
右
串
四
六
八
広
三

O
六
下
白

色
論
主
破

己
経
に
よ
っ
て
プ
ト
ガ
ラ
が
別
離
を
取
る
こ
と
を
破
す

戸
「
作
者
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
説
く
勝
義
空
経

一
五
五
中
間
二
右
斗
四
六
八

Z
三

O
六
下
回

口
「
能
取
者
は
無
い
」
と
説
く
頗
勅
具
那
経

一
五
五
中
自

二
右
目
。
四
六
八
N
N

三

O
六
下
N
C

O
N
所

説

の

輸

を

破

す

一

五

五

下

戸

二

左

H

四
六
八
お
三

O
七
上
ω

ロ
作
者
と
な
る
体
に
関
し
て
・
・
プ
ト
ガ
ラ
・
心
心
所
・
身
の
い
ず
れ
も
作
者
に
な
ら
な
い

ロ
特
に
身
に
つ
い
て

巴
所
取
・
能
取
に
関
し
て
・
・
・
明
論
な
ど
と
身
体
と
は
異
な
る

も
老
人
・
病
人
は
剃
那
ご
と
の
身
体
の
別
異
に
過
ぎ
な
い

同

ω誓
輸
と
し
て
不
成
立

。
日
離
と
不

一
不
異
な
も
の
と
し
て
の
プ
ト
ガ
ラ
を
破
す

丘
転
救
、
プ
ト
ガ
ラ
が
不
生
で
あ
れ
ば
、

プ
ト
ガ
ラ
は
殖
と
異
な
り
、

お
再
び
、

一
の
プ
ト
ガ
ラ
と
説
く
点
に
つ
い
て

己
プ
ト
ガ
ラ
が

一
で
あ
れ
ば
、
プ
ト
ガ
ラ
は
諸
離
と
異
な
る

包
プ
ト
ガ
ラ
が
離
と
同
一
な
も
の
に
な
る
失
を
示
す

第
六
目
仏
の
不
記
を
説
く
経
に
つ
い
て

巳
命
者
に
つ
い
て
の
無
記
(
第
十
三

・
十
四
句
)
を
会
通
す

E
仏
の
不
記
の
意
図
を
釈
す

己
「
命
者
即
身
」
に
つ
い
て
の
不
記
を
釈
す

丘
憤
子
部
が
経
に
よ
っ
て
「
プ
ト
ガ
ラ
即
諸
離
」
を
難
ず

お
論
主
、
先
日

己
命
者
が
存
在
し
な
い
か
ら
不
記

O
M
古
昔
の
諸
師
の
問
答
を
挙
げ
て
憤
子
部
の
難
を
遮
す

の
N

「
命
者
都
無
」
に
つ
い
て
の
不
記
を
釈
す

丘
積
子
部
問

一
五
五
下
品

一
五
五
下
回

一
五
五
下
。

二
左
卓

二
左
品

二
左
串

v. 

四
六
九
N

三

O
七
上
。

四
六
九
ロ

三

O
七
上
。

四
六
九
品

三
O
七
上
∞

常
住
法
に
な
る

一
五
五
下
∞
二
左
。

一
五
五
下
吋

一
五
五
下
∞

二
左
。

二
左
斗

四
六
九
町

三

O
七
上
∞

四
六
九
。

四
六
九
。

三

O
七
上

5

一ニ

O
七
上
=

一
五
五
下
巴

二
左
呂
四
六
九
∞

一
五
五
下
ロ
三
右
目

一
五
五
下
口
一
ニ
右
串

一
五
五
下
包

三
左
串

一二

O
七
上
エ

四
六
九
@

一ニ

O
七
上

5

四
六
九
尽

三

O
七
上
呂

四
六
九
包

三

O
七
中
ω



烏
論
主
答

。H
都
無
と
記
せ
ば
問
者
が
邪
見
に
堕
す
る

。N
正
法
を
受
け
る
器
で
な
い
か
ら
仮
有
と
も
説
か
な
い

足
不
記
が
理
に
か
な
う
こ
と
を
経
・
煩
を
引
い
て
証
す

己
経
を
引
い
て
常
見
・
断
見
に
堕
す
る
こ
と
を
示
す

。N
頒
を
引
い
て
、
我
の
有
無
を
記
さ
な
い
理
由
を
示
す

の
ω
摂
頒
を
掲
げ
る

E
命
者
と
身
と
の
一
異
を
記
さ
な
い
理
由
・
・
・
命
者
が
存
在
し
な
い
か
ら

烏
命
者
都
無
と
記
さ
な
い
理
由

。
同
仮
我
を
楼
無
す
る
か
ら
命
者
都
無
と
説
か
な
い

&
正
法
の
器
で
な
い
か
ら
仮
の
命
者
を
説
か
な
い

お
問
者
の
意
楽
を
観
待
す
る
か
ら
命
者
の
有
無
を
論
じ
な
い

忠
世
間
に
つ
い
て
の
無
記

E
世
間
は
常
住
な
り
等
の
無
記
(
第

一
l
四
句
)
を
会
通
す

c
総
説

。
同
我
が
世
間
で
あ
る
と
執
す
る
場
合

お
世
間
は
生
死
の
有
情
で
あ
る
と
執
す
る
場
合

。ω結

足
世
間
は
有
辺
な
り
等
の
無
記
(
第
五

l
八
)
を
会
通
す

&
如
来
死
後
有
り
等
の
無
記
(
第
九

l
十
二
句
)
を
会
通
す

E
正
叙
、
問
者
の
意
楽
を
観
待
す
る
か
ら
不
記

認
プ
ト
ガ
ラ
論
者
の
過
失
を
挙
げ
る

己
論
主
反
詰
・
・
・
プ
ト
ガ
ラ
が
死
後
有
る
と
な
ぜ
記
さ
れ
な
い
か
一
五
六
中
広
五
右
∞

お

積

子

部

答

・

・

・

常

住

の

過

失

に

堕

す

る

か

ら

一

五

六

中

広

五

右

。

。
ω
論
主
反
論
・
・
・
未
来
世
・
過
去
世
に
つ
い
て
の
記
説
も
常
住
の
過
失
に
堕
す
る
こ
と
に
な
る

一
五
六
中
コ

ネ
論
主
破
・
・
・
救
を
挙
げ
て
破
す

一
五
六
中
呂

五
左
∞

E
プ
ト
ガ
ラ
を
見
な
い
と
い
う
場
合

烏
プ
ト
ガ
ラ
を
見
る
が
記
さ
な
い
と
い
う
場
合

民
プ
ト
ガ
ラ
は
見
・
不
見
と
も
説
く
べ
き
で
な
い
と
い
う
場
合

我
無
し
と
執
す
れ
ば
悪
見
処
に
堕
す
る
と
説
く
経
に
よ
る
積
子
部
説
を
破
す

一
五
六
上
同

一
五
六
上
ω

三
左
目

三
左
叶

一
五
六
上
町

一
五
六
上
巳

三
左
∞

四
右
ω

一
五
六
上
コ
四
右
斗

四
六
九
お

一二

O
七
中
ω

四
六
九
忠
三

O
七
中
∞

四
七

O
戸

四
七

O
。
ニ
O
七
中
吋

ニ
O
七
中
エ

四
七
o
=
三

O
七
中
冨

一
五
六
上
呂
四
右
吋
四
七

0
5
三

O
七
中
巴

一
五
六
上
N
N

四
右
ち
四
七

O
広

三

O
七
中
立

一
五
六
上
陸
四
左
ω

四
七

O
口

三

O
七
中
民

一
五
六
上
包
囲
左
串
四
七

0
5
三
O
七
中
留

一
五
六
上
自
四
左
品
四
七

0
5
三

O
七
中
お

一
五
六
上
沼
四
左
目
四
七

O
N
O
一二

O
七
中
日
。

一
五
六
中
品
四
左
目
。
四
七

一
ω

三

O
七
下
町

一
五
六
中
。
五
右
目
四
七

一
品

三
O
七
下
。

一
五
六
中
巳
五
右
。
四
七

一
吋

三
O
七
中
口

一
五
六
中
時

一
五
六
中
自

五
左
品

五
左
目

第
七
回

四
七

一
号

三

O
七
下
エ

四
七
一
=
三

O
七
下
呂

五
右
呂
四
七

一
戸

三

O
七
下
回
目

四
七

一
エ

一ニ

O
七
下
呂

破我品 目次

四
七

一
5
三
O
七
下
M
M

四
七

一
広

三

O
七
下
包

政



巳
憤
子
部
宗
義

巳
論
主
破

E
こ
の
経
は
有
我
を
示
す
た
め
で
は
な
く
、
断
・
常
の
の
両
辺
を
離
れ
る
た
め
に
説
か
れ
た

一
五
六
中
目
玉
左
吋
四
七

一
E
三
O
七
下
自

足
阿
見
達
磨
論
師
説
を
引
い
て
上
述
の
こ
と
を
証
す

一
五
六
中
目
玉
左
∞
四
七

一
巴

一ニ

O
七
下
呂

第
八
目
プ
ト
ガ
ラ
が
輪
廻
の
主
体
で
あ
る
と
い
う
慎
子
部
説
を
破
す

己

犠

子

部

宗

義

一

五

六

下

ω

六
右
-
四
七
一
M
M

三

O
八
上
N

匙
論
主
破

一
五
六
下
。
六
右
印
四
七
二
回

三
O
八
上
∞

払

論

主

が

「

流

転

生

死

」

の

正

義

を

叙

す

一

五

六

下

吋

六

右

∞

四

七

二

N

三

O
八
上
∞

第
九
目
プ
ト
ガ
ラ
は
昔
の
自
分
と
今
の
自
分
と
の
同
一
性
を
保
つ
と
い
う
反
論
を
破
す

巴

積

子

部

宗

義

一

五

六

下

。

六

右

吋

四

七

二

ω

一二

O
八
上
=

匙
論
主
破

E
今
昔
に
通
じ
る
プ
ト
ガ
ラ
を
破
す

己
前
後
に
通
じ
る
プ
ト
ガ
ラ
は
常
住
に
な
る

一
五
六
下
呂
六
右
。
四
七
二
回
一
ニ

O
八
上

z

a正
義

を

述

べ

て

経

意

を

通

じ

る

一

五

六

下

=

六

右

。

四

七

一

一

目

三

O
八
上
エ

芯
真
実
我
の
存
在
を
破
す
・
・
・
実
有
の
プ
ト
ガ
ラ
が
あ
れ
ば
、
仏
も
我
執
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る

己
正
破

一
五
六
下
ロ
六
右
包
囲
七
二
∞

一二

O
八
上

5

込

実

我

に

対

し

て

は

我

執

が

生

じ

な

い

と

い

う

反

論

を

破

す

一

五

六

下

呂

六

左

目

四

七

二

忌

一

ニ

O
八
上
自

一
五
六
中
立

五
左
∞

四
七

一
口

一二
O
七
下
包

X 

第
四
節

結、

総
じ
て
プ
ド
ガ
ラ
説
の
過
失
を
示
す

一
五
六
下
自
六
左
吋

四
七
二
=

三
O
八
上
自

第
三
章

実
我
に
執
す
る
者
を
破
す

一
五
六
下
立
四
七
二
口
六
左
。

ミ
o
ハ
-
A
N
W

第
二
編

語
典
家
の
我
説
を
破
す

一
五
七
中
斗

四
七
三
エ

八

左
目

一o
ハ
下
ト

第
三
編

勝
論
の
我
説
を
破
す

一
五
七
下
呂
四
七
五
回

十
左

1

三
。
占
ハ
ι
i
G

信
用
三

結
論
、

無
我
の
勧
め

一
五
九
中
C

四
七
八
口
十
五
左
品

三

-
o
下
一
。



『
倶
舎
論
』
破
我
品
和
訳

1

1
プ
ド
ガ
ラ
説
批
判
の
党
文
和
訳
と
真
諦
訳
・
玄
奨
訳
の
書
き
下
し



凡
例
な
ら
び
に
略
号
な
ど

文
中
、
上
段
は
玄
奨
訳
の
書
き
下
し
文
、
中
段
は
党
文
和
訳
、
下
段
は
真
諦
訳
の
書
き
下
し
文
で
あ
る
。

目
次
の
下
に
付
し
た
漢
数
字
・
半
角
算
用
数
字
は
文
献
の
所
在
個
所
を
示
し
、
最
初
に
玄
奨
訳
の
大
正
二
九
巻
の
頁
・
段
・
行
、

舎
論
』
の
丁
・
行
、
つ
ぎ
に
党
文
の
プ
ラ
ダ
ン
本
の
頁
・
行
、
最
後
に
真
諦
訳
の
大
正
二
九
巻
の
頁
・
行
を
記
す
。

党
文
和
訳
と
漢
文
の
書
き
下
し
文
に
は
、
本
文
解
読
の
た
め
に
参
照
し
た
文
献
名
を
表
示
す
る
。
こ
の
場
合
、
参
照
し
た
諸
註
釈
を
、
補
訳
の
と
き
に

は
括
弧
〔
〕
の
内
に
、
同
義
語
を
示
す
と
き
に
は
括
弧
(
)
の
内
に
語
や
文
を
補
い
、
そ
の
語
や
文
の
あ
と
に
、
つ
ぎ
の
略
号
に
よ
っ
て
参
照
し
た
文

献
名
を
記
し
た
。
そ
の
際
に
用
い
た
略
号
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

∞
寸
・
『
倶
舎
論
』
党
文
、
?
・
・
チ
ベ
ッ
ト
訳
、

マ
・・

真
諦
訳
、

「
・・・玄
奨
訳
、
ミ
・
・
・
『
冠
導
本
倶
舎
論』

頭
註

〈
・
・
・
『
称
友
釈
』
、
円
・
・
・
『
満
増
釈
H

u

-

-
・
『
光
記
』
、
?
・
・
『
宝
疏』、

〈
例
〉

こ
れ
ら
〔
の
煩
悩
〈
"
「
〕
に
よ
っ
て
解
脱
(
悟
り
を
得
る
こ
と

yny)
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
〔
と
世
親
は
説
く
〕
。

こ
の
文
中
の
略
号
の
示
す
内
容
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

〔
〕
内
の
「
煩
悩
」
は
『
称
友
釈
』
『
満
増
釈
』
に
よ

っ
て
補
い
、
(
)
内
の
「
悟
り
を
得
る
こ
と
」
は
「
解
脱
」
と
同
義
で
あ
り
、
こ
れ

は
『
光
記
』
『
宝
疏
』
に
よ
る
補
訳
で
あ
り
、
「
世
親
は
説
く
」
は
私
見
に
よ
る
補
訳
で
あ
る
。

玄
奨
訳
・

真
諦
訳
の
漢
文
の
書
き
下
し
に
際
し
て
は
、
な
る
べ
く
助
詞
を
補
っ
た
。
と
く
に
主
格
を
示
す
「
は
」
「
が
」
は
、
文
体
上
か
ら
は
、
ぎ
ご
ち

な
く
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

意
味
の
把
握
を
優
先
さ
せ
て
補
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

主
格
を
示
す
「
の
」
は
主
格
を
示
す
こ
と
が
明
白
に
わ
か

る
も
の
以
外
は
、
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
「
可
」
「
令
」
な
ど
の
、
通
常
は
仮
名
に
す
る
助
詞
な
ど
を
、

意
味
が
把
握
し
易
い
よ
う
に
、

漢
字

の
ま
ま
に
し
た
箇
所
も
あ
る
。

つ
ぎ
に
冠
導
本
『
倶



破
執
我
品
第
九
之

一五
二
中
目

仏
陀
に
帰
依
た
て
ま
つ
る

信
用
一

公
b
ふ
問

。
恥
コ
一
目

総
じ
て
我
執
を
破
す

第
一
節

我
執
の
過
失

第
一
項
解
脱
す
る
道
を
説
く
教
え
は
仏
教
以
外
に
は
無
い

〈
問
〉
此
〔
の
牟
尼
の
教
説
己
を
越
え
て
余
に
依
る
に
、
一
と
こ
ろ
で
、
こ
〔
の
牟
尼
の
教
説
〔
に
よ
る
〕
以
外
に

宣

に

解

脱

無

か

ら

ん

や

。

一

解

脱

〔

へ

の

方

便

〈

〕

は

全

く

存

在

し

な

い

の

か

。

〈
論
主
答
〉
理
と
し
て
必
ず
有
る
こ
と
無
し
。
一
存
在
し
な
い
。

一
五
二
中
立

第
二
項

〈問
v

所
以
は
何
ん
。

〈
論
主
答
V

〔
諸
邪
外
道
は
〈
u

〔
〕
虚
妄
の
我
執
に
迷
乱
せ

ら
る
る
が
故
な
り
。

謂
は
く
、
此
の
〔
仏
u
〕
法
〔
以
〕
外
〔
の
邪
外
道
〕
の

諸
々
の
所
執
の
我
は
、
〔
五
〕
繭
の
相
続
に
即
し
て
仮
立

す
る
に
非
ず
。

理
由
・
・
・
外
道
は
離
殖
の
実
我
に
執
す
る
か
ら
解
脱
で
き
な
い

何
故
に
か
。

〔
邪
外
道
た
ち
は
〈
w

[

〕
虚
妄
な
実
我
見
に
執
著
す
る

か
ら
で
あ
る
。

じ
つ
に
、
彼
ら
〔
邪
外
道
た
ち
〕
は
〔
五
〕
離
の
相
続
そ

の
も
の
に
我
を
施
設
す
る
、
と
確
定
し
な
い
。

な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

阿
見
達
磨
倶
舎
釈
論

巻
第
二
十
二

婆
薮
盤
豆
造

陳
天
竺
三
蔵
真
諦
訳

一二

O
四
上
ニ

八
左
吋

四
六
一
日

三
O
四
上
巳

一
此
の
〔
牟
尼
の
教
〕
法
を
離
れ
て
、
余
法
に
於
い
て

一
解
脱
を
得
る
こ
と
無
し
と
為
ん
や
。

一
盤
山
し
。

一
五
二
中
立

八
左
吋
四
六
一
日

一
五
何
が
此
く
の
如
き
な
る
か
。

非
如
の
我
見
が
心
に
於
い
て
誼
(
た
ぶ
ら
か
)
す
が
故
な

M
り
。
何
を
以
つ
て
の
故
な
る
か
、
と
い
ふ
に
、
彼
の
人
は
、
五

陰
の
相
続
の
中
に
於
い
て
、
我
の
言
を
仮
立
せ
ざ
る
が
故

な
り
。何
を
由
と
為
る
か
。

三

O
四
上
白

1 



真
実
の
離
離
の
我
有
り
と
執
す
。

容〔有故
き故にに
こに輪〔
と、廻こ

無実すの
し我ー。を我
説唱

え月
道 ι
m 由

法立

長主
主唱
uηミ

zf 
す 三

〔
邪
外
道
た
ち
は
五
組
以
外
の
〕
別
個
な
実
物
そ
の
も

の
を
実
我
と
妄
計
す
る
。

そ
こ
で
、
す
べ
て
の
煩
悩
が
〔
こ
の
〕
実
我
へ
の
執
著
，

か
ら
顕
在
化
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

{
そ
れ
ゆ
え
〔
仏
教
以
外
の
〕
他
の
〔
教
説
に
よ
る
〕
場

合
に
は
、
解
脱
は
存
在
し
な
い
。
〈
・
「
}

第
二
節

実
我
に
執
す
る
こ
と
を
破
す

第
一
項
問
・
・
・
な
ぜ
離
殖
の
実
我
が
存
在
し
な
い
と
い
え
る
の
か

何
を
以
っ
て
証
と
為
し
て
、
諸
々
の
我
の
名
は
、
唯
だ
ま
た
、
我
と
詮
表
す
る
(
我
を
施
設
す
る
〈
・
「
)
こ
の
こ

離
の
相
続
を
召
(
よ
)
び
、
〔
緬
の
相
続
を
離
れ
て
〈
-
T
U〕
と
は
、
〔
五
〕
殖
の
相
続
そ
の
も
の
に
つ
い
て
い
わ
れ
、
〔
五

別
に
我
の
体
を
目
(
さ
)
す
に
非
、
さ
る
こ
と
を
知
る
や
。
離
の
相
続
を
離
れ
て
考
え
ら
れ
た
〈

-ru〕
他
の
詮
表
さ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
(
い
わ
れ
る
の
〕
で
は
な
い
、
と
い

う
こ
の
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
。

第
二
項

論
主
答
・
・
・
実
我
の
存
在
し
な
い
理
由

第
一
目
実
我
は
現
量
得
・
比
量
得
で
な
い

一
五
二
中
お
九
右
戸
四
六

一
∞

彼
〔
の
外
道
〕
の
計
す
る
所
の
離
趨
の
我
の
中
に
於
い
一
〔
離
離
の
実
我
に
つ
い
て
の
〕
現
量
も
比
量
も
存
し
な

て、

真
実
の
現
〔
量
〕
・
比
量
有
る
こ
と
無
き
が
故
〔
に

一
い
か
ら
[
離
績
の
実
我
は
存
在
し
な
い
の
〈
凶
[
〕
で
あ
る
。

離
繭
の
我
無
き
〕
な
り
。

一

0 
四
上
N 
σコ

一
五
二
中
町 彼

れ
は
、
〔
五
陰
を
離
れ
た
〕
別
の
実
物
有
る
も
の
を
我

と
名
づ
く
と
分
別
す
。

一
切
の
惑
骨
は
我
執
を
以
っ
て
生
の
本
と
為
す
。

*
「
惑
」

ω
E
-
H
「或
」
正

故
に
、
〔
仏
法
以
外
の
〕
余
法
に
於
い
て
は
解
脱
す
る
義
無

し
。

2 

八
左
呂

三
O
四
上
回

四六

一品

一五
何
が
、
此
く
の
如
く
、
但
だ
五
陰
の
相
続
の
中
に
於

い
て
、
仮
り
に
我
の
言
を
起
こ
し
、
余
の
〔
別
の
実
物
有

る
〕
義
に
於
い
て
〔
我
の
言
を
起
こ
す
に
〕
非
ず
、
と
知

る
こ
と
を
得
ん
や
。

我
は
証
・
比
の
二
量
の
所
知
に
非
ざ
る
に
由
る
が
故
な

れ
ノ。



第

二

目

と

く

に

五

色

根

の

比

量

得

の

説

明

九

右

ω

四
六
一
吋

〈
一
般
論
v

五
色
根
が
比
量
に
て
得
せ
ら
る
る
と
言
ふ
こ
〔
の
五
色
根
〕
に
つ
い
て
の
比
量
は
つ
ぎ
の
と
お
り

〔
は
次
の
如
し
〕
。
世
〔
間
〕
に
て
、
衆
縁
有
り
と
離
も
、
で
あ
る
。
〔
或
る
〕
因
が
存
在
し
て
も
、
別
個
な
因
の
存

別
縁
を
欠
く
に
由
り
て
果
の
便
ち
有
る
に
非
ざ
れ
ど
も
、
し
な
い
と
き
に
は
果
の
存
し
な
い
こ
と
が
現
見
さ
れ
、
そ

〔
別
縁
を
〕
欠
か
ざ
れ
ば
便
ち
〔
果
の
〕
有
る
こ
と
を
現
し
て
他
方
、
〔
別
個
な
因
の
〕
存
す
る
と
き
に
は
〔
果
の
〕

見

す

る

が

如

し

。

存

す

る

〔

こ

と

が

現

見

さ

れ

る

ヨ

。

〈愉
V

〔
例
へ
ば
、
水
・
土
等
の
衆
縁
有
れ
ば
、
別
縁
な
例
え
ば
、
〔
土
・
水
な
ど
の
因
が
存
在
し
て
も
、
種
子
の

る〈
u

[

〕

種

が

芽

を

生

ず

る

が

如

し

。

特

相

を

も

っ

別

個

な

因

の

存

し

な

い

と

き

に

は

芽

と

称

さ

れ
る
果
が
存
し
な
い
し
、
種
子
の
存
す
る
時
に
は
芽
が
存

す
る
〈
温
戸
、
と
い
う
〕
芽
〔
の
存
在
・
非
存
在
〕
の
よ
う

に
、
で
あ
る
。

そ
し
て
、
顕
現
〔
す
な
わ
ち
現
在
前
〈
・
F

〕
し
て
い
る

〔
色
な
ど
の
〈
唱
巴
境
と
〔
そ
れ
か
ら
生
じ
た
〈
・
己
作

意
と
い
う
因
が
実
に
存
在
す
る
場
合
で
も
、
な
お
か
つ
盲

者
・
聾
者
な
ど
に
は
〔
眼
識
な
ど
が
F
己
境
を
認
取
す

謂
は
く
、
若
し
我
の
体
に
〔
離
を
離
れ
て
〕
別
に
実
物

有
り
て
、
余
の
有
法
の
如
き
に
し
て
、
若
し
〔
得
せ
ら
る

る
こ
と
を
〈
〕
障
ふ
る
縁
無
く
ん
ば
、
応
に
、
〔
そ
は
〕
現

量
の
得
な
る
べ
し
。

(
例
へ
ば
〕
六
境
・
意

〔根〕

の
如
し
。

或
い
は
〔
現
量
の
得
に
非
ざ
れ
ば
〈
w
F
、

得
な
り
。

〔
例
へ
ば
〕
五
色
根
の
如
し
。

そ
は
〕

比
量
の

〈
五
色
根
の
場
合
〉
是
く
の
如
き
は
亦
た
見
る
、
〔
即
ち
、

顕
〕
現
せ
る
境
と
作
意
等
と
の
縁
有
り
と
雌
も
、
諸
々
の

盲
・
聾
と
不
盲
・
(
不
〕
聾
等
と
は
識
が
〔
各
々
〕
起
こ

ら
ざ
る
こ
と
と
起
こ
る
こ
と
と
が
あ
り
、
と
。

或
る
諸
法
が
存
在
す
る
場
合
、
〔
近
す
ぎ
る
こ
と
や
遠

す
ぎ
る
こ
と
等
の
、
了
得
さ
れ
る
F
F
際
の
〕
擬
げ
が
存

在
し
な
い
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
〔
諸
法
〕
は
現
量
に
よ
っ
て

了
得
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
〔
存
在
す
る
)
六
境
・
意
〔
根
〕
が
〔
現
量
に

よ
っ
て
了
得
さ
れ
る
〕
よ
う
に
、
で
あ
る
。

そ
し
て
、
〔
現
量
が
転
起
し
な
い
時
に
は
戸
「
、
存
在
す
る

こ
れ
ら
諸
法
は
〕
比
量
に
よ
っ
て
〔
了
得
〕
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
〔
眼
等
の
F
己
五
根
が
〔
比
量
に
よ
っ
て
了
得

さ
れ
る
〕
よ
う
に
、
で
あ
る
。

一
五
二
下
ω

一二

O
四
中
N

余
法
は
、
若
し
実
有
に
し
て
若
し
〔
知
ら
る
る
こ
と
の
〕

障
擬
無
く
ん
ば
、
必
ず
定
ん
で
証
量
に
由
り
て
知
る
こ
と

を
得
。

警
へ
、
ば
、
六
塵
と
及
び
心
と
の
如
し
。

或
い
は
〔
証
量
に
由
り
て
知
ら
れ
ざ
れ
ば
、
そ
は
〕
比
量

に
由
り
て
知
る
こ
と
を
得
。

警
へ
ば
五
根
の
如
し
。

此
の
中
、
此
く
の
如
き
比
知
す
。
若
し
因
縁
有
る
も
、

余
の
因
縁
有
ら
ざ
れ
ば
見
る
事
は
生
ぜ
ず
。
若
し
〔
余
の

因
縁
〕
有
れ
ば
、
則
ち
見
る
事
は
生
ず
。

色
塵
等
の
〔
所
〕
縁
あ
る
も
、
若
し
く
は
能
く
障
擬
す

る
法
を
具
有
す
る
と
、
若
し
く
は
悉
く
盲
・
聾
等
有
ら
ざ
る

人
と
、
及
び
非
盲
聾
等
人
は
色
等
の
塵
に
於
い
て
、
眼
等

の
識
が
生
ぜ
、
さ
る
こ
と
と
生
ず
る
こ
と
〔
有
る
が
〕
故

第 A 総論3 



〔
故
に
〕
別
縁
に
は
欠
・
不
欠
有
り
、
と
定
ん
で
知
る
。

此
の
別
縁
と
は
即
ち
眼
等
の
根
な
り
つ
故
に
、
根
は
有

り
、
と
知
る
〕
、
是
く
の
如
き
を
名
づ
け
て
、
色
根
が
比

量
に
て
〔
得
せ
ら
る
〕
と
為
す
。

る
こ
と
の
存
し
な
い
こ
と
が
現
見
さ
れ
、
そ
し
て
[
他

方
〕
、
非
盲
者
・
非
聾
者
な
ど
に
は
〔
境
を
認
取
す
る
と

と
の
〕
存
す
る
〔
こ
と
が
現
見
さ
れ
る
3
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
場
合
に
も
〔
自
体
の
不
損
傷
と
い
う

〈
〕
別
個
な
因
が
〔
前
者
の
よ
う
に
〕
存
し
な
い
こ
と
と
、

〔
後
者
の
認
取
す
る
と
き
の
よ
う
に
〕
存
す
る
こ
と
と
が

確
定
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
凡
そ
こ
の
別
個
な
因
で
あ
る
も
の
、
こ
れ
は
〔
眼

な
ど
の
〈
w

[

〕
根
で
あ
る
〔
か
ら
、
根
は
存
在
す
る
〕
、
と

い
う
そ
の
こ
と
が
比
量
〔
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
〕
で
あ

ザ

G
。

な
り
。

4 

比
量
に
て
、
別
の
因
が
有
ら
ざ
る
と
有
る
と
の
義
あ
り

と
得
可
し
。

別
の
因
と
は
、
即
ち
是
れ
眼
等
の
恨
な
り
。

第

三

目

総

結

・

・

・

五

殖

を

離

れ

た

実

我

は

存

在

し

な

い

一

五

二

下

∞

四

六

一

=

離
離
の
我
に
於
い
て
〔
現
・
比
の
〕
二
量
〔
に
て
得
す
一
〔
離
を
離
れ
た
〕
実
我
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
〔
現
一

る
こ
と
〕
都
て
無
し
。
此
れ
に
由
り
て
、
真
我
の
体
の
無
一
量
に
よ
っ
て
も
比
量
に
よ
っ
て
も
了
得
さ
れ
る
〕
こ
と
が
一

き

こ

と

を

証

知

す

る

な

り

。

一

存

在

し

な

い

か

ら

、

我

は

存

在

し

な

い

。

一

九
右
4

三
O
四
中
吋

此
く
の
如
き
証
量
と
及
び
比
量
と
が
、
我
に
於
い
て
有

ら
ざ
る
が
故
に
、
是
の
故
に
、
決
定
し
我
無
し
と
説
く
。



第

各
日間

個
別
に
実
我
説
を
破
す

第
一
編

慎
子
部
の
プ
ド
ガ
ラ
説
を
破
す

序
章

慣
子
部
の
プ
ド
ガ
ラ
説

九
右
∞

一
五
二
下
。

四
六

一
口

三
O
四
中
∞

然
る
に
、
情
子
部
は
、
補
特
伽
羅
有
り
て
其
の
体
は
誼
一
し
か
る
に
、
慎
子
部
の
人
た
ち
は
、
プ
ド
ガ
ラ
が
存
の
所
説
は
、
必
ず
定
ん
で
我
有
り

と

不

一

不

異

な

り

、

と

執

す

。

一

し

〔

そ

の

体

は

諸

殖

と

認

一

て

、

〔

其

の

体

は

〕

五

陰

と

不

一

不

異

な

り

、

と

な

り

。

F 
U 



第

章

第
一
節

第
一
項

プ
ド
ガ
ラ
説
を
破
す

理
に
よ
っ
て
破
す

プ
ド
ガ
ラ
の
体
の
仮
有
・
実
有
と
い
う
点
か
ら
破
す

6 

第
一
目
論
主
問
・
・
・
体
は
実
有
か
仮
有
か

一
五
二
下
呂
九
右
。
四
六
一
巳

三
O
四中。

此
れ
応
に
思
択
す
べ
し
、
〔
補
特
伽
羅
は
〕
実

〔
有
〕
ま
ず
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
。
彼
ら
は
〔
プ
ド

と
為
ん
や
、
仮
〔
有
〕
と
為
ん
や
、
と
。

ガ
ラ
が
〕
実
物
と
し
て
〔
存
在
す
る
と
〕
認
め
る
の
か
、

あ
る
い
は
施
設
と
し
て
〔
存
在
す
る
〕
〔
と
認
め
る
の

3

、刀

〈
靖
子
部
〉

第
二
目
実
有
・
仮
有
の
説
明

実
有
と
仮
有
と
の
相
の
別
は
云
何
ん
。

〈
論
主
〉

別
〔
個
〕
に
事
物
有
れ
ば
、
是
れ
は
実
有
の
相

な
り
、
色

・
声
等
の
如
し
。
但
だ
〔
諸
法
の
〕
衆
集
し
て

有
れ
ば
、
是
れ
は
仮
有
の
相
な
り
、
乳

・
酪
等
の
如
し
。

此
れ
宣
し
く
応
に
簡
択
す
べ
し
と
言
ふ
、
彼
れ
は
、
実

物
に
由
る
が
故
に
有
り
と
執
せ
ん
と
為
ん
や
、
仮
名
有
る

が
故
に
有
り
〔
と
執
せ
ん
と
為
ん
〕
や
。

一

五

二

下

呂

九

右

包

囲

六

一

口

三

O
四
中
日
。

な
ら
ば
、
実
物
と
し
て
〔
存
在
す
る
〕
と
い
う
こ
の
こ
実
有
の
相
は
云
何
、
仮
有
の
相
は
云
何
。

と
は
如
何
な
る
こ
と
か
。
あ
る
い
は
、
施
設
と
し
て
〔
存
若
し
色
等
の
如
く
別
に
有
れ
ば
、
実
有
物
と
名
づ
け
、

在
す
る
〕
と
い
う
〔
こ
の
こ
と
さ
は
如
何
な
る
こ
と
か
。

若
し
乳
等
の
如
く
但
だ
来
集
有
な
れ
ば
、
仮
名
有
と
名
づ

〔
法
は
〕
も
し
色
な
ど
の
よ
う
に
別
個
な
(
独
立
し
た
)
く
。

存
在
体
で
あ
る
な
ら
ば
実
物
と
し
て
〔
存
在
し
辻
、
も
し

乳
。な
ど
の
よ
う
に
〔
諸
法
の
〕
来
集
己
で
あ
る
な
ら
ば
施

設
と
し
て
〔
存
在
す
る
ご
。



第
三
目
実
有
あ
る
い
は
仮
有
と
す
る
場
合
の
過
失

巳
憤
子
部
問
一
五
二
下
ロ
九
左
目
四
六
一
エ

実
〔
有
〕
な
り
と
計
し
〔
或
い
は
〕
仮
〔
有
〕
な
り
と

計
す
る
に
各
々
、
何
の
〔
過
〕
失
有
る
や
。

一
な
ら
ば
、
こ
の
〔
実
物
有
あ
る
い
は
施
設
有
な
る
〕
こ

一
と
に
よ
っ
て
何
〔
の
過
失
〕
が
あ
る
の
か
。

民
論
主
答

E
実
有
の
場
合

己
五
繭
と
異
な
る
過
一
五
二
下
呂
九
左
日
四
六
一

5

一ニ

O
四
中
口

〔
補
特
伽
羅
は
〕
体
が
若
し
是
れ
実
〔
有
〕
な
ら
ば
、
ま
ず
、
も
し
〔
プ
ド
ガ
ラ
が
〕
実
物
と
し
て
〔
存
在
す

〔
補
特
伽
羅
は
〕
応
に
繭
と
異
な
る
べ
し
。
別
の
性
有
る
る
〕
な
ら
ば
、
こ
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
〈
〕
は
、
個
別
の
自
性

が
故
な
り
。
別
々
の
殖
の
如
し
。
〔
補
特
伽
羅
が
諸
殖
と
が
あ
る
か
ら
、
諸
殖
と
は
別
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ
る
べ

異
な
ら
ば
、
補
特
伽
羅
は
諸
殖
と
不
一
不
異
な
り
、
と
の
き
で
あ
る
。
〔
例
え
ば
、
五
〕
離
が
相
互
に
別
々
で
あ
る

宗
義
に
違
す
U

〕

よ

う

に

、

で

あ

る

。

〔

プ

ド

ガ

ラ

が

諸

組

と

異

な

る

な

ら

ば
、
プ
ド
ガ
ラ
は
諸
繭
と
不
一
不
異
な
り
と
説
く
宗
義
に

反
す
る
と

お
プ
ド
ガ
ラ
が
無
常
法
に
な
る
過
一
五
二
下
エ

又
た
〔
補
特
伽
羅
に
色
の
如
く
u
〕
実
の
体
有
ら
ぱ
、

必
ず
応
に
(
補
特
伽
羅
の
生
ず
る
己
因
有
る
べ
し
。

。ω
生
因
が
無
い
な
ら
ば
無
為
法
に
な
る
過

E
常
住
の
実
我
を
説
く
外
道
説
と
同
じ
に
な
る
過

或
い
は
〔
因
無
く
し
て
実
の
体
の
有
れ
ば
と
応
に
是

れ
無
為
[
法
〕
な
る
べ
し
。
〔
無
為
法
な
れ
ば
u
〕
便
ち
外

道
の
見
に
同
ず
べ
し
。

九
左
N

四
六
一
広
一
二

O
四
中
エ

一
そ
し
て
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
が
色
の
よ
う
に
己
〔
有
為
法
で
一

一
あ
る
な
ら
ば
〈
w

己
こ
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
ペ
与
に
は
〔
生
一

一
じ
る
己
因
が
あ
る
と
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
一

一
五
二
下
エ
九
左
N

四
六
一
呂
一
二

O
四
中
広

あ
る
い
は
、
〔
実
物
と
し
て
存
在
す
る
プ
ド
ガ
ラ
に
生

困
が
無
い
な
ら
ば
己
無
為
〔
法
〕
に
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
、

〔
慣
子
部
の
人
た
ち
は
〈
・
[
〕
外
道
の
見
と
い
う
過
失
に

陥
る
。

第一章プドガラ説を破す

若
し
実
物
に
由
り
て
有
れ
ば
、
〔
五
〕
陰
と
別
の
性
な
る

が
故
に
、
応
に
〔
五
〕
陰
と
具
有
り
と
説
く
べ
し
。
警
へ

ば
別
別
の
〔
五
〕
陰
の
如
し
。

〔
我
が
色
の
如
く
は
〕
必
ず
定
ん
で
須
く
、
此
の
我
に
は

〔
生
ず
る
〕
因
あ
り
、
と
説
く
べ
し
。

第一編慣子部のプドガラ説を破す

若
し
因
無
く
ば
、
即
ち
是
れ
無
為
な
る
べ
し
。
則
ち
外

論
師
の
説
に
同
ず
。

第二各論7 



烏
プ
ド
ガ
ラ
が
無
用
に
な
る
過

一
五
二
下
呂

又
た
〔
無
為
法
な
ら
ば
、
善
な
ど
の
生
起
に
対
し
て
己

応
に
用
無
か
る
べ
し
。

〔
以
上
の
こ
れ
ら
四
失
は
〕
〔
皆
な
汝
の
宗
に
違
す
ご

徒
ら
に
実
有
な
り
と
執
す
る
の
み
な
り
。

足
仮
有
の
場
合
・
・
・
・
我
々
も
仮
我
は
認
め
る

一
五
二
下
忌

〔
補
特
伽
羅
の
〕
体
が
若
し
是
れ
仮
〔
有
〕
な
れ
ば
、
一

便

ち

我

が

説

に

同

じ

な

り

。

一

九
左
ω

問
六

一
広

三
O
四
中

5

そ
し
て
〔
プ
ド
ガ
ラ
が
無
為
法
で
あ
る
な
ら
ば
善
な
ど

が
生
じ
る
こ
と
に
対
し
て
己
[
プ
ド
ガ
ラ
は
〕
用
が
無
く

な
る
〔
と
い
う
過
失
に
陥
る
己
。

8 

亦
た
〔
無
為
法
な
れ
ば
〕
別
の
用
無
か
る
べ
し
。

九
左
ω

四
六

一
コ

一二

O
四
中

5

あ
る
い
は
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
が
〕
施
設
と
し
て
(
存
在
す
一
若
し
汝
が
仮
名
有
に
由
る
が
故
に
有
り
、
と
執
す
れ

る
〕
な
ら
ば
、
我
々
も
ま
た
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
説
く
。

一
ば
、
此
の
説
は
最
勝
な
り
。
我
等
も
亦
た
此
く
の
如
く
説

-
ノ¥。

第
二
項

プ
ド
ガ
ラ
の
体
と
施
設
の
依
り
所

第
一
目
慣
子
部
の
宗
義

巳
正
叙
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
は
現
在
の
内
身
の
有
執
受
の
諸
離
に
依
り
て
施
設
さ
れ
る

一
五
二
下
呂
九
左
中
四
六

一
戸∞

我
が
所
立
の
補
特
伽
羅
は
、
仁
の
徴
す
る
所
の
如
き
実

こ

〔

の

プ

ド
ガ
ラ
〕
は
じ
つ
に
実
物
と
し
て
存
在
す
る

有

に

も

仮

有

に

も

非

ず

。

の

で

も

な

い

し

、

施

設

と

し

て

〔

存

在

す

る

の

〕

で

も

な

し
か
ら
ば
い
か
ん
。

現
在
の
内
身
の
有
執
受
の
諸
殖
に
依
拠
し
て
プ
ド
ガ
ラ

は
施
設
さ
れ
る
。

但
だ
内
の
現
在
世
に
摂
ま
る
有
執
受
の
諸
殖
に
依
り
て

補
特
伽
羅
を
立
つ
可
し
。

ω
N
論
主
破

b
問
、
「
依
」

の
意
味
は
何
か

一
五
二
下回∞

九
左
目

四
六

一
E

一二

O
四
中
お

三

O
四
中
広

我
れ
ら
の
立
つ
る
我
は
有
り
て
、
実
有
に
由
ら
ず
し
て

有
り
、
と
説
き
、
亦
た
仮
名
有
に
由
ら
ず
し
て
有
り
と
説

ノ¥。
此
れ
は
何
す
れ
ぞ

〔有
る
や
〕
。

内
の
所
取
の
現
世
の
諸
陰
に
約
し
て
、
執
説
し
て
我
と

為
す
。

第一節壊によっ て破す



E
「
縁
じ
て
」
を
意
味
す
る
即
ち
縁
じ
ら
れ
た
諸
殖
に
プ
ド
ガ
ラ
を
施
設
す
る
場
合
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
が
諸
殖
を
体
と
す
る
の
で
仮
有
に
な
る

一
五
二
下
呂
九
左
。
四
六
一
包
三

O
四
中

E

も
し
こ
〔
の
「
依
拠
し
て
」
〕
の
意
味
が
、
諸
離
を
縁
若
し
〔
約
の
〕
義
が
此
く
の
如
く
、
諸
陰
を
縁
ず
る
こ

じ
て
、
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
〔
の
諸
離
の
〈
w

[

集
ま
り
〕
と
な
り
と
謂
は
ば
、
諸
陰
の
中
に
於
い
て
仮
名
し
て
我
と

そ
の
も
の
に
お
い
て
プ
ド
ガ
ラ
を
施
設
す
る
こ
と
に
な
説
く
こ
と
〔
即
ち
仮
有
な
る
こ
と
〕
、
此
の
義
、
応
に
成
ず

る
。
〔
こ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
プ
ド
ガ
ラ
は
施
設
有
べ
し
。

に
な
る
F
巴

例
え
ば
、
色
な
ど
を
縁
じ
て
、
こ
〔
の
色
な
ど
の
集
ま
り
〕

そ
の
も
の
に
お
い
て
乳
を
施
設
す
る
〔
け
れ
ど
も
、
色
な

ど
を
離
れ
て
乳
の
存
在
し
な
い
〈
・
[
〕
が
ご
と
き
で
あ
る
。

を
意
味
す
る
即
ち
諸
緬
を
因
に
し
て
プ
ド
ガ
ラ
を
施
設
す
る
場
合
・
・
・
諸
殖
を
成
因
に
す
る
の
で
仮
有
に
な
る

一
五
二
下
目
九
左
∞
四
六
一
巳
三

O
四
中
出

ま
た
、
と
〔
の
「
依
拠
し
て
」
〕
の
意
味
が
諸
殖
に
縁
一
復
た
次
に
、
若
し
〔
約
の
〕
義
が
此
く
の
如
く
、
諸
陰

っ
て
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
諸
離
は
プ
ド
ガ
ラ
一
に
因
る
こ
と
な
り
、
と
謂
は
ば
、
故
に
、
我
は
諸
陰
よ
り

を
施
設
す
る
成
因
に
な
る
か
ら
、
〔
諸
繭
そ
の
も
の
に
お
一
成
る
と
言
ふ
是
れ
は
、
我
の
言
の
(
我
を
施
設
す
る
)
因
を

い
て
プ
ド
ガ
ラ
を
施
設
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

F
戸
、
一
説
く
が
故
に
、
此
の
執
も
亦
た
前
と
同
じ
き
失
あ
り
。

前
の
〕
そ
の
同
じ
過
失
に
な
る
。

ωω
慣
子
部
反
論

E
火
依
薪
の
暗
に
よ
る
「
依
」
の
説
明

己
正
叙
・
・
・
火
が
薪
に
依
る
が
ご
と
く
プ
ド
ガ
ラ
は
諸
殖
に
依
る
一
五
二
下
回
九
左
。
四
六
一
N
N

三
O
四
中
目

〈
慣
子
部
反
論
〉
是
く
の
如
く
立
て
ず
。
一
こ
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
〕
は
こ
の
よ
う
に
施
設
さ
れ
る
の
で
一
我
れ
ら
は
我
は
此
く
の
如
き
な
ら
ず
、

一

は

な

い

。

一

是
く
の
如
き
〔
説
〕
は
謬
言
に
し
て
義
に
於
い
て
未
だ

顕
は
れ
ざ
れ
ば
、
我
れ
は
〔
此
れ
を
〕
猶
ほ
了
せ
ず
。

如
何
な
る
を
「
依
」
と
名
守
つ
く
る
や
。

若
し
、
諸
繭
を
撹
る
こ
と
が
是
れ
此
の
「
依
」
の
義
な

り
、
と
い
は
ぱ
、
既
に
諸
離
を
境
り
て
補
特
伽
羅
を
成
ず

れ
ば
、
則
ち
補
特
伽
羅
は
応
に
仮
有
と
成
る
べ
し
。

〔
例
へ
ば
〕
乳
酪
等
は
、
色
等
を
撹
り
て
成
じ

仮
有
な
は
〕
る
が
如
し
。

〔
、
是
れ

定
「
因
り
て
」

若
し
、
諸
離
に
因
る
こ
と
i

が
是
れ
此
の
「
依
」
の
義

な
り
、
と
い
は
ば
、
既
に
諸
離
に
因
り
て
補
特
伽
羅
を
立

つ
れ
ば
、
則
ち
補
特
伽
羅
は
亦
た
〔
前
と
〕
同
じ
き
此
(
仮

有
で
あ
る
こ
と
)
の
失
あ
り
。

一
さ
て
、
意
味
の
不
顕
瞭
な
こ
の
盲
闇
〔
の
よ
う
汗
〈
w

[

〕

一
な
言
葉
は
我
々
に
は
理
解
し
え
な
い
。

一
こ
の
「
依
拠
し
て
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

一
今
、
此
の
別
の
言
は
義
に
於
い
て
復
た
開
顕
せ
ざ
れ

一
ば
、
我
れ
ら
の
解
す
る
所
に
非
ず
。

一
此
の
「
約
」
の
言
は
何
義
を
顕
す
か
。

第一章プドガラ説を破す

警
へ
ば
、
色
等
の
物
を
縁
じ
て
、
仮
名
し
て
乳
と
説
き

〔
是
れ
仮
有
な
る
〕
が
如
し
。

第一編慣子部のプドガラ説を破す第二各論

と
説
く
。

9 



〈
論
主
問
〉
所
立
は
云
何
。

〈
積
子
部
答
〉

此
れ
、
世
間
に
て
薪
に
依
り
て
火
を
立

つ
る
が
知
く
〔
諸
離
に
依
り
て
補
特
伽
羅
を
立
つ
与
。

〈
論
主
問
v

如
何
に
し
て
、
火
を
立
つ
る
は
薪
に
依
る
、

と
説
く
可
き
や
。

。N
火
と
薪
と
の
関
係

一
五
二
下
立

丘
火
は
薪
を
離
れ
て
存
在
し
な
い

謂
は
く
、
薪
を
離
れ
て
火
有
り
と
立
つ
可
き
に
非
ず
。

お
火
は
薪
と
不
一
不
異
な
り

而
も
薪
は
火
と
異
な
る
に
も
非
ず
、

一
な
る
に
も
非
ず
。

九
左
呂

島
不

一
不
異
の
理
由

。
円
異
な
る
場
合

若
し
火
が
薪
と
異
な
ら
ば
、

l
v

。

薪
は
応
に
不
熱
な
る
べ

。N
一
で
あ
る
場
合

若
し
火
が
薪
と

一
な
ら
ば
、
所
焼
が
即
ち
能
焼
な
る
べ

し
。定

プ
ド
ガ
ラ
と
諸
殖
と
の
関
係

一
五
二
下
回

己
プ
ド
ガ
ラ
は
諸
殖
を
離
れ
て
存
在
し
な
い

是
く
の
(
薪
に
依
り
て
火
を
立
つ
る
が
)
如
く
、
離
を
離
一

れ

て

補

特

伽

羅

を

立

て

ず

。

一

。N
プ
ド
ガ
ラ
は
諸
離
と
不

一
不
異
な
り

な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
〔
施
設
〕
さ
れ
る
の
か
。

誓
え
ば
、
薪
に
依
拠
し
て
火
が
〔
施
設
さ
れ
る
〕
よ
う

に
、
〔
諸
殖
に
依
拠
し
て
プ
ド
ガ
ラ
は
施
設
与
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
薪
に
依
拠
し
て
火
が
施

設
さ
れ
る
の
か
。

若
し
爾
ら
ば
、

一五
何
。

薪
に
約
し
て
火
を
執
説
す
る
が
如
く
、
陰
に
約
し
て
火

を
執
説
す
る
こ
と
も
亦
た
爾
な
り
。

云
何
が
薪
に
約
し
て
火
を
執
説
す
る
か
。

10 

四
六
二
-

三
O
四
中
目

若
し
薪
を
離
る
れ
ば
、
火
は
執
説
す
可
か
ら
ず
。

一
火
は
、
薪
と
異
な
り
有
り
と
も
、
薪
と
異
な
り
無
き
と
も

一
立
つ
可
か
ら
ず
。

一
な
ぜ
な
ら
ば
、
も
し
〔
両
者
が
〕
別
も
の
で
あ
る
な
ら
一
若
し
火
が
薪
と
異
な
ら
ば
、

一

ば

、

薪

は

熱

を

帯

び

な

い

で

あ

ろ

う

し

、

一

し

。

じ
つ
に
、
薪
な
く
し
て
火
は
施
設
さ
れ
な
い
。

一
そ
し
て
、
火
が
薪
と
は
、
別
も
の
で
あ
る
と
是
認
す
る
こ

一
と
も
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
別
も
の
で
な
い
と

〔
是
認
す

一
る
こ
と
も
で
き
立
な
い
。

一
ま
た
、
〔
両
者
が
〕
別
も
の
で
な
い
な
ら
ば
、
所
焼
が
そ

一
の
ま
ま
能
焼
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

十
右
N

四
六
二
ω

三

O
四
中
町

薪
は
応
に
不
熱
な
る
べ

一

若
し
火
が
薪
と
不
異
な
ら
ば
、
所
焼
が
応
に
即
ち
是
れ

一
能
焼
な
る
べ
し
。

第一節理によって破す

そ
し
て
〔
薪
に
依
拠
し
て
火
が
施
設
さ
れ
る
の
と
〕
同

一

此

く
の
(
薪
に
約
し
て
火
を
執
説
す
る
が
)
如
く
、
諸
陰

じ
よ
う
に
、
諸
離
な
く
し
て
プ
ド
ガ
ラ
は
施
設
さ
れ
な
一
を
離
れ
て
人
を
執
説
す
可
か
ら
ず
。



然
る
に
、
補
特
伽
羅
は
殖
と
異
な
る
に
も
一
な
る
に
も
一

非

ず

。

一

己
不

一
不
具
の
理
由

丘
異
な
る
場
合

若
し
〔
補
特
伽
羅
は
〕
殖
と
異
な
ら
ば
、
体
が
応
に
是

れ
〔
無
為
法
の
如
く
戸
己
常
な
る
べ
し
。

一
そ
し
て
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
が
〕

諸
殖
と
は
別
も
の
で
あ
る
、

一
と
是
認
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
〔
無
為
法
の
よ
う
な
〈
同

一
己
常
住
に
陥
る
か
ら
で
あ
る
。

忠
一
で
あ
る
場
合
の
過
失

若
し
〔
補
特
伽
羅
は
〕
趨
と

一
な
ら
ば
、
体
が
応
に
〔
諸
一
ま
た
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
が
諸
識
と
は
〕
別
も
の
で
な
い
、

離
の
如
く
〈
・
「
〕
断
と
成
る
ベ
し
。

一
と

〔
是
認
す
る
と
と
も
で
き
ヨ
な
い
。
〔
諸
殖
の
よ
う
に

一〈・「
〕
途
切
れ
る
こ
と
に
陥
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
目
論
主
が
積
子
部
の
宗
義
を
破
す

丘
プ
ド
ガ
ラ
の
体
・
・
・
「
プ
ド
ガ
ラ
は
諸
殖
に
依
り
て
施
設
さ
れ
る
」
の

Z
火
依
薪
の
輸
に
よ
る
慣
子
部
説
を
破
す

c
導
入
・
・
・
論
主
と
慣
子
部
と
の
問
答

一
五
二
下
呂

〈
論
主
責
v

仁
、
今
、
此
こ
に
於
い
て
且
く
応
に
定
ん
で
、

何
者
を
火
と
為
し
、
何
者
を
薪
と
為
す
か
、
を
説
く
べ
し
。

我
れ
を
し
て
、
火
が
薪
に
依
る
義
を
了
知
せ
令
め
よ
。

〈
積
子
部
反
問
〉
何
を
か
応
に
説
く
べ
き
所
な
る
や
。
若

し
説
か
ば
、
応
に
、
所
焼
が
是
れ
薪
に
し
て
、
能
焼
が
是

れ
火
な
り
、
と
言
ふ
べ
し
。

〈
論
主
問
〉

焼
に
し
て
、

此
れ
復
た
応
に
、
何
者
が
所
焼
、
何
者
が
能

薪
と
名
づ
け
火
と
名
づ
く
る
か
、
を
説
く

一
亦
た
、
人
は
諸
陰
と
異
な
る
と
説
く
可
か
ら
ず
。
常
の

一
過
失
有
る
に
由
る
が
故
な
り
。

第一章プ ドガラ説を破す

一
亦
た
、
人
は
諸
陰
と
異
な
ら
ず
と
説
く
可
か
ら
ず
。
断

一
の
過
失
有
る
に
由
る
が
故
な
り
。

第一編晴子部のプ ドガラ説を破す

「
依
り
て
」
(
プ
ド
ガ
ラ
と
諸
殖
と
の
関
係
)
に
つ
い
て

十
右
hp

四
六
二
∞

三

O
四
中
巴

ま
ず
、
汝
は
、
薪
が
何
で
あ
り
火
が
何
で
あ
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
説
き
な
さ
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
我
々
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
薪
に
依
拠
し
て
火
が
施
設
さ
れ
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
何
が
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
の

か
。
〔
あ
え
て
説
く
な
ら
ば
〕
薪
は
所
焼
で
あ
り
、
火
は

能
焼
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
何
が
所
焼
で
あ
り
、
何
が
能
焼

で
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
の
こ
と
そ
の
も
の
が
説
か
れ
る

善
友
よ
、
願
く
は
汝
よ
、
我
が
為
に
、
何
物
を
薪
と
為

し
何
物
を
火
と
為
す
か
、
を
説
け
よ
。
〔
然
る
〕
後
に
、
我

れ
は
当
に
、
薪
に
約
し
て
火
を
執
説
す
る
義
を
知
る
こ
と

を
得
べ
し
。

此
の
中
、
何
を
か
応
に
説
き
べ
き
所
な
る
か
。
〔
若
し
説

か
ば
〕
所
焼
が
是
れ
薪
に
し
て
、
能
焼
が
是
れ
火
な
り
。

若
し
応
に
説
く
べ
き
こ
と
有
れ
ば
、
必
ず
此
く
の
如
く
説

か
ん
。
此
の
中
、
汝
は
須
く
更
に
、
何
物
が
是
れ
所
焼
に
し
て
、

何
物
が
是
れ
能
焼
な
る
か
、
を
決
説
す
べ
し
。

第二 各論11 



ベ
し
。

一
べ
き
で
あ
る
。

己
定
義

一
、
世
間
的
通
念
に
よ
る
薪
・
火
の
定
義
に
基
づ
く
場
合
・
・
・
両
者
の
体
が
異
な
り
且
つ
無
常
に
な
る

E
火
依
薪
の
説
明

己
所
焼

・
能
焼
、
薪
・
火
の
定
義

一
五
三
上
ω

且
く
世
〔
間
〕
に
て
、
諸
々
の
不
炎
織
な
る
所
然
の
物

を
所
焼
と
も
薪
と
も
名
づ
け
、
諸
々
の
、
光
明
を
有
し
極

熱

・
炎
織
な
る
能
然
の
物
を
能
焼
と
も
火
と
も
名
づ
く
、

と
共
了
す
。

此
〔
の
火
〕
は
彼
の
〔
所
然
〕
物
を
能
く
焼
き
然
や
せ
ば

な
り
。

〔
所
以
は
、
火
が
薪
の
〕
相
続
に
つ
い
て
其
〔
の
薪
〕
の

後
後
を
し
て
前
前
に
異
な
ら
令
む
る
が
故
な
り
。

。N火
依
薪
の
説
明
・

・
・
薪
に
縁
っ
て
火
が
生
じ
る

〔
復
た
〕
此
〔
の
火
〕
も
彼
〔
の
薪
〕
も
倶
に
〔
地
水

火
風
・
色
香
味
触
の
〈
・
「
〕
八
事
を
体
と
為
す
と
い
へ
ど

も
、
而
も
〔
前
の

u
〕
薪
に
縁
る
が
故
に
、
〔
後
の
は
〕

火
は
方
に
生
ず
る
こ
と
を
得
。

〔
例
へ
ば
、
八
事
を
体
と
為
す
前
の

u
〕
乳
・
酒
に
縁
り

て
〔
八
事
を
体
と
為
す
後
の
u
〕
酪

・
酢
を
生
ず
る
が
如

し。
故
に
世
(
間
〕
に
て
は
、
薪
に
依
り
て
火
有
り
、
と
共

説
す
。

十
右
吋
四
六
二
吋

二一

O
問
下
品

ま
ず
世
間
に
お
い
て
は
、
未
燃
焼
の
木
片
な
ど
が
薪
と

も
所
焼
と
も
い
わ
れ
、
燃
焼
し
て
い
る
も
の
が
火
と
も
能

焼
と
も
〔
い
わ
れ
る
〕
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
光
り
輝
い
て
熱
く
て
織
盛
で
あ
る
と
こ
ろ

の
、
こ
〔
の
火
〈
u
F
〕
に
よ
っ
て
、
そ
〔
の
薪
〈
、
巴
が

燃
や
さ
れ
、そ
し
て
焼
失
さ
れ
〔
即
ち
灰
状
に
さ
れ
〈
咽
己

る
か
ら
で
あ
る
。

〔
そ
の
理
由
は
、
火
が
薪
の
〕
相
続
に
変
異
を
も
た
ら
す

〔
即
ち
薪
を
〕
〔
灰
状
に
す
る
〈
ト
〕
か
ら
で
あ
る
。

一
五
三
上
∞
十
右
。
四
六
二
ω

三
O
四
下
吋

そ
し
て
、
こ
れ
ら
〔
火
・
薪
の
〕
両
者
は
〔
地
水
火
風

・
色
香
味
触
の
F
「
〕
八
の
実
物
か
ら
成
り
、
そ
し
て
、

こ
の
薪
に
縁
っ
て
〔
後
に
〕
火
が
生
起
す
る
。

例
え
ば
、
〔
八
の
実
物
か
ら
成
る
は
〕
乳
に
縁
っ
て
〔
後
に

八
の
実
物
か
ら
成
る
u
〕
酪
が
〔
生
じ
〕
、
〔
八
の
実
物
か

ら
成
る
u
〕
酒
に
縁
っ
て
〔
後
に
八
の
実
物
か
ら
成
る
u
〕

酢
の
〔
生
じ
る
が
〕
ご
と
き
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
〔
世
間
で
は
「
、
火
は
〕
薪
に
依
拠
し
て
〔
胞

設
さ
れ
る
〕
、
と
い
わ
れ
る
。

12 

世
間
の
中
に
於
い
て
、
可
然
物
を
説
い
て
薪
と
名
づ

け
、
亦
た
所
焼
と
も
名
づ
く
。
若
し
然
ゆ
れ
ば
能
焼
〔
と

名
づ
け
て
光
り
て
最
熱
*
な
れ
ば
説
い
て
火
と
名
づ
く
。

*
「
執
」
異
本
H

「
熱
」
大
正
本

何
を
以
て
の
故
な
る
か
、
と
い
ふ
に
、
此
の
〔
能
然
〕
物

が
彼
〔
の
所
然
物
〕
を
能
く
然
や
し
、
彼
れ
を
能
く
焼
け

ば
な
り
。

〔
所
以
は
〕
彼
の
相
続
を
能
く
変
異
さ
せ
て
、
後
〔
の
彼

の
相
続
〕
が
本
(
前
)
の
如
く
な
ら
ざ
る
に
由
る
が
故
な

M
り
。此

の
{
火
・
薪
の
〕

二
は
各
々
有
り
て
、
〔
地
水
火
風
・

色
香
味
触
の
〈
・
「
〕
八
物
の
所
成
に
し
て
、
薪
に
縁
り
て
火

は
生
ず
る
こ
と
を
得
。

壁
面
へ
ば
、
〔
八
物
の
所
成
の
〕
乳
に
縁
り
て
〔
八
物
の
所

成
の
〕
酪
が
生
じ
、
〔
八
物
の
所
成
の
〕
摩
徐
に
縁
り
て
〔
八

物
の
所
成
の
〕
酢
の
生
ず
る
が
如
し
。

第節理によって破す

是
の
故
に
、
薪
に
約
し
て
火
を
執
*
説
す
、
と
一一一一口ふ。

*
「
執
」
異
本
H

「
熱
」
大
正
本



。ω両
者
の
体
の
同
異
・
・
・
薪
・
火
は
異
時
に
生
じ
る
か
ら
体
が
異
な
る
一
五
三
上
∞
十
左
回
四
五
二

5

若
し
〔
薪
に
縁
り
て
火
の
生
ず
る
〕
此
の
理
に
依
ら
ば
、
一
そ
こ
で
、
〔
こ
の
場
合
山
市
〕
〔
両
者
は
〕
異
時
に
あ
る
か
一

火
は
則
ち
薪
と
異
な
る
。
後
の
火
と
前
の
薪
と
は
時
が
各
一
ら
、
〔
後
の
〕
こ
〔
の
火
〕
は
〔
前
の
〕
そ
〔
の
薪
〕
と
一

別

な

る

が

故

な

り

。

一

は

別

も

の

で

あ

る

。

一

色
こ
の
説
を
プ
ド
ガ
ラ
説
に
適
用
す
る
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
は
体
が
諸
撞
と
異
に
し
て
無
常
に
な
る
一
五
三
上
。

若
し
汝
の
計
す
る
所
の
補
特
伽
羅
は
、
火
が
薪
に
依
そ
し
て
、
も
し
こ
の
〔
火
が
薪
に
縁
っ
て
生
起
す
る
〕

[
り
て
生
ず
〕
る
が
如
く
、
諸
離
に
依
り
〔
て
生
ず
〕
、
よ
う
に
、
プ
ド
ガ
ラ
が
諸
殖
に
縁
っ
て
生
起
す
る
な
ら

と
い
へ
ば
、
則
ち
定
ん
で
応
に
、
〔
補
特
伽
羅
は
汽
諸
〕
ば
、
こ
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
〕
は
、
そ
〔
の
諸
繭
〕
と
は
別
も

繭
に
縁
り
て
生
じ
、
而
も
体
が
諸
離
と
異
な
り
〔
及
び
〕
の
に
な
り
、
そ
し
て
〔
色
殖
な
ど
が
無
常
で
あ
る
か
ら
〈
w

無

常

性

に

成

る

、

と

説

く

べ

し

。

[

〕

無

常

な

も

の

に

な

る

で

あ

ろ

う

。

。N定
義
二
、
火
が
燦
性
、
薪
が
地
・
水
・
風
の
三
大
で
あ
る
と
考
え
る
場
合
・
・
・
倶
時
生
な
る
も
体
が
異
な
る

丘
火
・
薪
の
定
義
一
五
三
上
=
十
左
ω

四
六
二
=
三

O
四
下
回
。

若
し
、
即
ち
〔
薪
・
火
の
相
の
来
集
な
る
〈
u

[

〕
炎
蛾
あ
る
い
は
ま
た
、
木
片
な
ど
の
燃
焼
し
て
い
る
(
す
な

す
る
木
等
に
於
け
る
倭
触
を
火
と
名
づ
け
、
余
〔
の
地
・
わ
ち
、
薪
・
火
の
両
方
の
相
が
来
集
し
て
い
る
〈
w

己

そ

水
・
風
〕
の
事
を
薪
と
名
づ
く
、
と
謂
は
ぱ
、
是
れ
則
ち
、
の
も
の
に
在
る
燦
性
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
こ
〔
の
燦
性
〕

火
と
薪
と
は
倶
時
に
し
て
起
こ
る
も
、
応
に
〔
両
者
は
〕
が
火
で
あ
り
、
こ
〔
の
媛
性
〕
と
倶
生
す
る
〔
地
・
水
・

異
な
る
体
と
成
る
べ
し
。
〔
両
者
は
〕
相
に
異
な
り
有
る
風
の
〕
三
能
造
色
が
薪
で
あ
る
と
認
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

が

故

な

り

。

こ

れ

ら

〔

火

・

薪

の

F
[
〕
両
者
も
ま
た
相
が
別
異
で
あ

る
か
ら
、
別
も
の
で
あ
る
こ
と
が
成
立
す
る
。

巴
「
依
」
の
意
味
の
検
討

e
導

入

一

五

三

上

口

十

左

町

四

六

二

エ

三

O
四
下

Z

応
に
「
依
」
の
義
を
説
く
べ
し
。
(
即
ち
〕
此
〔
の
薪
一
し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
薪
に
依
拠
し
て
そ
の
一

・
火
〕
は
既
に
倶
生
せ
り
、
如
何
に
し
て
、
薪
に
依
り
て
一
火
は
施
設
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
お
け
る
「
依
拠
一

火
を
立
っ
と
言
ふ
可
き
や
勺
を
説
く
べ
し
〕
。
一
し
て
」
の
意
味
が
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
一

二一

O
四
下
。

若
し
爾
ら
ば
(
薪
に
縁
り
て
火
、
が
生
ず
る
な
ら
ば
)
、
則

ち
火
は
薪
と
異
な
る
こ
と
を
知
る
。
同
時
な
ら
ざ
る
に
由

る
が
故
な
り
。

十
左
目
四
六
二
ニ
一
二

O
四
下
呂

若
し
人
が
、
火
の
〔
薪
に
縁
り
て
生
ず
る
が
〕
如
く
、

必
ず
定
ん
で
陰
に
縁
り
て
生
ず
れ
ば
、
〔
人
は
〕
陰
に
異
な

り
て
、
則
ち
無
常
と
成
る
。

第一章プドガラ説を破す第一編慎子部のプドガラ説を破す

復
た
次
に
、
若
し
〔
薪
・
火
の
相
の
衆
集
な
る
F
[
〕
然

ゆ
る
薪
の
中
に
於
け
る
是
れ
熱
摘
を
説
い
て
火
と
名
づ

け
、
所
飴
の
三
大
の
、
此
れ
と
共
生
せ
る
〔
地
・
水
・
風
〕
、

此
れ
を
薪
と
名
づ
く
と
許
さ
ぱ
、
此
の
二
が
互
い
に
差
別

有
る
こ
と
、
明
了
に
知
り
易
し
。
〔
此
の
二
は
〕
相
に
異
な

り
有
る
に
由
る
が
故
な
り
。

薪
に
約
し
て
火
有
り
と
の
義
、
汝
は
今
、
鹿
に
説
く
べ

し
、
一
五
何
に
し
て
薪
に
約
し
て
火
を
執
*
説
す
る
か
、
と
。

*
「
執
」
異
本
H

「
熱
」
大
正
本
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告
依
が
所
依
あ
る
い
は
倶
生
で
あ
る
と
の
説
を
プ
ド
ガ
ラ
に
適
用
す
る

。日叙

若
し
所
説
の
、
火
が
薪
に
依
る
〔
の
「
依
」
〕
の
言
は
、

倶
生
或
い
は
依
止
の
義
を
顕
は
さ
ん
が
為
な
り
、
と
謂
へ

ば
、
是
れ
則
ち
、
応
に
、
補
特
伽
羅
は
殖
と
倶
生
し
或
い

は
殖
に
依
止
す
、
と
許
す
べ

L
O

O
N
プ
ド
ガ
ラ
と
諸
離
と
の
体
の
異
な
る
過
失

〔
然
ら
ぱ
〕
〔
慣
子
部
も
〈
ト
〕
己
に
分
明
に
、
〔
補
特

伽
羅
は
〕
体
が
殖
と
異
な
る
、
と
許
せ
り
。
〔
こ
れ
、
慣

子
部
の
不
一
不
異
の
宗
に
反
す
る
な
り
〕

己
理
由
;
薪
が
生
因
で
あ
る
こ
と
も
不
成
立

〔
所
以
は
、
〕
謂
は
く
、
〔
火
大
の
援
を
相
と
せ
る
戸
「
〕

此
の
火
は
、
〔
三
大
種
の
堅
・
湿
・
動
を
相
と
せ
る
戸
戸
〕

薪
を
用
ゐ
て
因
と
為
す
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。

〔
薪
・
火
は
〕
各
々
、
自
〔
の
過
去
の
同
類
U

〕
因
よ
り

倶
時
に
生
ず
る
が
故
な
り
。

。N
理
由
二
、
薪
、
が
随
設
因
で
あ
る
こ
と
も
不
成
立

亦
た
、
此
の
火
の
名
は
薪
に
因
り
て
立
つ
る
に
非
ざ
れ

ば
な
り
。

火
の
名
を
立
つ
る
こ
と
は
媛
触
に
因
る
を
以
つ
て
の
故
な

M
ツ。〔
そ
れ
故
、
「
依
」
の
義
は
生
因
・
施
設
因
な
る
こ
と
、

成
立
せ
ざ
る
が
故
に
「
依
」
の
余
の
義
を
説
く
べ
し
〕

。ωプ
ド
ガ
ラ
が
無
常
に
な
る
過
失

な
ぜ
な
ら
ば
、
〔
三
大
種
の
堅
・
湿
・
動
を
相
と
す
る

ア
己
こ
〔
の
薪
タ
己
が
、
〔
火
大
の
燦
を
相
と
す
る

戸
〔
〕
そ
〔
の
火
戸
[
〕
の
〔
生
じ
る
〕
因
に
な
る
こ
と

は
〔
道
理
に
合
わ
〈
・
巴
な
い
〔
と
い
う
理
由
で
〕
。

ま
た
、
〔
こ
の
薪
は
〕
そ
〔
の
火
〈
〕
を
施
設
す
る
〔
因
〕

で
も
な
い
〔
と
い
う
理
由
で
〕
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
火
そ
の
も
の
〔
の
燦
性
〕
が
そ
〔
の
火
〕

を
施
設
す
る
因
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

〔
そ
れ
ゆ
え
「
依
拠
し
て
」
の
意
味
が
生
因
・
施
設
因
で

あ
る
こ
と
は
成
立
し
な
い
か
ら
、
「
依
拠
し
て
」
の
別
な

意
味
が
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
〕

一
五
三
上
広

十
左
色、1

四
六
二
目

も
し
「
依
拠
し
て
」
の
意
味
が
所
依
の
意
味
あ
る
い
は

倶
有
の
意
味
で
あ
る
な
ら
ば
、
諸
殖
も
ま
た
同
じ
よ
う
に

プ
ド
ガ
ラ
の
所
依
〔
あ
る
い
は
プ
ド
ガ
ラ
と
〕
倶
生
す
る

も
の
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
明
瞭
に
〔
プ
ド
ガ
ラ
が
殖
と
は
〕
別
も
の

で
あ
る
こ
と
が
〔
慣
子
部
に
よ
っ
て
も
〈
・
己
是
認
さ
れ

る
。
〔
こ
れ
は
不
一
不
異
で
あ
る
と
い
う
慣
子
部
の
宗
と

反
す
る
。
〕

14 

何
を
以
つ
て
の
故
な
る
か
、
と
い
ふ
に
、
〔
三
大
積
の
堅

・
湿
・
動
を
相
と
せ
る
戸
己
此
の
薪
は
、
是
れ
〔
火
大
の

熱
触
を
相
と
せ
る
戸
己
火
の
因
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。

火
を
執
v
T

説
す
る
因
に
非
ず
。

*
「
執
」
異
本
H

「
熱
」
大
正
本

何
を
以
つ
て
の
故
な
る
か
、
と
い
ふ
に
、
但
だ
火
〔
の
熱

触
〕
が
是
れ
火
を
執
*
説
す
る
因
な
れ
ば
な
り
。

亦
た

〔
薪
は
〕

三

O
四
下
呂

若
し
汝
の
説
く
「
約
」
の
言
は
、
是
れ
依
止
の
義
、
或

い
は
共
有
の
義
な
ら
ば
、
若
し
爾
ら
ぱ
、
諸
陰
は
人
に
於

い
て
臆
に
依
止
を
成
ず
ベ
し
、
〔
或
い
は
〕
臆
に
共
生
を

成
ず
べ
し
。

第ー節理によって破す

彼
(
の
補
特
伽
羅
と
諸
殖
と
〕
は
互
い
に
差
別
あ
る
こ

と
、
亦
た
明
了
に
し
て
知
り
易
し
。



E
慣
子
部
の
説
く
「
火
が
薪
と
異
な
る
は
不
可
な
り
」
を
破
す

e
導
入

一
五
三
上
出

十

一
右
同

四
六
二
日∞

一二

O
四
下
呂

然
る
に
、
彼
〔
の
憤
子
部
〕
は
此
〔
の
不
具

u
〕
に
於
一
し
か
し
、
も
し
火
が
薪
と
は
別
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

い
て
自
ら
難
を
設
け
て
言
は
く
、
若
し
火
が
薪
と
異
な
ら
一
薪
は
熱
を
帯
び
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
の
こ
と
を

ば
、
薪
は
応
に
不
熱
な
る
べ
し
、

(5N九
2
0)と
。

一

〔
汝
積
子
部
は
〕
説
い
た
(
怠
日
)
。

彼
れ
は
応
に
、
熱
さ
の
体
と
は
何
を
謂
ふ
か
、
を
定
ん
一
こ
の
〔
な
か
に
説
か
れ
て
い
る
〕
熱
さ
と
称
さ
れ
る
も

で

説

く

べ

し

。

一

の

は

何

か

。

己
熱
が
嬢
で
あ
る
場
合
・
・
・
薪
は
不
熱
の
も
の
に
な
る

一
五
三
上
回
十

一
右
N

四
六
二
呂

一二

O
四
下
包

若
し
彼
れ
が
釈
し
て
、
熱
さ
は
謂
は
く
媛
触
な
り
、
と
一
先
ず
、
も
し
〔
熱
さ
は
火
大
の
〕

媛
で
あ
る
な
ら
ば
、
一

若
し
汝
が
、
熱
性
を
熱
さ
と
名
づ
く
、
と
説
け
ば
、
薪

言
へ
ば
、
則
ち
薪
は
非
熱
な
る
べ
し
。
〔
地
大
な
ど
を
自

一
薪
は
、
〔
火
大
と
は
〕
別
な
〔
地
大
な
ど
の
戸
己
大
種

一
は
熔
に
不
熱
な
る
べ
し
。
火
特
の
性
と
別
な
る
が
故
な
り
。

体
に
す
る
薪
の
〕
体
の
相
は
〔
媛
触
の
相
と
〕
異
な
る
が
一
を
自
性
に
す
る
か
ら
、
熱
そ
の
も
の
を
帯
び
な
く
な
る
。

一
#
「
火
」
を
「
大
」
と
す
る
と
、
「
別
な
大
〔
種
〕
の

故
な
り
。

一

一

性

な

る

が

故

な

り

」

と

な

り

、

党

文

と

一
致
す
る
。

。N熱
が
媛
と
合
す
る
場
合
・
・
・
火
と
異
な
る
薪
も
熱
す
る
も
の
に
な
る

一
五
三
上
包
十
一
右
N

四
六
二
号
三

O
四
下
包

若
し
復
た
釈
し
て
、
熱
さ
は
謂
は
く
媛
と
合
す
る
こ
と
ま
た
、
〔
熱
さ
は
〕
媛
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
復
た
次
に
、
若
し
汝
が
、
若
し
熱
性
を
有
す
る
を
熱
と

な
り
、
と
言
へ
ば
、
則
ち
応
に
〔
火
と
〕
異
な
る
体
も
亦
熱
さ
を
自
性
と
す
る
火
と
は
別
も
の
で
あ
る
こ
〔
の
薪
〕
一
名
づ
く
、
と
説
け
ば
、
此
の
物
は
熱
性
の
火
と
異
な
る
と

た
熱
さ
の
名
を
得
べ
し
。

実
〔
の
道
理
u
〕
を
以
っ
て
せ
で
も
、
媛
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
熱
い
こ
と
が
成
立

一
と
い

へ
ど
も
、
此
れ
は
復
た
熱
と
成
る
。
熱
性
と
相
臆
す

ば
、
火
の
名
は
唯
だ
媛
触
の
み
に
目
く
る
も
、
〔
火
以
外
す
る
。

一
る
が
故
な
り
。

の
〕
余
も
媛
と
合
す
れ
ば
皆
な
熱
さ
の
名
を
得
。
是
れ
則

ち
分
明
に
、
薪
を
熱
さ
と
名
づ
く
、
と
許
す
。

〔
ま
た
〕
理
と
し
て
則
ち
応
に
、
若
し
諸
撞
無
け
れ
ば

補
特
伽
羅
の
体
も
亦
た
有
る
に
非
ず
〔
し
て
無
常
を
成

ず
〕、

と
許
す
べ
し
。
薪
が
有
る
に
非
ざ
れ
ば
、
火
の
体

も
亦
た
無
き
が
如
し
。

エ
結
・
・
・
倶
生
・
依
止
の
義
は
非
理
な
り

而
る
に
、
然
な
る
こ
と
(
補
特
伽
羅
が
諸
績
と
異
な
る

こ
と
及
び
無
常
な
る
こ
と
)
を
〔
積
子
部
は
一許
さ
ざ
る
が

故
に
、
〔
倶
生
あ
る
い
は
依
止
の
義
の
〕
釈
は
理
に
非
ず
。

そ
し
て
、
こ
〔
の
諸
繭
〈
w

[

〕
が
存
し
な
い
時
に
は
、

プ
ド
ガ
ラ
も
存
し
な
い
こ
と
に
〔
な
り
、
プ
ド
ガ
ラ
が
無

常
な
も
の
に
〕
な
る
。
〔
例
え
ば
〕
薪
の
存
し
な
い
時
に

は
火
の
存
し
な
い
が
ご
と
く
で
あ
る
。

復
た
次
に
、
若
し
陰
が
滅
す
れ
ば
、
人
も
慮
に
即
〔
時
〕

に
減
し
〔
無
常
を
成
ず
〕
ベ
し
。
警
へ
ば
、
薪
が
滅
す
れ

ば
、
火
も
即
〔
時
〕
に
滅
す
る
が
如
し
。

第一章プ ドガラ説を破す

是
れ
汝
の
所
説
の
、
若
し
火
が
薪
と
異
な
ら
ば
、
薪
は

臆
に
不
熱
な
る
べ
し
。

此
の
中
、
何
物
を
熱
と
名
づ
く
る
か
。

第一編償子部の プ ドガラ説を破す第二 各論15 



。ω結
・
・
・
火
が
薪
と
異
な
る
も
過
失
は
な
い

薪
と
火
と
は
〔
体
が
〕
異
な
る
と
い
へ
ど
も
而
も
過
は

成
ぜ
ず
。
如
何
ぞ
、
此
〔
の
火
依
薪
輸
〕
の
中
に
、
挙
げ

て
以
っ
て
難
と
為
す
や
。

一
五
三
上
自
十

一
右
町
四
六
二
包

三
O
四
下
M
M

一
そ
れ
ゆ
え
、
〔
薪
と
火
と
が
〕
別
も
の
で
あ
る
こ
と
に

一
つ
い
て
は
過
失
が
無
い
。

16 

一
是
の
故
に
、
〔
薪
と
火
と
が
〕
別
異
な
る
こ
と
に
於
い
て

一
は
過
失
無
し
。

。ω定
義
一ニ
、
燃
焼
中
の
木
の
す
べ
て
が
薪
で
も
あ
り
火
で
も
あ
る
と
考
え
る
場
合
・
・
・
両
者
の
体
が
同

一
に
な
る

E
火
・
薪
の
定
義
お
よ
び
依
の
義
・
・
・
依
の
義
が
不
成
立
一
五
三
上
自
十
一
右
町
四
六
二
巳
三

O
四
下
自

若
し
、
木
等
の
遍
く
炎
織
せ
る
時
を
説
い
て
名
づ
け
て
あ
る
い
は
ま
た
、
燃
焼
し
て
い
る
木
片
等
の
こ
の

一
切

薪
と
も
為
し
亦
た
名
づ
け
て
火
と
も
為
す
、
と
謂
へ
ば
、
が
っ
さ
い
が
薪
で
も
あ
り
火
で
も
あ
る
、
と
認
許
さ
れ
る

〔
既
に
薪
と
火
と
が

一
な
れ
ば

u
与
〕
是
れ
則
ち
応
に
、
な
ら
ば
、
さ
ら
に
、
そ
こ
で
「
依
拠
し
て
」
の
意
味
が
説

依
の
義
と
は
何
を
調
ふ
か
、
を
説
く
べ
し
。
〔
然
れ
ど
も
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
〔
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
依
拠

是
く
の
如
き
「
依
」
の
義
は
考
ふ
る
こ
と
能
は
ず
。
〕
し
て
」
の
意
味
は
考
え
ら
れ
な
い
〕

お
こ
の
説
を
プ
ド
ガ
ラ
説
に
適
用
す
る
・
・
・
諸
緬
そ
の
も
の
が
プ
ド
ガ
ラ
に
な
り
、

〔
木
等
の
炎
蛾
せ
る
時
を
薪
と
も
火
と
も
名
づ
く
る
が

如
し
と
せ
ば
、
繭
が
即
ち
是
れ
補
特
伽
羅
な
れ
ば
〕
補
特

伽
羅
が
色
等
の
殖
と
定
ん
で
応
に
是
れ
一
な
る
べ
き
こ
と

は
、
理
と
し
て
能
く
遮
す
る
こ
と
無
し
。

〔
然
ら
ば
、
依
の
義
は
成
立
せ
ざ
る
な
り
〕

こ
の
よ
う
な
プ
ド
ガ
ラ
は
否
定
さ
れ
な
い

一
五
三
上

自

十

一
右
吋
四
六
二
M
M

三
O
四
下
立

そ
し
て
、

〔こ
の
定
義
の
ご
と
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
〕
諸
〔
木
等
の
炎
織
せ
る
時
を
薪
と
も
火
と
も
名
づ
く
る
が

趨
そ
の
も
の
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
の
で
、
〔
こ
の
両
者
が
〕
如
く
〕
若
し
是
れ
陰
が
即
ち
是
れ
人
な
れ
ば
、
此
〔
の
陰

別
も
の
で
な
い
こ
と
は
遮
ら
れ
な
い
こ
と
に
陥
る
。
と
人
と
〕
が
異
な
ら
ざ
る
義
は
、
即
ち
遮
す
可
か
ら
ざ
る

こ
と
に
至
る
。

〔
然
ら
ば
、

〔
と
す
る
と
、
依
拠
す
る
こ
と
は
成
立
し
な
い
〕

復
た
次
に
、
若
し
汝
が
、
正
し
く
然
え
る
物
を
説
い
て

薪
と
も
名
づ
け
亦
た
説
い
て
火
と
も
名
づ
く
、
と
言
は

ば
、
是
の
故
に
、
約
の
義
を
、
汝
は
今
、
謄
に
説
く
べ
し
。

〔然
れ
ど
も
是
く
の
如
き
「
依
」
の
義
は
考
ふ
る
こ
と
能

は
ず
〕

依
の
義
は
成
立
せ
ざ
る
な
り
〕

エ
結
・
・
・
薪
に
依
っ
て
火
を
施
設
す
る
よ
う
に
、
諸
績
に
依
っ
て
実
有
の
プ
ド
ガ
ラ
を
施
設
す
る
こ
と
は
不
成
立

一
五
三
上
沼
十

一
右
斗
四
六
二
Nω

一ニ

O
四
下
目

故
に
彼
の
言
ふ
所
の
、
薪
に
依
り
て
火
を
立
つ
る
が
如
一
そ
れ
ゆ
え
、
薪
に
依
拠
し
て
火
が
施
設
さ
れ
る
よ
う
一
是
の
故
に
、
此
の
警
は
不
成
な
り
。
前
に
、
薪
に
約
し

く
是
く
の
如
く
績
に
依
り
て
補
特
伽
羅
を
立
つ
る
こ
と
、
一
に
、
同
様
に
諸
殖
に
依
拠
し
て
プ
ド
ガ
ラ
が
〔
施
設
さ
れ
一
て
火
を
執
説
す
、
と
云
ふ
が
如
く
、
陰
に
約
し
て
人
を
執

進
退
推
微
す
る
も
、
理
と
し
て
成
立
せ
ざ
る
な
り
。
一
る
吋
〕
と
い
う
、
こ
の
こ
と
は
成
立
し
な
い
。

一
説
す
る
こ
と
も
亦
た
爾
(
不
成
)
な
り
。

巴
プ
ド
ガ
ラ
が
諸
殖
と
不

一
不
異
で
あ
る
場
合
に
は
、
プ
ド
ガ
ラ
は
不
可
説
法
蔵
で
な
く
な
る

一
五
三
中
N

十

一
布
。
四
六
二
回

〈
党
文
に
よ
れ
ば
v
o
m
プ
ド
ガ
ラ
が
諸
殖
と
異
な
る
と
説
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
プ
ド
ガ
ラ
は
不
可
説
法
蔵
で
な
く
な
る

三
O
四
下
以

第一節理によって破す



忠
プ
ド
ガ
ラ
の
名
称
、
「
プ
ド
ガ
ラ
は
諸
殖
に
依
り
て
施
設
さ
れ
る
」
と
説
く
「
施
設
」

b
問
一
五
三
中
町
十
一
左
日
四
六
一
二
日
三

O
四
下
出

又
た
彼
れ
が
補
特
伽
羅
を
施
設
す
る
こ
と
は
、
応
に
、

何
を
所
託
と
為
る
か
、
を
更
に
確
陳
す
べ
し
。

又
た
彼
れ
が
、
若
し
、
補
特
伽
羅
は
殖
と
一
な
り
と
も

異
な
り
と
も
倶
に
説
く
可
か
ら
ず
、
と
計
せ
ば
、
則
ち
彼

れ
の
許
す
所
の
「
三
世
・
無
為
と
及
び
不
可
説
と
の
五
種

の
爾
焔
あ
り
」
と
い
ふ
こ
と
も
亦
た
、
応
に
説
く
可
か
ら

ざ
る
べ
し
。

補
特
伽
羅
は
〔
過
去
等
か
ら
数
へ
て
〕
第
五
〔
の
爾
焔
〕

な
り
と
も
及
び
非
第
五
〔
の
爾
焔
〕
な
り
と
も
説
く
可
か

ら
ざ
る
を
以
つ
て
の
故
な
り
。

ま
た
も
し
、
こ
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
〕
は
諸
離
と
は
別
も
の

で
あ
る
と
説
く
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
「
所
知
は
五

種
す
な
わ
ち
過
去
・
未
来
・
現
在
・
無
為
・
不
可
説
で
あ

る
」
と
説
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
〔
プ
ド
ガ
ラ
は
諸
越
と
は
別
も
の
で
あ
る

と
説
く
と
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
〕
こ
〔
の
不
可
説
の

所
知
〕
は
過
去
〔
法
の
所
知
〕
な
ど
か
ら
〔
数
え
て
〕
第

五
番
目
〔
の
所
知
〕
で
も
な
い
し
、
ま
た
第
五
番
目
に
非

ざ
る
〔
所
知
〕
で
も
な
い
、
と
説
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。

乃
斤

t

A
V

一E1
4
2
-
ロ

ま
た
、
プ
ド
ガ
ラ
が
施
設
さ
れ
る
場
合
、
ま
ず
諸
離
を

了
得
し
て
〔
そ
れ
に
プ
ド
ガ
ラ
が
〕
施
設
さ
れ
る
の
か
、

あ
る
い
は
プ
ド
ガ
ラ
〔
を
了
得
し
て
そ
れ
〕
に
〔
プ
ド
ガ

ラ
が
施
設
〕
さ
れ
る
の
か
。

E
殖
に
託
す
る
場
合
・
・
・
仮
我
・
積
来
我
に
な
る
一
五
三
中
。
十
一
左
ω

四
六
一
二
ω

三
O
五
上
山

若
し
殖
に
託
〔
し
て
補
特
伽
羅
を
施
設
〕
す
と
言
は
ば
、
ま
ず
、
も
し
諸
繭
を
〔
了
得
し
て
そ
れ
に
プ
ド
ガ
ラ
を

〔
補
特
伽
羅
の
〕
仮
の
義
が
巳
に
成
ず
。
〔
離
に
託
し
て
〕
施
設
〕
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
〔
諸
組
〕
そ
の
も
の
に
お

施
設
せ
る
補
特
伽
羅
は
〔
実
有
の
〕
補
特
伽
羅
に
託
せ
ざ
い
て
プ
ド
ガ
ラ
を
施
設
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら

る

を

以

つ

て

の

故

な

り

。

ば

、

〔

実

有

の

〕

プ

ド

ガ

ラ

を

了

得

し

な

い

か

ら

で

あ

る

。

足
プ
ド
ガ
ラ
に
託
す
る
場
合
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
が
諸
離
に
依
る
と
説
く
こ
と
に
矛
盾
す
る

3i 

rtl 
αコ

左
c..コ

復
た
次
に
、
若
し
人
は
陰
と
異
な
る
と
説
く
可
か
ら
ざ

れ
ば
、
「
所
知
に
五
種
有
り
、
謂
は
く
過
去
・
未
来
・
現
在

・
無
為
・
不
可
言
あ
り
」
と
い
ふ
此
の
こ
と
は
、
応
に
説

く
可
か
ら
ざ
る
べ
し
。

何
を
以
つ
て
の
故
な
る
か
、
と
い
ふ
に
、
此
の
所
知
は
、

過
去
等
に
於
い
て
(
過
去
等
か
ら
数
へ
て
)
第
五
(
の
所
知

と
為
す
と
も
〕
及
び
非
第
五
〔
の
所
知
〕
と
為
す
と
も
説

く
可
か
ら
ざ
る
が
故
な
り
。

第一章プドガラ説を破す第一編憤子部のプドガラ説を破す

是
の
時
、
汝
等
が
人
を
執
説
す
る
と
き
、
諸
陰
を
観
じ

て
〔
そ
れ
に
〕
人
を
執
説
す
と
為
す
か
、
人
を
観
じ
て
〔
こ

れ
に
〕
人
を
執
説
す
と
為
す
か
。

若
し
諸
陰
を
観
じ
て
〔
そ
れ
に
〕
人
の
名
を
執
説
す
と

せ
ば
、
但
だ
〔
諸
〕
陰
の
中
に
約
し
て
人
の
名
を
執
説
す
。

〔
実
有
の
〕
人
を
〔
了
〕
得
す
可
か
ら
ざ
る
に
由
る
が
故

な
り
。

第二各論

四
六
三
品

三
O
五
上
ω
1

17 



σω
離
が
有
れ
ば
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
の
で
、
殖
に
依
っ
て
施
設
す
る
、
と
説
く
場
合
・
・
・
こ
の
よ
う
に
説
く
こ
と
は
不
可
能
一
五
三
中
呂
十
一
左
町
四
六
二
一
印
三

O
五
上
串

若
し
、
組
有
れ
ば
此
〔
の
補
特
伽
羅
〕
は
則
ち
〔
了
〕
ま
た
、
諸
繭
が
存
在
す
れ
ば
プ
ド
ガ
ラ
が
了
得
さ
れ
若
し
汝
は
、
諸
陰
が
若
し
有
れ
ば
人
を
則
ち
知
る
可

知
す
可
き
が
故
に
、
我
れ
は
上
に
、
此
〔
の
補
特
伽
羅
〕
る
、
そ
れ
ゆ
え
諸
殖
に
依
拠
し
て
こ
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
〕
を
し
、
是
の
故
に
陰
に
約
し
て
人
有
り
と
執
説
す
と
言
ふ
、

は
殖
に
依
り
て
立
っ
と
言
へ
り
、
と
謂
は
ば
、
是
れ
則
ち
施
設
す
る
と
言
わ
れ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
エ
一
一
口
は
ば
、
若
し
爾
ら
ば
、
眼
根
・
思
惟
・
光
明
等
が
若

諸
色
は
、
眼
等
の
縁
有
り
て
方
に
了
知
す
可
き
が
故
に
、
と
同
様
な
こ
と
が
、
色
に
つ
い
て
も
ま
た
眼
・
作
意
・
光
し
有
れ
ば
、
是
の
時
、
此
の
色
は
方
に
知
る
可
し
。
亦
た

応
に
〔
諸
色
は
〕
眼
〔
根
〕
等
に
依
り
〔
て
立
つ
〕
と
言
明
が
存
在
す
れ
ば
、
〔
そ
の
色
を
〕
了
得
す
る
か
ら
、
こ
謄
に
、
眼
根
等
に
約
し
て
色
を
執
説
す
と
い
ふ
是
れ
、
此

ふ

べ

し

。

れ

ら

〔

の

眼

な

ど

〈

〕
に
依
拠
し
て
〔
色
を
〈
〕
施
設
す
の
義
あ
る
べ
し
。

る
、
と
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

〔
し
か
し
実
際
は
、
眼
な
ど
に
依
拠
し
て
色
が
施
設
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。
同
様
に
、
プ
ド
ガ
ラ
も
諸
離
に
依
拠
し

て
施
設
さ
れ
る
と
説
く
こ
と
は
で
き
な
い
。〕

若
し
此
〔
の
補
特
伽
羅
〕
の
施
設
は
補
特
伽
羅
に
託
す

と
言
は
ば
、
如
何
ぞ
上
に
「
諸
殖
に
依
り
て
〔
補
特
伽
羅

を
〕
立
つ
」
と
言
ふ
や
。
〔
補
特
伽
羅
に
託
せ
ば
〕
理
と

し
て
則
ち
〔
上
に
〕
但
だ
応
に
、
補
特
伽
羅
に
依
り
て
〔
立

つ
〕
、
と
説
く
べ
し
。

〔
汝
は
u
〕
既
に
然
る
(
補
特
伽
羅
が
補
特
伽
羅
に
依
り

て
立
つ
)
こ
と
を
許
さ
ざ
る
が
故
に
、
唯
だ
離
の
み
に
託

し
て
〔
立
つ
〕
。

〔
然
る
に
色
等
の
五
境
は
、
眼
根
等
に
由
り
て
了
知
す
と

い
へ
ど
も
、
眼
根
等
に
依
り
て
立
つ
と
説
く
可
か
ら
ず
。

是
く
の
如
く
補
特
伽
羅
も
、
諸
殖
に
依
り
て
了
知
す
と
い

へ
ど
も
、
応
に
諸
殖
に
依
り
て
立
っ
と
説
く
べ
か
ら
ず
o

u

取
意
〕

ま
た
、
プ
ド
ガ
ラ
を

〔
了
得
し
て
そ
れ
に
プ
ド
ガ
ラ
を

施
設
〕
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
「
こ
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
〕

を
諸
離
に
依
拠
し
て
施
設
す
る
」
〔
と
前
に
説
い
た
〕
の

か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
し
て
そ
れ
に
プ

ド
ガ
ラ
を
施
設
す
る
な
ら
ば
〕
プ
ド
ガ
ラ
そ
の
も
の
が
こ

〔
の
施
設
〕
の
依
因
で
あ
る
こ
と
に
な
る
〔
の
で
、
諸
識

に
依
拠
し
て
プ
ド
ガ
ラ
を
施
設
す
る
と
説
く
こ
と
に
反
す

る
〕
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
色
〔
が
眼
な
ど
と
別
も
の
で
あ
る
も
の
で
あ

る
〕
よ
う
に
、
プ
ド
ガ
ラ
も
〔
諸
捕
と
は
〕
別
も
の
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

宥
し
人
を
観
じ
て
〔
そ
の
人
に
〕
人
を
執
説
す
と
せ
ば
、

一
五
何
が
〔
前
に
〕
「
陰
に
約
し
て
人
を
執
説
す
」
と
言
ふ
や
。

何
を
以
つ
て
の
故
な
る
か
、
と
い
ふ
に
、
此
〔
の
人
〕
の

執
説
〔
の
因
〕
は
、
但
だ
人
そ
の
も
の
の
是
の
所
縁
の
境

な
る
が
故
な
り
。

18 第一節理によって破す



第
三
項
認
識
対
象
と
し
て
の
プ
ド
ガ
ラ
の
点
か
ら
破
す

第
一
目
慎
子
部
の
宗
義

己
論
主
問

一
五
三
中

巴

十

一
左
叶
四
六
一ニ
∞

三
O
五
上吋

又
た
且
ら
く
応
に
、
補
特
伽
羅
は
是
れ
六
識
中
の
何
識

一

ま
ず
、
六
識
の
な
か
の
何
〔
識
市
〕
に
よ
っ
て
プ
ド
ガ

の
所
識
な
る
か
、
を
説
く
べ
し
。

一
ラ
が
識
知
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
の
こ
と
が
説
か
れ
る

一
べ
き
で
あ
る
。

品
積
子
部
答
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
は
六
識
に
識
知
さ
れ
る
一
五
三
中

Z

十
一
左
吋
四
六
一
二
C

一一
一O
玉
上
∞

六

識

の

所

識

な

り

。

一

六

(

識

の

い

ず

れ

〕

に

よ

っ

て

も

〔

識

知

三

さ

れ

る

、

一
と
説
か
れ
る
。

乙
論
主
問
・
・
・
そ
の
理
由
を
問
う

一
五
三
中
広
十
一
左
∞
四
六
一ニ∞

三
O
五
上
。

所
以
は
何
ん
。

一
ど
の
よ
う
に
し
て
〔
識
知
さ
れ
る
の
〕
か
。

一

此

の
義
、

云
何
。

主
積
子
部
答
・

・・
六
識
に
識
知
さ
れ
る
諸
色
な
ど
に
縁
っ
て
プ
ド
ガ
ラ
の
存
在
を
知
る

一
五
三
中

広

十

一
左
∞
四
六
一二C

三
O
五
上
C

若
し
、
一
時
、
眼
識
が
色
を
識
る
〔
時
〕
に
於
い
て
、
も
し
、
眼
〔
識
〕
に
識
知
さ
れ
る
諸
色
に
縁
っ
て
〔
識
若
し
眼
の
所
知
の
色
に
縁
り
て
人
を
分
別
し
て
観
ぜ

葱
(
こ
こ
)
に
因
り
て
〔
識
が
〕
補
特
伽
羅
有
る
こ
と
を
知
が
〕
プ
ド
ガ
ラ
を
認
知
す
る
な
ら
ば
、
プ
ド
ガ
ラ
は
眼
ば
、
躍
に
、
此
の
人
は
、
是
れ
眼
の
所
知
に
し
て
、
即
ち

ら
ば
、
此
〔
の
補
特
伽
羅
〕
を
説
い
て
名
づ
け
て
眼
識
の
〔
識
〕
に
識
知
さ
れ
る
、
と
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
色
な
り
と
も
即
ち
色
に
非
ず
と
も
説
く
可
か
ら
ず
。

所
識
と
為
す
も
、
而
も
〔
補
特
伽
羅
は
〕
色
と

一
な
り
と
か
し
、
[
プ
ド
ガ
ラ
は
、
色
を
特
相
と
し
な
い
の
で
F
己

も
異
な
る
と
も
説
く
可
か
ら
ず
。

諸
色
で
あ
る
と
説
か
れ
る
べ
き
で
も
な
い
し
、
〔
プ
ド
ガ

ラ
は
、
不
可
説
で
あ
る
の
で
〈
[
〕
〔
諸
色
で
ヨ
な
い
と

も
〔
説
か
れ
る
べ
き
で
な
い

3
。

同
様
に
乃
至
、
も
し
意
〔
識
〕
に
識
知
さ
れ
る
諸
法
に
縁

っ
て
〔
識
が
〕
プ
ド
ガ
ラ
を
認
知
す
る
な
ら
ば
、
プ
ド
ガ

ラ
は
意
〔
識
〕
に
識
知
さ
れ
る
と
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
は
法
を
特
相
と
し
な
い
の
で
〕
諸

法
で
あ
る
と
説
か
れ
る
べ
き
で
も
な
い
し
、
{
プ
ド
ガ
ラ

は
、
不
可
説
で
あ
る
の
で
〈
w
F
〕
〔
諸
法
で
ヰ
〕
な
い
と
も

〔
説
か
れ
る
べ
き
で
な
い
ヨ
。

乃
至
、
〔
若
し
〕

一
時
、
意
識
が
法
を
識
る
〔
時
〕
に
お

い
て
、
葱
に
因
り
て
〔
識
が
〕
補
特
伽
羅
有
る
こ
と
を
知

ら
ば
、
此
〔
の
補
特
伽
羅
〕
を
説
い
て
名
づ
け
て
意
識
の

所
識
と
為
す
も
、
而
も
〔
補
特
伽
羅
は
〕
法
と

一
な
り
と

も
異
な
り
と
も
説
く
可
か
ら
ず
。

一

汝
、
臆
に
、
人
は
六
識
の
中
に
於
い
て
是
れ
何
識
の
所

一
知
な
る
か
、
と
説
く
べ
し
。

第一章プドガラ説を破す

彼
れ
は
、
六
識
に
由
り
て
知
ら
る
、

と
説
く
。

第一編憤子部のプドガラ説を破す

乃
至
、
若
し
意
の
所
知
の
法
に
縁
り
て
人
を
分
別
し
て
観

ぜ
ば
、
臆
に
、
此
の
人
は
、
是
れ
意
の
所
知
に
し
て
、
即

ち
法
な
り
と
も
即
ち
法
に
非
ず
と
も
説
く
可
か
ら
ず
。

第二 各論19 



20 

第

二

目

論

主

・

・

・

眼

識

な

ど

に

識

知

さ

れ

る

色

な

ど

に

縁

っ

て

認

識

主

体

と

し

て

の

プ

ド

ガ

ラ

を

了

得

す

る

こ

と

に

つ

い

て

巳
比
量
に
よ
る
プ
ド
ガ
ラ
の
実
有
証
明
の
過
失

E
標
例
・・・
プ
ド
ガ
ラ
は
乳
の
如
く
仮
有
な
り

一
五
三
中

呂

十

二
右
-

四
六
三
巴

三
O
五
上
巳

若
し
爾
ら
ば
、
所
計
の
補
特
伽
羅
は
、
応
に
乳
等
に
同
一
こ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
は
〕
乳
な
ど
一
若
し
爾
ら
ば
、
此
の
人
は
麿
に
乳
等
と
同
な
る
こ
と
(
仮

じ

く

唯

だ

仮

の

施

設

な

る

べ

し

。

一

と

同

じ

〔

で

あ

る

仮

有

〕

に

な

る

。

一

有

)

を

成

ず

ベ

し

。

定
例
喰
・
・
・
眼
識
が
色
を
識
知
す
る
時
、
乳
を
了
得
す
る

己
乳
な
ど
は
色
な
ど
の
四
境
と
一
に
も
異
に
も
非
ず

謂
は
く
、
眼
識
が
諸
色
を
識
る
が
如
き
時
、
此
れ
に
因

り
て
、
若
し
〔
識
が
〕
乳
等
有
る
こ
と
を
能
く
知
れ
ば
、

便
ち
乳
等
は
眼
識
の
所
識
な
り
と
説
く
も
、
而
も
〔
乳
等

は
〕
色
と
一
な
り
と
も
異
な
り
と
も
説
く
可
ら
ず
。

乃
至
、
身
識
が
諸
触
を
識
る
時
、
此
れ
に
因
り
て
、
若
し

(
識
が
〕
乳
等
有
る
こ
と
を
能
く
知
れ
ば
、
便
ち
乳
等
は

身
識
の
所
識
な
り
と
説
く
も
、
而
も
〔
乳
等
は
〕
触
と
一

な
り
と
も
異
な
り
と
も
説
く
可
ら
ず
。

一
五
三
中
呂
十
一
右
ω

四
六
三
巴
三

O
五
上
ロ

も
し
眼
〔
識
〕
に
識
知
さ
れ
る
諸
色
に
縁
っ
て
〔
識
が
〕

乳
あ
る
い
は
水
を
認
知
す
る
な
ら
ば
、
乳
や
水
は
眼
〔
識
〕

に
識
知
さ
れ
る
と
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
〔
乳
や
水

は
〕
諸
色
で
あ
る
と
説
か
れ
る
べ
き
で
も
な
い
し
、
〔
諸

色
で
山
市
〕
な
い
と
も
〔
説
か
れ
る
べ
き
で
な
い
当
。

同
様
に
、
〔
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
に
識
知
さ
れ
る
諸
々
の

香
・
味
・
所
触
に
縁
っ
て
識
が
乳
あ
る
い
は
水
を
認
知
す

る
な
ら
ば
、
乳
や
水
は
〕
鼻
〔
識
〕
・
舌
〔
識
〕
・
身
識
に

識
知
さ
れ
る
と
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
〔
乳
や
水
は

香

・
味
・
〕
所
触
で
あ
る
と
説
か
れ
る
べ
き
で
も
な
い

し
、
〔
香
・
味
〕
〔
所
触
市
〕
で
な
い
と
も
〔
説
か
れ
る
べ

き
で
な
い
咋
〕
。

若
し
眼
の
所
知
の
色
に
縁
り
て
〔
識
が
〕
乳
を
分
別
し

て
観
じ
或
い
は
水
等
を
〔
分
別
し
て
〕
観
ぜ
ば
、
麿
に
乳

・
水
は
是
れ
眼
の
所
知
な
り
と
説
く
べ
き
な
る
も
、
〔
乳

・

水
は
〕
即
ち
色
な
り
と
も
即
ち
色
に
非
ず
と
も
説
く
可
か

ら
ず
。

此
く
の
如
く
、
謄
に
鼻

・
舌
・
身
の
所
知
も
亦
た
爾
な
る

べ
し
、
乃
至
、
〔
乳
・
水
は
〕
即
ち
慣
な
り
と
も
即
ち
燭
に

非
ず
と
も
説
く
可
か
ら
ず
。

。N
乳
と
色
な
ど
の
四
境
と
が

一
・
異
で
な
い
理
由
を
示
す

一
五
三
中

日

十

一
右
目
四
六
三
広

一二

O
五
上
忌

乳
等
が
四
〔
境
の
一
々
〕
に
成
る
こ
と
或
い
は
四
〔
境
〕
一
乳
・
水
の
両
者
が
〔
色
・
香
・
味
・
所
触
の
〕
凶
〔
実
一

の
所
成
に
非
、
さ
る
こ
と
、
勿
れ
。
一
物
の
一
々
〕
で
あ
る
過
失
に
陥
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

一

一
て
は
な
ら
な
い
〔
か
ら
で
あ
る
3
。

一

乳
・
水
等
が
四
物
の
所
成
に
非
、
さ
る
こ
と
勿
れ
。
〔
四
物

の
所
成
に
非
ざ
る
〕
此
の
こ
と
は
、
許
す
所
の
義
に
非
ず
。

第一節理によって破す



ケ

ω
結
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
は
諸
殖
の
総
衆
に
依
っ
て
施
設
す
る

此
れ
に
由
り
て
、
応
に
、
総
じ
て
諸
殖
に
依
り
て
補
特

伽
羅
有
り
と
仮
施
設
す
る
こ
と
を
成
ず
べ
し
。
〔
そ
は
〕

猶
し
、
世
間
に
て
、
総
じ
て
色
等
に
依
り
て
乳
等
を
施
設

す
る
が
如
し
。

{
故
に
、
補
特
伽
羅
は
〕

是
れ
仮
に
し
て
実
に
非
ず
。

一
五
三
中
包
囲
六
三

5

十
二
右
。
三

O
五
上

5

そ
れ
ゆ
え
、
例
え
ば
諸
色
な
ど
の
総
衆
そ
の
も
の
が
乳

あ
る
い
は
水
で
あ
る
と
施
設
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
様
に
諸

組
〔
の
総
衆
そ
の
も
の

F
「
〕
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
〔
と

施
設
さ
れ
る
〈
"
戸
〕
と
い
う
こ
と
が
成
立
す
る
。

民
六
識
に
識
知
さ
れ
る
諸
色
と
識
知
す
る
能
了
の
識
と
い
う
点
か
ら
破
す

b
問

一
五
三
中
目
十
二
右
吋
四
六
三
口

三
O
玉
上
昆

又
た
彼
〔
の
慣
子
部
〕
の

説

く

所

の

、

ま

た

、

若
し
、

一
時
、
眼
識
が
色
を
識
る
〔
時
〕
に
於
い
眼
〔
識
〕
に
識
知
さ
れ
る
諸
色
に
縁
っ
て
〔
識
が
〕

て
、
蕊
に
因
り
て
〔
識
が
〕
補
特
伽
羅
有
る
こ
と
を
プ
ド
ガ
ラ
を
認
知
す
る
。

知
ら
ば
。

と
い
ふ
此
の
言
は
何
の
義
な
る
か
。

〔
此
れ
は
〕
諸
色
が
是
れ
補
特
伽
羅
を
了
ず
る
因
な
り
、

と
説
く
と
為
ん
か
、
色
を
了
ず
る
時
に
補
特
伽
羅
も
亦
た

了
ず
可
し
、
〔
と
説
く
〕
と
為
ん
か
。

と
説
か
れ
る
、
こ
の
所
説
の
意
味
は
何
か
。

〔
そ
れ
は
〕
ま
ず
、
諸
色
が
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
因
で

あ
る
、
と
い
う
の
か
、
あ
る
い
は
、
諸
色
を
了
得
す
る
と

き
に
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
、
と
い
う
の
か
。

E
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
因
が
諸
色
で
あ
る
場
合
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
が
色
と
異
な
る
過
一
五
三
中
お
十
二
右
。

若
し
、
諸
色
は
是
れ
此
〔
の
補
特
伽
羅
〕
を
了
ず
る
因
も
し
諸
色
が
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
因
で
あ
る
〔
こ
と

な
る
も
、
然
れ
ど
も
、
此
〔
の
補
特
伽
羅
〕
は
色
と
異
な
が
認
許
さ
れ
戸
己
、
そ
し
て
、
彼
(
の
プ
ド
ガ
ラ
戸
己

り
と
言
ふ
可
か
ら
ず
、
と
説
け
ば
、
是
れ
則
ち
、
諸
色
は
、
は
こ
れ
ら
〔
諸
色
F
[
〕
と
は
別
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ

眼
と
及
び
明
・
作
意
等
と
の
縁
を
以
っ
て
了
ぜ
ら
る
る
因
る
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
、
か
く
の
如
き
で
あ
る
な
ら
ば
、

と
為
す
が
故
に
、
応
に
色
は
眼
等
と
異
な
り
と
説
く
可
か
色
も
ま
た
光
明
・
眼
・
作
意
と
は
別
も
の
で
あ
る
と
説
か

ら
ざ
る
べ
し
。

れ
る
べ
き
で
な
い
。
〔
な
ぜ
な
ら
ば
〕
そ
れ
ら
〔
光
明
な

ど
F
己
は
こ
〔
の
色
戸
「
〕
を
了
得
す
る
因
で
あ
る
か
ら

で
あ
る

是
の
故
に
、
色
等
の
〔
実
〕
物
を
具
す
る
{
総
衆
〕
を

偲
説
し
て
乳
及
び
水
等
と
名
。
つ
く
る
が
如
く
、
此
く
の
如

く
、
亦
た
臆
に
諸
陰
を
具
す
る
〔
総
衆
〕
を
偲
説
し
て
人

と
名
づ
く
べ
し
。
此
の
義
、
臆
に
成
ず
ベ
し
。

第一章 プ ドガラ説を破す

是
れ
汝
の
所
説
の
、

眼
の
所
知
の
色
に
縁
り
て
人
を
分
別
し
て
観
ず
。

と
い
ふ
此
の
言
に
は
何
の
義
有
る
か
。

色
が
是
れ
人
を
観
察
す
る
智
の
因
と
属
ん
か
、
正
し
く
色

を
誼
知
し
即
〔
時
〕
に
人
を
誰
知
す
と
矯
ん
か
。

第一編積子部のプ ドガラ説を破す

四
六
三

5

三
O
五
上
包

若
し
色
が
是
れ
人
〔
を
観
察
す
る
〕
の
智
の
因
に
し
て
、

亦
た
人
は
彼
れ
に
於
い
て
異
な
り
と
説
く
可
か
ら
ず
ば
、

若
し
爾
ら
ぱ
、
色
は
光
明
・
眼
根
・
覚
観
等
と
亦
た
臆
に

異
な
り
と
説
く
可
か
ら
ず
。
彼
〔
の
光
明
等
〕
は
是
れ
色

〔
を
観
察
す
る
〕
の
智
の
因
な
る
が
故
な
り
。
。
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芯
諸
色
を
了
得
す
る
時
に
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
場
合
の
能
了
の
識

c
間
・
・
・
同
一
の
識
か
異
な
る
識
か
一
五
三
下
N

十
二
左
戸
四
六
三
巴
三

O
五
上
N
N

若
し
、
色
を
了
ず
る
時
に
此
〔
の
補
特
伽
羅
〕
も
亦
た
ま
た
、
諸
色
を
了
得
し
て
い
る
と
き
に
プ
ド
ガ
ラ
を
了

了
ず
可
し
、
と
い
は
ば
、
色
〔
を
了
ず
る
〕
能
了
〔
の
識
得
す
る
〔
と
い
う
〕
な
ら
ば
、
〔
諸
色
を
了
得
す
る
〕
そ

u
〕
が
即
ち
此
〔
の
補
特
伽
羅

u
〕
を
了
ず
と
為
ん
か
。
の
同
じ
能
了
得
に
よ
っ
て
〔
プ
ド
ガ
ラ
を
〕
了
得
す
る
の

〔
或
い
は
〕
此
の
中
に
於
い
て
別
に
〔
補
特
伽
羅
を
了
ず
か
、
あ
る
い
は
別
〔
な
能
了
得
〕
に
よ
{
っ
て
プ
ド
ガ
ラ

る
〕
能
了
〔
の
識

u
}

有
り
と
為
ん
か
。

を
了
得
す
〕
る
の
か
。

己
色
を
了
得
す
る
能
了
と
同
一
の
能
了
が
プ
ド
ガ
ラ
を
了
ず
る
場
合

E
プ
ド
ガ
ラ
の
体
が
色
と
同
一
に
な
る
過
失

一
五
三
下
ω

十
二
左
ω

四
六
三
N
N

三
O
五
上
巳

若
し
、
色
(
を
了
ず
る
一
能
了
が
即
ち
此
〔
の
補
特
伽
羅

一

も
し
〔
色
を
了
得
す
る
〕
同
じ
そ
〔
の
能
了
得
〕
に
よ

y
Z
を
能
く
了
ず
、
と
い
へ
ば
、
則
ち
応
に
、
此

(の
補
一
〔
っ
て
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
〕
る
な
ら
ば
、
プ
ド
ガ
ラ
は

特
伽
羅
y
Z
は
体
が
即
ち
是
れ
色
な
り
、
と
許
す
べ
し
。
一
色
と
は
無
異
な
自
性
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

お
プ
ド
ガ
ラ
を
色
に
即
し
て
施
設
す
る
過
失

一
五
三
下
品
十
二
左
ω

四
六
三
N
N

三
O
五
上
回

或
い
は
、
唯
だ
色
の
み
に
於
い
て
此
〔
の
補
特
伽
羅
一
あ
る
い
は
、
色
そ
の
も
の
に
そ
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
〈
w

己

y
Z
を
仮
立
す
〔
と
許
す
)
べ

し
。

一
を
施
設
す
る
〔
こ
と
に
な
る
戸
己
。

民
プ
ド
ガ
ラ
と
色
と
の
分
別
の
無
い
過
失
一
五
三
下
印
十
二
左
品
四
六
三
区
三

O
五
上
自

或
い
は
、
応
に
是
く
の
如
く
、
是
く
の
如
き
類
は
是
れ
そ
し
て
、
〔
両
者
の
能
了
得
が
同
一
で
あ
る
な
ら
ば
戸

色
な
り
是
く
の
知
き
類
は
是
れ
此
れ
〔
補
特
伽
羅
u
〕
な
己
、
こ
れ
は
色
で
あ
り
そ
れ
は
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
、
と
い

り
、
と
分
別
す
る
こ
と
有
る
べ
か
ら
ず
。

う
こ
の
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
区
別
さ
れ
る
の
か
。

若
し
是
く
の
如
き
〔
色
・
補
特
伽
羅
u
〕
二
種
の
分
別

無
く
ん
ば
、
如
何
に
し
て
、
色
有
り
補
特
伽
羅
有
り
、
と

立
つ
る
や
。〔
法
の
〕
有
性
は
必
ず
〔
そ
の
法
の
〕
分
別

〔
有
る
こ
と
〕
に
由
り
て
立
つ
る
が
故
な
り
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
区
別
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
色

も
存
在
し
プ
ド
ガ
ラ
も
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
の
こ
と

が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
是
認
さ
れ
る
の
か
〔
否
さ
れ
な

い〕
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
〔
法
を
〕
了
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

そ
〔
の
法
〕
の
存
在
す
る
こ
と
が
是
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

か
ら
で
あ
る
。
〔
諸
色
と
〕
問
機
に
、
な
い
し
諸
法
に
至

る
ま
で
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

22 

若
し
色
を
正
し
く
誰
知
す
る
と
き
、
即
ち
人
を
謹
知

す
、
と
い
へ
ば
、
即
ち
〔
色
を
〕
誼
〔
知
〕
す
る
智
に
由

り
て
人
を
誰
知
す
と
矯
ん
か
、
別
の
智
〔
に
よ
り
て
証
知

す
〕
と
矯
ん
か
。

一

若
し
即
ち
色
を
讃
〔
知
〕
す
る
智
に
由
り
て
人
を
謹
知

一
す、

と
せ
ば
、
人
は
色
と
謄
に
異
性
を
成
、
ず
べ
か
ら
ず
。

或
い
は
、
色
に
於
い
て
但
だ
人
を
偲
説
す
べ
し
。

若
し
爾
ら
ざ
れ
ば
、
若
し

一
智
に
謹
知
せ
ら
る
る
こ
と

に
由
ら
ば
、
此
れ
は
人
に
し
て
色
に
非
ず
、
此
れ
は
色
に

し
て
人
に
非
ず
、
と
い
ふ
此
の
二
は
、
云
何
に
し
て
分
別

す
可
け
ん
や
。

若
し
此
く
の
如
く
〔
色

・
我
を
u
〕
分
別
す
る
こ
と
能
は

ざ
れ
ば
、
一
五
何
に
し
て
強
い
て
此
の
言
を
立
つ
る
や
。
謂

は
く
、
色
は
是
れ
有
り
、
人
も
亦
た
是
れ
有
り
、
と
。
何

を
以
つ
て
の
故
な
る
か
、
と
い
ふ
に
、
詮
知
す
る
こ
と
に

随
っ
て
、
彼
れ
有
り
、
と
説
く
可
き
に
由
り
て
な
り
。
色

の
如
く
、
乃
至
、
法
に
於
い
て
も
亦
た
躍
に
此
く
の
知
く

説
く
べ
し
。

第一節理によって破す



。N
色
を
了
得
す
る
能
了
と
は
異
な
る
能
了
が
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
場
合
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
が
色
と
は
異
な
る
過
失

若
し
此
の
中
に
於
い
て
、
〔
色
を
了
ず
る
能
了
と
は
〕
ま
た
〔
色
を
了
得
す
る
識
と
は
〕
別
〔
な
識
〕
に
よ
〔
つ

別
に
〔
補
特
伽
羅
を
了
ず
る
〕
能
了
有
ら
ぱ
、
〔
両
者
を
〕
て
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
〕
る
な
ら
ば
、
〔
色
を
了
得
す
る

了
ず
る
時
は
別
な
る
が
故
に
、
此
〔
の
補
特
伽
羅
〕
は
応
時
と
は
〕
異
な
る
時
に
〔
プ
ド
ガ
ラ
を
〕
了
得
す
る
か
ら
、

に

色

と

異

な

る

べ

し

。

〔

プ

ド

ガ

ラ

は

〕

色

と

は

別

も

の

で

あ

る

こ

と

に

な

る

。

〔
青
の
了
じ
ら
れ
る
時
と
は
別
な
時
に
了
じ
ら
れ
る
〕
あ
た
か
も
〔
青
の
了
得
さ
れ
る
利
那
と
異
な
る
剃
那
に

黄
は
青
と
異
な
り
、
〔
亦
た
、
同
じ
色
な
り
と
い
へ
ど
も
)
了
得
さ
れ
る
〕
黄
は
青
と
は
〔
別
も
の
で
あ
る
〈
〕
が
ご

前
〔
剃
那
に
了
じ
ら
れ
る
色
〕
は
後
〔
剃
那
に
了
じ
ら
れ
と
く
、
そ
し
て
〔
同
じ
相
の
色
で
あ
っ
て
も
〕
別
な
〔
後
〕

る

色

〕

と

異

な

る

等

の

如

し

。

剃

那

〔

に

了

得

さ

れ

る

色

〕

は

、

〔

前

〕

剃

那

〔

に

了

得

さ
れ
る
色
〕
と
は
〔
別
も
の
で
あ
る
が
〈
〕
ご
と
き
で
あ

る
。

。ω
色
を
了
得
す
る
能
了
と
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
能
了
と
の
一
・
異
が
不
可
説
で
あ
る
場
合

・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
の
み
が
不
可
説
な
り
と
の
宗
に
反
す
る
過
一
五
三
下
呂
十
二
左
∞
四
六
回
ω

若
し
彼
れ
は
救
し
て
、
此
〔
の
補
特
伽
羅

u
〕
は
色
と
、
ま
た
、
色
と
プ
ド
ガ
ラ
と
〔
が
別
も
の
で
あ
る
と
も
別

是
れ

一
な
り
と
も
是
れ
異
な
り
と
も
、
定
ん
で
説
く
可
か
も
の
で
な
い
と
も
説
く
こ
と
が
で
き
な
い
〈
・
己
よ
う
に
、

ら
ざ
る
が
知
く
、
〔
色
・
補
特
伽
羅
を
了
ず
る
〕

二
種
の
〔
こ
れ
ら
の
市
色
と
プ
ド
ガ
ラ
と
を
了
得
す
る
〕
両
能
了

能
了
〔
の
識
〕
は
相
望
す
る
に
亦
た
然
な
り
〔
即
ち

一
な
得
〔
の
識
〕
も
ま
た
別
も
の
で
あ
る
と
も
別
も
の
で
な
い

り
と
も
異
な
り
と
も
説
く
べ
か
ら
ず
で
と
言
は
ぱ
、
〔
補
と
も
説
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
で

特
伽
羅
を
了
ず
る
〕
能
了
〔
の
識
〕
は
、
応
に
是
れ
有
為
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
〔
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
こ
と

〔
法
〕
の
摂
な
る
べ
か
ら
ず
〔
し
て
、
不
可
説
法
蔵
な
り
を
特
相
と
す
る
能
了
得
な
る
〈
・
「
〕
有
為
法
も
ま
た
不
可

u
〕
。
若
し
爾
な
り
(
補
特
伽
羅
を
了
ず
る
能
了
が
不
可
説
説
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
の
み
が
不

法
蔵
な
り
)
と
許
せ
ば
、
使
ち
〔
補
特
伽
羅
の
み
が
不
可
可
説
で
あ
る
と
い
う
〈
w

戸
汝
の
〕
宗
義
が
壊
さ
れ
る
。

説
法
蔵
な
り
と
説
く
汝
の
〕
自
宗
を
壊
す
。

乃
至
、
法
に
於
い
て
徴
難
す
る
こ
と
も
亦
た
然
な
り
。

同
様
に
し
て
、
な
い
し
〔
プ
ド
ガ
ラ
は
〕
諸
法
と
は
〔
別

も
の
で
あ
る
〕
、
と
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

一
五
三
下
∞
十
二
左
。
四
六
四
∞
一
二

O
五
上
沼

若
し
別
々
の
智
に
由
り
て
此
の
〔
人
・
色
の
〕
二
を
分

別
せ
ば
、
〔
二
は
〕
別
な
時
の
所
得
な
る
が
故
に
、
人
は
謄

に
色
と
異
な
る
こ
と
を
成
ず
ペ
し
。

警
へ
ば
、
〔
青
等
の
分
別
さ
れ
る
時
と
は
別
な
時
に
分
別

さ
れ
る
〕
黄
色
が
青
等
に
異
な
る
が
如
し
。
又
た
〔
同
じ

色
な
り
と
い
へ
ど
も
〕
前
〔
刺
那
に
分
別
さ
れ
る
色
〕
と

後
剃
那
〔
に
分
別
さ
れ
る
色
と
は
異
な
る
〕
が
如
し
。

第一章プ ドガラ説を破す

乃
至
、
し
。

法
に
於
い
て
も
亦
た
臆
に
此
く
の
如
く
説
く
べ

一二

O
五
中
日

若
し
汝
は
、
色
と
及
び
人
と
の

一
・
異
が
不
可
説
な
る

が
如
し
と
言
は
ぱ
、
能
証
知
の
此
の

二
智
の

一
・
異
も
亦

た
不
可
説
な
り
。
是
の
故
に
、
此
の
智
も
亦
た
不
可
説
〔
法

蔵
〕
に
し
て
是
れ
有
馬
な
れ
ば
、
則
ち
〔
汝
の
〕
自
の
悉

檀
を
破
す
。

第一編慣子部のプ ドガラ説を破す第ぷ 各論2会



第
二
節

経
に
よ
っ
て
破
す

プ
ド
ガ
ラ
を
不
可
説
法
蔵
と
す
る
説
を
破
す

・
「
色
は
無
我
な
り
」
と
経
(
第

一
経
)
に
説
く
の
で
、
プ
ド
ガ
ラ
が
可
説
に
な
る

又
た
、
若
し
、
実
に
補
特
伽
羅
有
り
て
市
も
〔
そ
は
〕
ま
た
、
も
し
、
こ
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
〕
は
、
存
在
す
る

色
な
り
と
も
非
色
な
り
と
も
説
く
可
か
ら
ず
、
と
い
は
け
れ
ど
も
、
諸
色
で
あ
る
と
か
〔
諸
色
で
〕
な
い
と
か

ば
、
世
尊
は
、
何
が
故
に
是
く
の
如
く
、
説
く
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
し
か
ら
ば
、
世
尊
が

色
、
乃
至
、
識
に
は
皆
な
我
有
る
こ
と
無
し
。
色
は
非
我
で
あ
る
。
な
い
し
識
は
非
我
で
あ
る
。

と
言
ふ
こ
と
を
作
し
た
ま
ふ
や
。
。

と
説
か
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

〔
「
我
有
る
こ
と
無
し
」
と
説
き
た
ま
へ
る
が
故
に
、
補
〔
経
に
「
非
我
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
我
に
つ
い
て

特
伽
羅
な
る
「
我
」
は
可
説
に
し
て
、
不
可
説
に
非
ず
〕
説
か
れ
る
の
で
、
我
は
可
説
で
あ
り
、
不
可
説
で
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
プ
ド
ガ
ラ
な
る
我
が
不
可
説
で
あ

る
と
説
く
こ
と
は
経
に
反
す
る
。
〕

第
一
項

第
二
項

再
び
、

プ
ド
ガ
ラ
が
六
識
に
識
知
さ
れ
る
こ
と
を
破
す

識
の
所
縁
縁
の
点
か
ら
、

24 

一
五
三
下

足

十

二
左
呂
四
六
四
品

三
O
五
中
間

若
し
、
人
は
是
れ
有
る
も
但
だ
即
ち
色
な
り
と
も
即

ち
色
な
る
に
非
ず
と
も
説
く
可
か
ら
ず
、
と
説
け
ば
、

一
五
何
が
悌
世
尊
は
、

色
は
無
我
な
り
、

と
説
き
た
ま
ふ
や
。

乃
至
、

識
も
亦
た
無
我
な
り
。

第

一
自

己
所
縁
縁
に
な
る
も
の

b
問
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
眼
識
は
何
に
縁
っ
て
生
起
す
る
か

一
五
三
下

広

十

三
右
同
四
六
四
吋

一ニ

O
五
中
吋

又
た
彼
れ
は
、
補
特
伽
羅
は
眼
識
の
所
得
な
り
、
と
そ
し
て
、
或
る
眼
識
に
よ
っ
て
こ
の
プ
ド
ガ
ラ
が
了
是
れ
汝
の
所
説
の
、
眼
識
は
人
を
能
く
讃
見
す
、
と

既
に
許
す
。
是
く
の
如
き
眼
識
は
、
色
と
此
〔
の
補
特
得
さ
れ
る
場
合
、
そ
〔
の
眼
識
〕
は
諸
色
に
縁
っ
て
生
い
ふ
に
お
い
て
、
此
の
識
は
色
に
縁
り
て
生
ず
と
僑
ん

伽
羅
〕
と
〔
色
・
補
特
伽
羅
の
〕
倶
と
に
於
け
る
、
何
起
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
プ
ド
ガ
ラ
{
に
縁
っ
て
生
起
か
、
人
に
縁
り
て
生
ず
と
鶏
ん
か
、
〔
色
・
人
の
〕

二
に

に

縁

り

て

起

こ

る

と

為

ん

や

。

す

る

の

か

〕

、

あ

る

い

は

〔

色

・

プ

ド

ガ

ラ

の

〕

両

者

に

縁

り

て

生

ず

と

矯

ん

か

。

縁
っ
て
生
起
す
る
の
か
。

若
し
爾
ら
ぱ
、
何
が
有
る
か
。

眼
識
が
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
場
合
の
失
を
挙
げ
る



E
色
に
縁
る
場
合
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
は
眼
識
の
所
縁
に
な
ら
な
い
の
で
了
得
さ
れ
な
い
一
五
三
下
広
十
三
右
N

四
六
四
∞
一
二

O
五
中
∞

若
し
〔
補
特
伽
羅
を
了
ず
る
眼
識
が
〕
色
に
縁
り
て
も
し
〔
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
眼
識
が
〕
諸
色
に
縁
若
し
〔
人
を
証
見
す
る
眼
識
が
〕
色
に
縁
り
て
生
ず
、

起
こ
る
と
せ
ば
、
則
ち
応
に
、
眼
識
が
能
く
補
特
伽
羅

っ
て
生
起
す
る
な
ら
ば
、
〔
眼
識
が
〕

声
な
ど
〔
を
識
知
と
せ
ば
、
則
ち
〔
色
に
縁
っ
て
生
ぜ
る
眼
識
が
〕
人
を

を
了
ず
、
と
説
く
べ
か
ら
ず
。
此
〔
の
補
特
伽
羅
〕
が
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
〕
よ
う
に
、
〔
色
に
縁
っ
て
生
起
縁
じ
て
生
ず
る
こ
と
能
は
ず
。
警
へ
ば
、
聾
等
〔
が
眼

眼
識
の
〔
所
縁
〕
縁
に
非
、
さ
る
こ
と
、
声
処
等
〔
が
眼
し
て
い
る
眼
識
が
〕
プ
ド
ガ
ラ
を
識
知
す
る
こ
と
は
で
識
の
所
縁
縁
に
非
ざ
る
〕
が
如
し
。

識
の
所
縁
縁
に
非
ざ
る
〕
が
如
き
な
る
が
故
な
り
。
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

謂
は
く
、
若
し
有
る
識
が
此
の
境
に
縁
り
て
起
こ
れ
ば
、
な
ぜ
な
ら
ば
、
諸
眼
識
に
お
い
て
は
、
或
る
境
の
み
に

即
ち
〔
其
の
識
は
〕
此
の
境
の
み
を
用
ゐ
て
所
縁
縁
と
縁
っ
て
識
が
生
起
し
、
そ
の
同
じ
〔
境
〕
だ
け
が
こ
〔
の

為

す

。

識

〕

の

所

縁

縁

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

〔
故
に
〕
補
特
伽
羅
は
眼
識
の
〔
所
縁
〕
縁
に
非
ざ
れ

ば
、
如
何
ぞ
、
〔
補
特
伽
羅
が
〕
眼
識
の
所
縁
〔
縁
〕
と

為
る
、
と
説
く
可
け
ん
や
。

〔
故
に
〕
此
〔
の
補
特
伽
羅
〕

に
非
ず
。

は
定
ん
で
眼
識
の
所
了

定
プ
ド
ガ
ラ
ま
た
は
両
者
に
縁
る
場
合

己
「
識
は
眼
・
色
な
ど
の
こ
に
縁
っ
て
生
ず
」
と
説
く
経
(
第
二
経
)
に
反
す
る

・・・
プ
ド
ガ
ラ
に
縁
れ
ば
色
縁
を
欠
き
、
両
者
に
縁
れ
ば
三
縁
に
な
る

一
五
三
下

包

十

三
右⑦

若
し
〔
補
特
伽
羅
を
了
ず
る
〕
眼
識
の
起
こ
る
こ
と
あ
る
い
は
ま
た
、
(
プ
ド
ガ
ラ
を
了
得
す
る
眼
識
が
〕

が
此
〔
の
補
特
伽
羅
〕
或
い
は
〔
色

・
補
特
伽
羅
の
〈
u

プ
ド
ガ
ラ
あ
る
い
は
〔
色
・
プ
ド
ガ
ラ
の
〈
ト
]
両
者
に

己
倶
に
縁
る
と
せ
ば
、
便
ち
経
説
に
違
す
。
縁
っ
て
生
起
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
契
経
に
反
す
る
。

契

経

の

中

に

、

な

ぜ

な

ら

ば

、

契

経

に

、

識
の
起
こ
る
こ
と
は

に
由
る
。

と
定
ん
で
判
ず
る
を
以
つ
て
の
故
な
り
。

〔
眼
・
色
な
ど
の
〕

二
縁

識
は
〔
眼
・
色
な
ど
の
〕
二
に
縁
っ
て
生
起
す
る
。

と
い
う
こ
と
が
確
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第一編憤子部のプドガラ説を破す

何
を
以
つ
て
の
故
な
る
か
、
と
い
ふ
に
、
若
し
此
の

塵
に
縁
り
て
此
の
識
が
生
ず
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
唯
、
だ

此
の
塵
の
み
が
是
れ
〔
同
じ
〕
此
の
識
の
縁
縁
な
れ
ば

な
り
。

第一章 プドガラ説を破す

四
六
四
∞

三
。
五
中
呂

若
し
人
と
及
び
〔
色
・
人
の
〕
ご
と
に
縁
り
て
此
〔
の

識
が
生
ず
〕
と
執
せ
ば
、
経
と
相
麿
せ
ざ
る
が
故
に
、

則
ち
悌
経
に
違
す
る
所
と
震
る
。

何
を
以
つ
て
の
故
な
る
か
、
と
い
ふ
に、

に
此
の
義
を
、

唯
だ
二
法
の
み
に
依
縁
し
て

こ
と
を
得
。

と
決
判
す
れ
ば
な
り
。

第二各論

経
の
中
に
巳

諸
識
は
生
ず
る

25 



n
M

「
限
が
困
、
色
が
縁
に
な
っ
て
識
は
生
ず
」

又
た
契
経
に
、

芯
調
よ
、
当
に
、

能
く
眼
識
を
生
、
ず
、

と
説
く
経
(
第
三
経
)
に
反
す
る
・
・
・
識
は
プ
ド
ガ
ラ
に
縁
っ
て
生
じ
な
い

一
五
三

F
N
H
十
三
右
斗
四
六
四
=

一二

O
五
中
ロ

同

様

に

、

復

た

別

の

経

有

り

て

、

亦

た

此

の

執

に

違

す

。

一

維

に

、

比

丘

よ

、

眼

識

の

生

起

す

る

た

め

に

は

比

丘

よ

、

眼

は

是

れ

因

、

色

は

是

れ

縁

に

な

り

眼

が

悶

で

あ

り

、

諸

色

が

縁

で

あ

る

。

て

、

能

く

眼

識

を

生

ず

。

そ
れ
は
い
か
な
る
理
由
で
か
。

何
を
以
つ
て
の
故
な
る
か
。

比
丘
よ
、
眼
識
な
る
も
の
は
何
で
あ
れ
、
こ
れ
一
切
の
所
有
の
眼
識
は
、
唯
だ
眼
に
因
り
色
に

は
す
べ
て
眼
と
諸
色
と
に
縁
〔
っ
て
生
起
す
〕
る
縁
り
て
生
ず
れ
ば
な
り
。

〔か
ら
で
あ
る
〕
。

と
〔
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
〕
。

眼
が
因
、
色
が
縁
に
な
り
て

と
知
る
べ
し
。

諸
々
の
所
有
の
眼
識
は
皆
な
眼
と
色
と
に
縁
〔
り

て
生
ず
〕
る
が
故
な
り
。

と
説
け
れ
ば
な
り
。

5
プ
ド
ガ
ラ
が
所
縁
縁
に
な
る
場
合
、

「
識
を
生
じ
る
因
・
縁
は
無
常
な
り
」

又
た
、
若
し
爾
ら
ば
(
補
特
伽
羅
が
所
縁
縁
に
な
る
な

ら
ば
)
、
補
特
伽
羅
は
応
に
是
れ
無
常
な
る
べ
し
。
契
経

に
説
け
る
が
故
な
り
。
謂
は
く
、
契
経
に
、

諸
因
・
諸
縁
と
な
り
て
能
く
識
を
生
ず
る
者

は
、
皆
な
無
常
性
な
り
。

と
説
け
り
。

の
経
(
第
四
経
)
に
反
す
る

・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
に
非
ず

一
五
三
下

包

十

三
右
∞
四
六
四

Z

三

O
五
中

5

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
〔
に
プ
ド
ガ
ラ
が
所
縁
縁
に
な
若
し
汝
の
所
執
の
如
き
な
れ
ば
、
此
の
人
は
謄
に
無

る
〕
な
ら
ば
、
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
常
を
成
ず
ベ
し
。
何
を
以
つ
て
の
故
な
る
か
、
と
い
ふ

な

ぜ

な

ら

ば

、

に

、

識
の
生
起
す
る
た
め
に
諸
因
と
な
る
も
の
や
諸

縁
と
な
る
も
の
、
こ
れ
ら
も
ま
た
無
常
で
あ
る
。

と
契
経
に
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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と
一五
へ
ば
な
り
。

是
れ
困
、
是
れ
縁
と
な
り
て
能
く
眼
識
を
生
ず

る
彼
れ
は
、
皆
な
無
常
な
り
。

と
此
の
経
に
言
へ
る
に
由
る
が
故
な
り
。

ω
N
転
計
、
所
縁
縁
に
な
ら
な
い
場
合
、
識
に
識
知
さ
れ
な
い

一
五
三
下

回

十

三
右

5

四
六
四
区

一二

O
五
中

5

若
し
彼
れ
は
遂
に
、
補
特
伽
羅
は
識
の
所
縁
に
非
ず
、
ま
た
、
プ
ド
ガ
ラ
が
こ
〔
の
識
〕
の
所
縁
で
な
い
な

と
謂
は
ば
、
応
に
〔
補
特
伽
羅
は
〕
所
識
に
非
ざ
る
べ
ら
ば
、
し
か
ら
ば
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
は
〕
こ
〔
の
識
〕
に
よ

し
。

っ
て
識
知
さ
れ
な
い
(
こ
と
に
な
る
さ
。

若
し
所
識
に
非
ざ
れ
ば
、
応
に
所
知
に
非
ざ
る
べ
し
。

若
し
〔
補
特
伽
羅
が
〕
所
知
に
非
ざ
れ
ば
、
如
何
ぞ
〔
補

特
伽
羅
〕
有
り
と
立
つ
る
や
。

若
し
〔
補
特
伽
羅
〕
有
り
と
立
て
ざ
れ
ば
、

を
壊
す
。

便
ち
自
宗

若
し
汝
が
、
人
は
眼
識
の
境
に
非
ず
と
執
す
れ
ば
、

人
は
則
ち
眼
識
の
所
知
に
非
ざ
る
べ
し
。

第二節経によって破す



第
二
目
プ
ド
ガ
ラ
が
六
識
の
す
べ
て
に
識
知
さ
れ
る
場
合
の
失

己
違
宗
、
プ
ド
ガ
ラ
は
色
な
ど
と
不
一
不
異
な
り
と
の
宗
に
反
す
る
一
五
三
下
見
十
三
左
N

四
六
四
呂
一
二

O
五
中
口

又
た
若
し
〔
補
特
伽
羅
が
〕
六
識
〔
一
切
〕
の
所
識
ま
た
、
も
し
プ
ド
ガ
ラ
が
六
識
〔
の
す
べ
て
〕
に
識
復
た
次
に
、
若
し
汝
の
立
つ
る
義
は
、
人
が
是
れ
六

と
為
る
と
許
せ
ば
、
〔
補
特
伽
羅
は
と
眼
識
の
〔
所
〕
知
さ
れ
る
と
是
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
識
の
所
知
な
り
、
と
せ
ば
、
此
の
人
は
耳
識
の
所
知
な

識
な
る
が
故
に
、
応
に
声
等
に
異
な
る
べ
し
。
ご
は
、
耳
識
に
識
知
さ
れ
る
か
ら
、
色
と
は
別
、
も
の
で
る
に
由
る
が
故
に
、
臆
に
色
と
異
な
る
べ
し
。

あ
る
こ
と
に
な
る
。

〔
喰
え
ば
、
耳
識
に
識
知
さ
れ
る
〕
声
〔
が
色
と
は
別

も
の
で
あ
る
〕
が
ご
と
し
。

〔
ま
た
、
プ
ド
ガ
ラ
は
〕
眼
識
に
識
知
さ
れ
る
か
ら
、

声
と
は
別
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

〔
喰
え
ば
、
眼
識
に
識
知
さ
れ
る
〕
色
〔
が
声
と
は
別

も
の
で
あ
る
〕
が
ご
と
し
。

同
様
に
し
て
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
が
〕
他
〔
香
な
ど
〕
と
は

〔
別
も
の
で
あ
る
こ
と
〕
に
つ
い
て
も
、
準
知
さ
れ
る
。

猶
し
〔
眼
識
の
所
識
な
る
〕
色
〔
が
声
と
異
な
る
〕
が

如
し
。〔
又
た
、
補
特
伽
羅
は
こ
耳
識
の
〔
所
〕
識
な
る
が

故
に
、
応
に
色
等
に
異
な
る
べ
し
。

警
へ
ば
〔
耳
識
の
所
識
な
る
〕
声
〔
が
色
と
異
な
る
〕

が
如
し
。
〔
補
特
伽
羅
が
〕
余
識
の
所
識
と
な
る
に
つ
き
て
も

難
を
為
す
こ
と
、
此
れ
に
准
ず
べ
し
。

ω
N
違
経
Z
根
は
各
々
自
境
を
取
る
と
説
く
経
(
第
五
経
)
に
反
す
る

又
た
此
〔
の
補
特
伽
羅
〕
を
六
識
の
所
識
と
為
す
と

立
つ
れ
ば
、
便
ち
経
説
に
違
す
。
契
経
に
言
ふ
が
如
し
。

党
志
よ
、
当
に
知
る
べ
し
。
五
根
は
、
行
処
・

境
界
が
各
々
別
に
し
て
、
各
々
、
唯
だ
自
の
所
行

処
と
及
び
自
の
境
界
と
の
み
を
受
用
す
。
異
根
も

亦
た
異
根
の
行
処
及
び
異
〔
恨
〕
の
境
界
を
能
く

受
用
す
る
こ
と
有
る
に
非
ず
。
五
根
と
は
調
は
く
、

眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
〔
の
根
〕
な
り
。

意
〔
根
市
)
は
兼
ね
て
五
根
の
行
処
及
び
彼
〔
の
五

根
〕
の
境
界
を
受
用
す
。
彼
〔
の
五
根

F
F
〕
は

一
五
四
上
目
十
三
左
品
四
六
回
口
三

O
五
中
包

そ
し
て
、
〔
六
識
す
べ
て
の
所
知
に
な
れ
ば
、
つ
ぎ
の
〕

こ
の
経
の
こ
と
ば
が
害
な
わ
れ
る
。

バ
ラ
モ
ン
よ
、
こ
れ
ら
五
根
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
所
行
処
を
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
境
を
有

し
、
お
の
お
の
自
の
所
行
処
・
境
を
領
受
す
る
が
、

或
る
〔
根
〕
が
他
〔
根
〕
の
所
行
処
・
境
を
領
受

す
る
こ
と
は
な
い
。
〔
そ
の
五
市
根
と
は
〕
す
な
わ

ち
眼
根
・
耳
根
・
鼻
根
・
舌
根
・
身
根
で
あ
る
。

意
〔
根
市
〕
は
こ
れ
ら
五
根
の
所
行
処
・
境
を
領
受

し
、
そ
し
て
、
意
〔
根
市
〕
は
こ
れ
ら
〔
五
根
〈
・

第一章プドガラ説を破す

警
へ
ば
〔
耳
識
の
所
知
な
る
〕
聾
〔
が
色
と
異
な
る
〕

が
如
し
。
〔
又
た
人
は
、
〕
眼
識
の
所
知
な
る
に
由
る
が
故
に
、

鹿
に
替
と
は
異
な
る
こ
と
を
成
ず
べ
し
。

響
へ
ば
〔
眼
識
の
所
知
な
る
〕
色
〔
が
声
と
は
異
な
る
〕

が
知
し
。

齢
の
塵
に
於
い
て
も
、
曜
に
亦
た
此
く
の
如
し
、
と

知
る
べ
し
。

第一編槽子部のプドガラ説を破す

復
た
次
に
、

一
粧
に
一
五
は
く
。

婆
羅
門
よ
、
是
れ
五
根
は
各
別
の
行
慮
、
各
別

の
境
界
に
し
て
、
是
れ
自
の
行
慮
・
境
界
に
因
り

て
彼
れ
は
各
各
受
用
す
。
、
別
な
根
は
、
別
な
根
の

行
慮
・
境
界
を
能
く
受
用
す
る
に
非
ず
。
〔
五
根

は
〕
調
は
く
、
眼
根
・
耳
根
・
鼻
根
・
舌
根
・
身

根
な
り
。

心
は
能
く
五
根
の
行
慮
・
境
界
を
受
刑
す
。

故
に
、
心
は
是
れ
彼
の
所
依
止
な
り
。

此
の
一
粧
の
文
句
は
汝
の
所
執
に
違
す
。

第二各論

是
の

27 



意
〔
恨
〕

と
。

に
依
る
が
故
な
り
。

と

戸
〕
の
所
依
止
に
な
る
。

〔
い
う
経
と
矛
盾
す
る
〕
。
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足
転
計
、
経
説
に
随
う
場
合

己
プ
ド
ガ
ラ
は
五
根
の
境
に
な
ら
な
い
の
で
六
識
に
識
知
さ
れ
な
い

一
五
四
上
。
十
三
左
∞
四
六
四
包

一二

O
五
中
目

或
い
は
〔
此
の
経
説
に
よ
ら
ば
〈
w

巴
応
に
補
特
伽
羅
あ
る
い
は
、
〔
こ
の
経
を
量
と
す
る
な
ら
ば
〈
u

[

〕

プ

人

は

境

界

に

非

ず

。

は
是
れ
五
根
の
境
な
り
と
執
す
べ
か
ら
ず
。

ド
ガ
ラ
は
〔
根
の
〕
境
に
な
ら
な
い
。

是
く
の
如
く
〔
五
根
の
境
に
非
ざ
れ
〕
ば
、
便
ち
五
識
そ
し
て
、
も
し
〔
五
根
の
〕
境
に
な
ら
な
い
な
ら
ば
、

の
所
識
に
非
ず
し
て
、
〔
補
特
伽
羅
は
五
識
の
所
識
な
り
し
か
ら
ば
〔
五
識
の
〕
所
識
に
も
な
ら
な
い
。
〔
そ
れ
ゆ

と
の
u
〕
宗
に
違
す
る
過
有
り
。

ぇ
、
プ
ド
ガ
ラ
は
六
識
に
よ
っ
て
識
知
さ
れ
る
と
い
う

宗
義
に
反
す
る
己

。N
「林凡
士山
」
云
々
の
経
の
解
釈

E
憤
子
部
・
・
・
六
生
輸
経
に
基
づ
い
て
五
根
も
他
根
の
境
を
取
る
と
解
す
一
五
四
上
吋
十
三
左
。
四
六
四
N
H

若
し
爾
ら
ば
(
五
根
が
自
境
の
み
を
取
る
故
、
補
特
伽
も
し
こ
の
よ
う
〔
に
、
五
根
が
自
境
の
み
を
取
る
か

羅
を
取
ら
ず
と
い
は
ば
)
、
〔
五
根
が
自
境
の
み
を
取
る
ら
プ
ド
ガ
ラ
を
取
ら
な
い
と
い
う
〕
な
ら
ば
、
〔
五
根
の

が
如
く
〕
意
根
の
〔
取
る
〕
境
も
亦
た
応
に
〔
各
〕
別
取
る
境
が
自
境
に
局
限
さ
れ
る
よ
う
に
〈
・
「
〕
意
根
〔
の

な
る
べ
し
。

取
る
境
〕
も
〔
自
境
に
〕
局
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『

六

生

喰

契

経

』

の

中

に

、

〔

な

ぜ

な

ら

ば

〕

『

六

生

轍

経

』

に

、

是
く
の
如
き
六
根
は
、
行
処

・
境
界
に
各
々
差

こ

れ

ら

六

根

は

、

そ

れ

ぞ

れ

異

な

る

所

行

処

を

別
有
り
て
、
各
別
に
自
の
所
行
処
と
及
び
自
の
境
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
境
を
有
し
、
お
の
お
の

界

を

楽

求

す

。

別

々

の

所

行

処

・

境

を

楽

求

す

る

。

と
言
ふ

が

如

き

な

れ

ば

な

り

。

と

説

か

れ

る

〔

か

ら

で

あ

る

〕

。

〔
然
る
に
「
六
根
の
取
る
境
が
各
別
な
り
」
と
経
に
説

け
る
と
い
へ
ど
も
、
理
実
に
は
意
根
は
通
じ
て
六
境
を

取
る
u
。
故
に
、
「
五
根
は
自
境
を
取
る
」
と
経
に
説
け

る
と
い
へ
ど
も
、
意
根
の
如
く
五
根
も
他
根
の
境
を
通

じ
て
取
る
。
故
に
補
特
伽
羅
は
五
根
の
境
な
り
。
〕

〔
し
か
し
、
「
六
根
が
自
境
を
取
る
」
と
経
に
説
か
れ
て

も
、
実
際
に
は
意
根
は
通
じ
て
六
境
を
取
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
「
五
根
が
自
境
を
取
る
」
と
経
に
説
か
れ
て
も
、
意

根
の
よ
う
に
五
根
も
他
根
の
境
を
取
る
。
し
た
が
っ
て
、

プ
ド
ガ
ラ
も
五
根
に
よ
っ
て
識
知
さ
れ
る
。
〈u
F
〕

若
し
境
界
に
非
ざ
れ
ば
、
謄
に
是
れ
六
識
の
所
知
と
な

る
べ
か
ら
ず
。

三
O
五
中
包

若
し
爾
ら
ば
(
五
根
が
自
境
の
み
を
取
る
故
、
我
を
取

ら
ず
と
い
は
ぱ
)
、
〔
五
根
が
自
境
の
み
を
取
る
が
知
く
〕

意
根
〔
の
取
る
境
〕
も
応
に
〔
各
〕
別
と
成
る
べ
し
。

一組
に
、

六
種
の
根
の
各
別
の
行
慮
、
各
別
の
境
界
有
り

て
、
〔
六
根
は
〕
自
白
の
行
慮
・
境
界
を
柴
欲
す
。

と
一五
へ
る
こ
と
を
通
ぜ
ざ
れ
ば
な
り
。
此
の
言
は
『
六

衆
生
我
誓
〔
経
〕
』
の
中
に
於
い
て
説
け
り
。

第二節経によ って破す



烏
論
主
が
経
を
通
ず
・
・
・
独
行
の
意
識
は
法
境
の
み
を
取
る
の
で
「
各
別
の
境
」
と
説
か
れ
た
一
五
四
上
回
。

此
〔
の
『
六
生
輸
経
』
〕
の
中
に
て
は
眼
等
の
六
根
を
こ
〔
の
『
六
生
喰
経
』
〈
・
戸
〕
に
お
い
て
は
、
〔
眼
な

〔
根
と
〕
説
く
に
非
ず
。
〔
色
を
自
性
と
せ
る
ア
己
眼
ど
の
F
F
〕
根
そ
の
も
の
を
根
で
あ
る
、
と
し
て
説
か
れ

等
の
五
根
と
及
び
〔
前
五
根
〕
所
生
の
〔
無
分
別
な
る
る
の
で
は
な
い
。
〔
な
ぜ
な
ら
ば
、
色
を
自
牲
に
す
る
前

F
F
前
五
〕
識
と
は
、
見
ん
等
と
楽
ふ
勢
力
(
勢
力
楽
戸
[
〕
五
〔
根
〕
と
、
こ
れ
ら
〔
前
五
根
所
引
の
、
無
分

見
等
)
有
る
こ
と
無
き
が
故
な
り
。
別
な
戸
門
前
五
〕
識
と
は
、
見
ょ
う
等
と
楽
求
す
る
こ
と

が
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
〔
前
五
根
〕
の
増
上

力
に
よ
っ
て
引
か
れ
た
意
識
が
〔
根
の
ご
と
き
で
あ
る

か
ら
戸
〔
眼
な
ど
の
〕
根
で
あ
る
、
と
し
て
説
か
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
意
〔
根
〕
の
増
上
力
に
よ
っ
て
引
か
れ

た
独
行
の
意
識
な
る
も
の
、
こ
れ
は
〔
意
根
以
外
の
〕

他
〔
根
〕
の
境
を
決
し
て
楽
求
し
な
い
〔
で
、
自
境
の

法
処
の
み
を
縁
じ
る
タ
己
。
〔
そ
れ
ゆ
え
「
六
根
の
境
が

各
別
な
り
」
と
説
か
れ
た
〕
。

そ
れ
ゆ
え
、
[
汝
の
説
い
た
、
意
根
の
境
も
自
境
に
局

限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
(
〉
戸
怠
K
H
N
H
N
N
)

と
い
う
〈
w

[

〕
こ
の

過
失
は
無
い
。

第
三
目
プ
ド
ガ
ラ
は
所
通
達
法
・
所
遍
知
法
に
含
ま
れ
な
い
か
ら
六
識
の
所
識
で
も
な
い

己
経
説
(
第
六
経
)
一
五
四
上
ニ
十
四
右
目
四
六
五
ω

三

O
五
下
品

又

た

、

世

尊

の

説

き

た

ま

ふ

。

ま

た

、

世

尊

は

、

芯
調
よ
、
当
に
知
る
べ
し
。
吾
れ
は
今
、
汝
の
比
丘
た
ち
ょ
、
汝
ら
に
、
所
通
達
・
所
遍
知
の
法

為
に
、
一
切
の
所
〔
通
〕
達
・
所
〔
遍
〕
知
の
法
門
の
す
べ
て
を
私
は
説
一
不
し
よ
う
。

門
を
具
足
し
て
演
説
す
。
其
の
体
は
是
れ
何
ぞ
。
と
説
か
れ
て
か
ら
、

謂
は
く
、
諸
々
の
眼
・
色
・
眼
識
・
眼
触
と
、
眼
所
通
達
・
所
遍
知
は
眼
で
あ
り
、
諸
色
で
あ
り
、
眼

但
だ
、
眼
等
の
増
上
勢
力
に
引
か
れ
た
意
識
を
説
い
て
、

眼
等
の
根
と
名
づ
く
。

独
行
の
、
意
根
の
増
上
勢
力
に
引
か
れ
た
意
識
は
、
眼

等
の
五
根
の
所
行
の
境
界
を
楽
求
す
る
こ
と
能
は
ず

〔
し
て
、
自
境
の
法
境
の
み
を
楽
求
す
。
故
に
「
六
根

の
境
は
各
別
な
り
」
と
説
く
〕
。

故
に
、
此
の
経
の
義
は
、
前

u
〕
に
違
す
る
失
無
し
。

〔
掲
の
党
志
一
五
々
の
経

十
四
右
目
四
六
四
良

一二

O
五
中
自

是
の
義
は
然
ら
ず
。
此
の
経
の
中
に
於
い
て
は
、
定

ん
で
、
六
根
を
根
と
属
す
、
と
説
か
ず
。
是
れ
〔
色
を

自
性
と
せ
る
〈
唱
円
〕
五
根
は
見
ん
等
の
事
を
柴
欲
す
る
こ

と
有
ら
ざ
る
が
故
な
り
。
彼
の
〔
前
五
根
に
引
か
れ
た
、

無
分
別
な
る
〈
・
巴
識
も
亦
た
爾
な
れ
(
見
ん
等
の
事
を

梁
欲
せ
ざ
れ
)
ば
な
り
。

彼
〔
の
前
五
根
〕
の
増
上
慮
に
引
か
れ
た
意
識
は
、
此

れ
を
立
て
て
根
と
属
す
が
故
に
、
「
〔
眼
等
の
〕
根
」
と

名
づ
く
、
と
説
く
。

是
れ
独
類
心
の
、
増
上
縁
に
引
か
れ
た
意
識
な
る
此
の

識
は
、
齢
の
根
の
行
慮
・
境
界
を
柴
欲
し
受
用
す
る
こ

と
能
ふ
に
非
ず
〔
し
て
、
自
境
の
法
境
の
み
を
楽
求
す
。

故
に
「
六
根
の
境
は
各
別
な
り
」
と
説
く
〕
。

第一編慎子部のプドガラ説を破す 第一章プドガラ説を破す

是
の
故
に
、
失
無
し
。

復
た
次
に
、
悌
世
尊
の
説
き
た
ふ
。

比
丘
よ
、
我
れ
は
今
、
汝
等
の
矯
に
一
切
の
所

属
応
知
と
一
切
の
所
属
崎
識
と
の
法
門
を
説
く
。

第二各論

眼
根
は
是
れ
所
臆
知
、
是
れ
所
属
崎
識
な
り
。
〔
及
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触
を
縁
と
為
し
て
内
に
生
ず
る
所
の
受
の
或
い
は

楽
或
い
は
苦
・
不
苦
不
楽
と
、
広
説
乃
至
、
意
触

を
縁
と
為
し
て
内
に
生
ず
る
所
の
受
の
或
い
は
楽

或
い
は
苦

・
不
苦
不
楽
と
な
り
。

識
で
あ
り
、
眼
触
で
あ
り
、
そ
し
て
、
眼
触
に
縁

っ
て
内
に
生
じ
た
楽
・
苦
・
不
苦
不
楽
の
受
、
な
い

し
、
意
触
に
縁
っ
て
〔
内
に
市
〕
〔
生
じ
た
楽
・
苦

・不
苦
不
楽
の
受
〕
な
る
も
の
、
〔
こ
れ
3
も
で
あ

る。こ
れ
が
所
通
達
・
所
遍
知
で
あ
る
法
門
の
す
べ
て
で

あ
る
、
と
言
わ
れ
る
。

と
説
か
れ
た
。

色
プ
ド
ガ
ラ
は
所
通
達
法
・
所
遍
知
法
の
な
か
に
説
か
れ
な
い

一
五
四
上
呂
十
四
右
。
四
六
五
∞

一二

O
五
下
。

此
の
経
文
に
由
り
て
、

一
切
の
所
〔
通
〕
達
〔
法
〕
一
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
範
囲
内
の
も
の
の
み
が
所
通

・
〔
所
遍
〕
知
法
は
唯
だ
爾
所
(
そ
こ
ば
く
)
(
経
中
所
説
の
一
達
で
あ
り
所
遍
知
で
あ
る
、
と
確
定
さ
れ
る
。
〔
し
か
し
〕

眼
な
ど
の
法
)
の
み
有
り
と
決
判
す
。
〔
然
る
に
〕
此
の
一
プ
ド
ガ
ラ
は
〔
所
通
達
・
所
遍
知
で
〈
ト
あ
る
と
確
定

中

に

補

特

伽

羅

有

る

こ

と

無

し

。

一

さ

れ

〕

な

い

。

忠
プ
ド
ガ
ラ
は
識
に
よ
っ
て
識
知
さ
れ
な
い

一
五
四
上
包
十
四
右
弓
四
六
五
吋

三
O
五
下
呂

故
に
、
補
特
伽
羅
も
亦
た
応
に
所
識
に
非
ざ
る
べ
し
。

一
そ
れ
ゆ
え
、
こ
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
〈
-
F
〕
は
所
識
で
も

慧
と
識
と
は
境
が
必
ず
同
じ
な
る
を
以
つ
て
の
故
な
一
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
智
と
識
と
の
両
者
は
閉
じ
も
の

り

。

一

を

境

に

す

る

か

ら

で

あ

る

。

第
四
目
「
眼
が
プ
ド
ガ
ラ
を
見
る
」
こ
と
の
意
味

己
見
ら
れ
る
プ
ド
ガ
ラ
は
色
殖
な
ど
に
附
さ
れ
た
名
称
で
あ
る
か
ら
、
仮
説
な
り

一
五
四
上
白
十
四
左
H

四
六
五
↓

〔
憤
子
部
の
〕
諸
〔
者
〕
が
「
眼
が
補
特
伽
羅
を
見
そ
し
て
「
〔
わ
れ
わ
れ
は
〕
眼
に
よ
っ
て
プ
ド
ガ
ラ
を

る
」
と
謂
ふ
は
、
応
に
、
眼
根
、
が
此
の
所
有
〔
の
色
な
見
る
」
と
い
う
よ
う
に
看
な
す
プ
ド
ガ
ラ
論
者
た
ち
は
、

ど

y
Z
を
見
る
こ
と
な
り
、
と
知
る
べ
し
。

〔
こ
れ
は
〕
非
我
〔
の
色
な
ど
〕
を
見
る
こ
と
に
於
い

て
、
我
あ
り
と
見
る
と
謂
ふ
が
故
に
、
彼
〔
の
補
特
伽

羅
論
者
〕
は
便
ち
悪
見
の
深
坑
に
膿
墜
す
。

是
れ
を
一
切
の
所
〔
通
〕
達
・
所
〔
遍
〕
知
と
名

づ
く
。

非
我
〔
の
眼
・
眼
識
〈
〕
に
よ
っ
て
我
を
見
る
か
ら
、

我
見
の
処

T
Eわ
り
)
に
堕
す
る
。

び
〕
色
・
眼
識
・
眼
絹
と
、
眼
崩
の
因
縁
に
由
り
て

内
に
於
い
て
生
ず
る
受
、
謂
は
く
苦
・
梁
・
不
苦
不

梁
等
と
、
乃
至
、
意
嫡
の
因
縁
に
由
り
て
内
に
於

い
て
生
ず
る
受
、
謂
は
く
苦
・
梁
・
不
苦
不
柴
等
と

〔
が
所
応
知
・
所
応
識
〕
な
り
。

是
れ
を
一
切
所
麿
知
・
一
切
所
麿
識
の
法
門
と
名

づ
く
。
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此
の
経
に
由
り
て
、
若
し
所
臆
知
と
及
び
所
臆
識
と

は
唯
だ
此
の
量
の
み
に
し
て
此
れ
に
於
い
て
出
で
ず
、

と
決
す
る
こ
と
有
れ
ば
、
中
に
於
い
て
人
を
説
か
ず
。

一
是
の
故
に
、
人
は
決
定
し
て
所
麿
知
に
非
ず
。

一
及
び
識
と
の
境
界
は
同
じ
な
る
が
故
な
り
。

智
と

三

O
五
下
=

我
を
執
す
る
諸
人
が
説
い
て

て
人
を
見
る
」
と
云
ふ
は
、

第二節経によって破す

「
我
れ
等
は
眼
に
由
り

非
我
所
に
於
い
て
我
有
り
と
見
る
が
故
に
、

ち
我
見
慮
の
深
坑
に
堕
す
。

彼
れ
は
則



民
プ
ド
ガ
ラ
は
五
離
に
仮
説
さ
れ
る
と
説
く
経
(
第
七
経
)
を
示
す
一
五
四
上
回

『
人
契
経
』
に
是
く
の
如
き
説
を
作
す
が
如
し
。
『
人
契
経
』
に
、

眼
及
び
色
を
縁
と
為
し
て
眼
識
を
生
じ
、
〔
眼
・
眼
と
諸
色
と
に
縁
っ
て
眼
識
が
生
起
し
、
〔
眼
・

色
・
眼
識
の
〕
三
の
和
合
し
て
触
〔
を
生
じ
て
〔
触
色
・
眼
識
の
〕
一
二
の
和
合
が
触
で
あ
り
、
触
と
倶

と
〕
倶
〔
時
〕
に
受
・
想
・
思
を
起
こ
す
。
生
す
る
も
の
が
受
・
想
・
思
で
あ
る
。

中
に
於
い
て
、
後
〔
に
説
け
る
〕
四
〔
麗
〕
は
是
以
上
の
こ
れ
ら
無
色
の
四
殖
と
眼
根
・
色
〔
の
色

れ
無
色
殖
に
し
て
、
初
〔
め
に
説
け
る
〕
眼
と
及
組
〕
、
こ
れ
ら
の
範
囲
内
の
も
の
が
人
性
と
言
わ
れ

び
色
と
は
名
づ
け
て
色
殖
と
為
す
。
唯
だ
此
〔
の
る
。

無
色
繭
・
色
描
〕
の
量
の
み
に
由
り
て
説
い
て
名

づ
け
て
人
と
為
す
。

即
ち
此
の
中
に
於
い
て
、
義
の
差
別
に
随
ひ
て
名

想
を
仮
立
し
て
、
或
い
は
有
情
・
不
悦
・
意
生
・
儒

童
・
養
者
・
命
者
・
生
者
・
補
特
伽
羅
と
謂
ふ
。

亦
た
〔
此
の
中
に
於
い
て
〕
自
ら
称
し
て
「
我

は
眼
に
て
色
を
見
る
」
と
言
ふ
。

復
た
世
俗
に
随
ひ
て
「
此
の
具
寿
は
是
く
の
如

き
名
、
〔
婆
羅
門
な
ど
の
u
〕
是
く
の
如
き
種
族
、

〔
迦
葉
波
な
ど
の
u
〕
是
く
の
如
き
姓
類
、
是
く
の

如
き
飲
食
、
是
く
の
如
く
築
を
受
く
る
こ
と
、
是

く
の
如
く
苦
を
受
く
る
こ
と
、
是
く
の
如
き
長
寿
、

是
く
の
如
き
久
住
、
是
く
の
如
き
寿
際
な
ど
を
有

す
」
と
説
く
。

故
に
、
仏
は
〔
次
掲
の
『
人
契
〕
経
』
の
中
に
自
ら
此

の
義
を
決
し
て
「
唯
だ
諸
殖
に
於
い
て
の
み
補
特
伽
羅

を
説
く
」
と
謂
へ
り
。

一
そ
し
て
、
〔
次
掲
の
『
人
〕
経
』
に
「
五
組
そ
の
も
の
に

一
お
い
て
プ
ド
ガ
ラ
の
名
称
が
あ
る
」
と
い
う
こ
の
こ
と

一
が
世
尊
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。

十
四
左
ω

四
六
五
∞

三

O
五
下
エ

こ
〔
の
五
組
〕
に
お
い
て
、
衆
生
・
人
・
人
間
・

若
者
・
養
者
・
士
夫
・
プ
ド
ガ
ラ
・
生
命
者
・
生

き
物
と
い
う
こ
の
名
称
が
あ
る
。

こ
〔
の
五
描
〕
に
お
い
て
「
私
は
眼
に
よ
っ
て

諸
色
を
見
る
」
と
い
う
こ
の
主
張
が
あ
る
。

こ
〔
の
五
組
〕
に
お
い
て
ま
た
「
彼
の
長
老
は

か
く
か
く
の
名
前
で
あ
り
、
〔
バ
ラ
モ
ン
な
ど
の

は
〕
か
く
か
く
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
(
カ
1

シ
ヤ
パ

な
ど
の
u
〕
か
く
か
く
の
種
姓
で
あ
り
、
か
く
か
く

の
飲
食
を
と
り
、
か
く
か
く
の
楽
・
苦
を
受
け
、

か
く
か
く
の
長
寿
で
あ
り
、
か
く
か
く
長
く
住
し
、

か
く
か
く
の
寿
命
の
辺
際
が
あ
る
」
と
い
う
こ
の

言
説
が
あ
る
。

一
〔
次
掲
の
『
人
〕
経
』
の
中
に
於
い
て
、
悌
世
尊
は
自

一
ら
了
義
を
説
い
て
「
但
だ
五
陰
に
於
い
て
人
を
偲
名
す

一
と
説
く
」
と
一
五
へ
り
。

『
人
一
粧
』
の
中
に
於
い
て
説
け
り
。

眼
に
依
り
色
に
縁
り
て
眼
識
を
生
じ
、
三
和
合

に
由
り
て
燭
を
生
じ
、
〔
嫡
と
〕
共
に
受
・
想
・
作

意
等
を
生
ず
。

是
の
四
種
の
無
色
陰
と
及
び
眼
根
井
び
に
色
〔
の

色
陰
〕
と
い
ふ
、
唯
だ
此
く
の
如
き
量
の
み
を
説

い
て
人
と
名
づ
く
。

第一章プドガラ説を破す第一編晴子部のプドガラ説を破す

此
の
中
に
於
い
て
諸
名
を
立
つ
。
謂
は
く
、
薩

埠
・
那
羅
・
摩
菟
闇
・
摩
那
婆
・
弗
伽
羅
・
時
婆
・
布

漕
・
善
斗
な
り
。

〔
此
の
〕
中
に
於
い
て
、
「
我
れ
は
眼
に
由
り
て

色
を
見
る
」
と
言
ふ
こ
と
を
立
つ
。

〔
此
の
〕
中
に
於
い
て
世
〔
間
〕
の
惇
有
り
て

「
此
の
命
者
は
此
く
の
如
き
名
、
此
く
の
如
き
姓
、

此
く
の
如
き
種
類
に
し
て
、
此
く
の
如
く
食
し
、

此
く
の
如
く
苦
・
端
末
を
受
け
、
此
く
の
如
き
長
寿

に
し
て
、
此
く
の
如
く
久
住
し
、
此
く
の
如
き
書

際
あ
り
」
と
云
ふ
。
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芯
調
よ
、
当
に
、
此
れ
は
唯
だ
名
想
な
り
、
此

れ
は
唯
だ
自
称
な
り
、
但
だ
世
俗
に
随
ひ
て
仮
り

に
施
設
し
て
有
り
、
と
知
る
べ
し
。
是
く
の
如
き

一
切
〔
法
〕
は
無
常
な
り
、
有
為
〔
法
〕
な
り
、

衆
縁
よ
り
生
じ
、
思
に
由
り
て
造
ら
る
る
な
り
。

シコ島

結

一

五

四

中

⑦

世
尊
は
恒
に
、

四
六
五

5

十
五
右
N

了
義
経
に
依
る
べ
し
。

と
勅
し
た
ま
ふ
。
此
〔
の
経
〕

な
り
て
釈
す
べ
か
ら
ず
。

は
了
義
な
り
。
応
に
異

第
三
項

諸
比
丘
よ
、
以
上
の
こ
れ
ら
は
単
な
る
名
称
に

過
ぎ
ず
、
こ
れ
ら
は
単
な
る
自
称
に
過
ぎ
ず
、
こ

れ
ら
は
単
な
る
言
説
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
す
べ

て
の
法
は
無
常
で
あ
り
、
有
為
〔
法
〕
で
あ
り
、

思
の
所
造
で
あ
り
、
縁
起
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
説
か
れ
た
。

ま
た
、
世
尊
は

了
義
経
が
依
り
所
で
あ
る
。

と
説
か
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
〔
こ
の
こ
と
は
〕
こ
れ
以
上
、

検
討
さ
れ
な
い
。

プ
ド
ガ
ラ
の
実
有
を
破
す

第
一
自

己
有
部
所
諦
の
経
(
第
八
経
)

又
た
〔
経
に
〕

薄
伽
党
は
党
志
に
告
げ
て
言
は
く
、
我
れ
が
「

一

切
は
有
り
」
と
説
く
は
唯
だ
是
れ
十
二
処
の
み
な

れ
ノ
、
ル
」
0

と
〔
説
く
〕。

若
し
数
取
趣
が
是
れ
〔
十
二
〕
処
の
摂
に
非
ざ
れ
ば
、

〔
そ
の
〕
体
無
き
こ
と
は
理
と
し
て
成
ず
。

一
切
法
は
十
二
処
に
摂
ま
る
と
説
く
経
に
反
す
る

一
五
四
中
吋
十
五
右
ω

四
六
五
コ

三

O
五
下
回

ま
た
、
同
様
に
、
〔
経
に
〕

バ
ラ
モ
ン
よ
、
「
一
切
が
存
在
す
る
」
と
い
う
こ

と
は
、
十
二
処
の
範
囲
内
に
限
ら
れ
る
。

と
説
か
れ
た
。

そ
こ
で
、
も
し
こ
の
プ
ド
ガ
ラ
が
〔
十
二
〕
処
〔
の

摂
〕
で
な
い
な
ら
ば
、
こ
れ
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ

と
が
成
立
す
る
。

比
丘
よ
、
此
く
知
き
事
を
唯
だ
名
の
み
を
量
と

矯
し
、
唯
だ
言
の
み
を
量
と
馬
し
、
唯
だ
惇
の
み

を
量
と
馬
し
。
此
く
の
如
き
等
の

一
切
法
は
無
常

な
り
、
有
馬
な
り
、
故
意
の
所
造
に
し
て
、
因
縁

に
由
り
て
生
ず
。

と
。
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此
く
の
知
き
了
義
経
、
此
の
執
す
る
中
に
於
い
て
、

梯
世
尊
は
説
き
た
ま
ふ

依
と
矯
し
、
量
と
矯
せ
よ
。

此
の
経
は
更
に
別
に
思
量
す
可
か
ら
ず
。

復
た
次
に
、
別
の
経
有
り
て
説
く
。

婆
羅
門
よ
、
若
し
「
一
切
は
有
り
」
と
説
け
ば
、

唯
だ
是
れ
十
二
入
の
み
な
り
。

第二節経によって破す

シ」
。若
し
人
が
〔
十
二
〕
入
の
所
掘
に
非
ざ
れ
ば
、
此
の

人
は
必
ず
定
ん
で
有
ら
ず
、
と
い
ふ
此
の
義
、
則
ち
成

ず
。



若
し
是
れ
〔
十
二
〕
処
の
摂
な
れ
ば
、
則
ち
応
に
、
〔
数

取
趣
は
〕
是
れ
不
可
説
な
り
、
と
言
ふ
べ

か
ら
ず
。

ω
M
積
子
部
所
請
の
経
(
第
九
経
)
一
五
四
中

Z

十
五
右
∞

彼
の
〔
慣
子
〕
部
の
所
請
の
契
経
に
も
亦
た
言
は
く
、

諸
々
の
所
有
の
眼
、
諸
々
の
所
有
の
色
、

広
説
、
乃
至
、

〔
諸
々
の
所
有
の
意
、
諸
々
の
所
有
の
法
、
〕
・
調

よ
、
当
に
、
如
来
は
此
れ
に
斉
り
て

一
切
を
施
設

し
、
一
切
の
有
自
体
法
を
建
立
す
、
と
知
る
べ
し
。

と
。
此

〔の
十
二
処
〕
の
中
に
補
特
伽
羅
有
る
こ
と
無

し
。
如
何
ぞ
、
此
〔
の
補
特
伽
羅
〕
に
実
体
有
り
と
説

く
可
け
ん
や
。

一

も
し
〔
プ
ド
ガ
ラ
が
十
二
〕
処
〔
の
摂
〕
で
あ
る
な

一
ら
ぱ
、
そ
れ
で
は
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
は
〕
不
可
説
な
も
の
で

一
な
い

〔こ
と
に
な
る
〕。

四
六
五
呂

ま
た
、
彼

う
に
、

一二

O
五
下
呂

〔
の
慣
子
部
〕
に
お
い
て
も
、

つ
ぎ
の
よ

比
E
よ
、
眼
で
あ
る
も
の
、
色
で
あ
る
も
の
、

乃
至
広
説
、
〔意
で
あ
る
も
の
、
法
で
あ
る
も
の
、
〕
比
E
よ、

こ
の
範
囲
内
の
も
の
に
よ
っ
て
、
如
来
は
一
切
を

施
設
し
、

一
切
の
施
設
を
〔
施
設
〕
す
る
。

と
読
請
さ
れ
〔
、
こ
の
な
か
に
も
プ
ド
ガ
ラ
は
説
か
れ

な
い
〕
。

第
二
目
我
・
我
所
の
体
は
無
い
と
説
く
経
(
第
十
経
)
を
示
す

『
頻
毘
裟
羅
契
経
』
に
亦
た
説
く
。

そ
し
て
、
『
ピ
ン
ピ
サ

l
ラ
経

(σ5zm街
中
島
宮
)
』

に
も
、

諸
々
の
、
愚
昧
・
無
関
の
異
生
に
し
て
、
〔
五
殖

に
〕
仮
名
〔
さ
れ
た
我
〕
に
随
逐
し
て
〔
そ
の
我

を
〕
計
し
て
〔
実
〕
我
と
為
す
者
有
り
。

〔
然
れ
ど
も
〕
此
〔
の
五
組
〕
の
中
に
は
我
・
我

所
の
性
有
る
こ
と
無
く
、
唯
だ

一
切
衆
苦
の
法
体

一
五
四
中

5

諸
比
丘
よ
、
我
が
〔
実
〕
我
で
あ
る
と
い
う
の

は
、
凡
愚
・
無
聞
の
異
生
が
施
設
さ
れ
た
も
の
に

追
随
し
て
〔
そ
れ
を
実
我
で
あ
る
と
執
著
〕
す
る

〔
こ
と
で
あ
る
〕
。

し
か
し
、
こ

〔
の
五
繭
〕
に
は
我
あ
る
い
は
我
所

有
は
な
く
、
こ
の
苦
〔
な
る
法
〕
が
現
に
生
じ
、

一
若
し
人
が
〔
十
一
一
〕
入
の
撮
な
れ
ば
、
〔
人
は
〕
不
可

一
言
に
非
ず
。

彼
〔
の
慣
子
〕
部
の
中
に
於
い
て
、
此
く
の
如
き
経

有
り
。
経
に
言
は
く
。

比
E
よ
、
若
し
く
は
所
有
の
眼
、
若
し
く
は
所

有
の
色
、

贋
説
す
る
こ
と
、
経
の
如
し
、

〔若
し
く
は
所
有
の
意
、
所
有
の
法
〕
唯
だ
此
の

量
に
由
り
て
、
比
丘
よ
、
諸
悌
如
来
は

一
切
有
を

と
説
き
、
一
切
説
を
窮
顛
す
。

第一章プ ドガラ説を破す第一編慣子部のプ ドガラ説を破す

十
五
右
吋

四
六
五
N
O

又
た
頻
琵
裟
羅
経
の
中
に
説
く
。

三
O
六
上
戸

比
丘
よ
、
嬰
児
・
無
聞
の
凡
夫
は
、

の
言
に
随
逐
し
て
〔
我
執
に
堕
〕
す
。

偲
名
の
我

〔
然
れ
ど
も
〕
此
の
中
に
、
我
無
く
我
所
無
く
、

唯
だ
苦
〔
の
法
〕
の
生
ぜ
ん
と
欲
し
、
生
ず
る
こ
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の
み
有
り
て
、
将
と
正
と
巳
と
に
生
ず
。

と
乃
至
広
説
す
。

一

生

じ

お

え

る

。

一
云
々
と
説
か
れ
る
。

第
三
目
諸
藩
に
有
情
と
い
う
名
称
を
立
て
る
と
説
く
経
(
第
十
一
経
)
を
示
す

有
る
阿
羅
漢
の
芯
拐
尼
に
し
て
世
羅
と
名
づ
く
る
も
ま
た
、
シ
ヤ
イ
ラ

(
2
5
)阿
羅
漢
尼
も
悪
魔
に
つ
い

の

が

、

魔

王

の

為

に

説

く

。

て

説

い

た

。

汝

は

、

悪

見

趣

に

堕

し

て

有

情

が

あ

る

、

と

〔

汝

は

〕

考

え

て

い

る

の

か

。

空

な

る

行

の

衆

の

中

に

於

い

て

〔

そ

う

で

あ

る

な

ら

ば

〕

悪

魔

よ

、

汝

は

実

に

〔

悪

〕

妄

り

に

、

有

情

有

り

、

と

執

す

。

見

に

堕

し

て

い

る

。

こ
の
行
の
来
集
は
空
で
あ
り
、

こ
の
な
か
に
は
、
有
情
は
決
し
て
存
在
し
な
い
。

例
え
ば
、
諸
部
品
の
集
積
に
よ
っ
て

車
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
よ
う
に
、
諸
離
に
依
拠
し
て

世
俗
に
よ
っ
て
有
情
と
説
か
れ
る
。

ルコ

智
者
は
、
〔
有
情
〕
有
る
に
非
ず
、
と
達
す
。

〔
例
へ
ば
〕
衆
分
を
境
る
こ
と
に
即
し
て
、

仮
想
し
て
立
て
て
車
と
為
す
が
如
く
、

世
俗
に
て
有
情
を
立
つ
る
こ
と
、

応
に
、
諸
離
を
境
り
て
な
り
、
と
知
る
べ
し
。

ル)。

第
四
目
プ
ド
ガ
ラ
の
体
は
無
い
と
説
く
経
(
第
十
二
経
)
を
示
す

世
尊
は
『
雑
阿
笈
摩
』
の
中
に
於
い
て
、
婆
羅
門
の
そ
し
て
、
『
雑
阿
含
〔
経
〕
』
に
も
バ
1
ダ
リ
・
パ
ラ

婆

柁

梨

の

為

に

説

き

た

ま

ふ

。

モ

ン

(

ゲ

包

邑

'e品
E
S
S
S
に
つ
い
て
〔
つ
ぎ
の
よ
う
に
〕

説
か
れ
る
。

心
が
汚
れ
る
よ
う
に
〔
汚
れ
て

心
が
浄
ら
か
に
な
る
よ
う
に
〔
浄
ら
か
に
〕
な
る

〔
こ
と
を
教
え
〕
、

す
べ
て
の
繋
縛
か
ら
解
放
さ
せ
る
教
法
を
、

婆
柁
梨
よ
、
諦
ら
か
に
聴
け
、

能
く
諸
結
を
解
く
〔
教
〕
法
を
。

謂
は
く
、
心
に
依
る
が
故
に
染
な
り
、

又
た
心
に
依
る
が
故
に
浄
な
り
。
(
一
)

一
五
四
中
N
N 一

と

を

得

。

一
庸
く
説
く
こ
と
経
の
知
し
。
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一
五
四
中
広

十
五
右
呂
四
六
五
日
N

有
る
阿
羅
漢
の
比
正
尼
に
し
て
、
世
羅
と
名
づ
く
る

も
の
が
、
魔
王
に
対
し
て
此
の
備
を
説
い
て
言
は
く
。

三

O
六
上
ω

〔
例
へ
ば
〕
分
を
和
合
せ
る
も
の
に
従
へ
て
、

中
に
於
い
て
車
の
名
を
説
く
が
如
く
、

此
く
の
如
く
、
諸
陰
に
依
り
て
、

偲
り
に
名
づ
け
て
衆
生
と
説
く
。

ル」十
五
左
町
四
六
六
町
二
一

O
六
上
吋

『
少
分
阿
含
〔
経
〕
』
の
中
に
於
い
て
、
波
遮
利
婆
羅

門
の
為
に
、
此
の
備
を
説
き
て
言
は
く
。

波
遮
利
よ
、
汝
、
聴
け
、

能
く
諸
結
を
解
く
〔
教
〕
法
を
。

此
の
心
に
由
り
て
染
有
り
、

復
た
此
の
心
に
由
り
て
浄
な
り
。
(
一
)

第二飾経によって破す



我
に
は
実
に

〔実〕

我
の
性
無
き
に
、

顛
倒
す
る
が
故
に
〔
実
我
〕
有
り
と
執
す
。

有
情
も
無
く
、
〔
実
〕
我
も
無
し
。

唯
だ
有
因
の
法
の
み
有
り
。
(
二
)

〔
有
因
の
法
と
は
〕
調
は
く
、
十
二
有
支
の

所
摂
の
〔
五
〕
趨
・
〔
十
二
〕
処
・
〔
十
八
〕
界
な

M
り
。

こ
の

一
切
を
審
思
す
る
に
、

〔
此
れ
に
は
〕
補
特
伽
羅
無
し
。
(一一一)

既
に
、
内
は
是
れ
空
な
り
と
観
ず
。

外
は
空
な
り
と
観
ず
る
こ
と
も
亦
た
爾
な
り
。

能
く
空
観
を
修
す
る
者
も

亦
た
都
て
〔
内
・
外
に
補
特
伽
羅
を
〕
得
可
か
ら

ず
。
(
四
)

ル」
。

パ
i
ダ
リ
よ
、
汝
は
聞
き
な
さ
い
。
(
一
)

我
に
は
〔
汚
れ
や
浄
ら
か
に
な
る
こ
と
の
本
体
と

し
て
の
〕
実
我
そ
の
も
の
は
存
在
し
な
い
の
に
、

顛
倒
に
よ
っ
て
〔
実
我
が
あ
る
と
〕
妄
分
別
さ
れ

マ
Q

。
こ
こ
に
は
、
有
情
も
〔
実
〕
我
も
存
在
し
な
い
。

実
に
、
こ
れ
ら
諸
法
は
、
因
を
有
す
る
も
の
で
あ

り
、
(
二
)

十
二
有
支
の
み
で
あ
り
、

諸
々
の
〔
五
〕
離
・
〔
十
二
〕
処
・
〔
十
八
〕
界
で

あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
〔
の
法
〕
に
つ
い
て
審
思
し
て
も
、

プ
ド
ガ
ラ
は
了
得
さ
れ
な
い
。
(
三
)

内
に
属
す
る
も
の
は
空
で
あ
る
と
観
察
し
な
さ

外
に
在
る
も
の
は
空
で
あ
る
と
観
察
し
な
さ
い
。

空
性
を
修
習
す
る
〔
観
行
者
〈
ト
で
あ
る
〕
と
こ

ろ
の
彼
れ
も
、
〔
内
・
外
に
〕
い
か
な
る
〔
プ
ド
ガ

ラ
〕
も
得
ら
れ
な
い
。
(
四
)

と

我
な
る
者
に
は
我
の
韓
無
し
。

顛
倒
す
る
が
故
に
〔
我
の
体
有
り
と
〕
分
別
す
。

我
も
無
く
衆
生
も
無
し
。

唯
だ
法
は
謂
は
く
因
の
果
な
り
。
(
二
)

第一章プドガラ説を破す

有
分
は
唯
だ
十
二
の
み
に
し
て
、

唯
だ
〔
五
〕
陰
・
〔
十
二
〕
入
・
〔
十
八
〕

有
り
。

熟
思
尋
す
る
に
、
此
の
法
に
は

人
は
貫
に
得
可
か
ら
ず
。
(三
)

内
は
是
れ
空
な
り
と
観
ず
る
が
知
く
、

界
の
み

第一編積子部のプ ドガラ説を破す

外
を
観
ず
る
こ
と
も
亦
た
是
く
の
知
し
。

此
〔
の
内
・
外
〕
の

こ
に
〔
人
を
〕
得
可
か
ら
ず
、

と
空
に
及
ぶ
義
を
能
く
修
す
〔
る
者
は
見
る
〕
。

と
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第
五
目

執
我
の
五
失
を
説
く
経
(
第
十
三
経
)
を
示
す

一
五
四
下
N

十
六
右
M

同
様
に
、
{
経
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
〕
説
か
れ
る
。

我
を
了
得
す
る
こ
と
に
は
五
の
過
失
が
あ
る
。

(
一
)
我
見
が
あ
り
、
有
情
見
が
あ
り
、
〔
命
見
が
あ

る
汗
〈
〕。

(二
)
諸
外
道
と
の
区
別
が
な
く
な
る
。

(
三
)
邪
道
を
行
じ
る
も
の
に
な
る
。

(
四
)
空
性
に
対
し
て
こ
〔
の
人
〕
の
心
が
悟
入
せ

ず
、
浄
信
せ
ず
、
安
住
せ
ず
、
解
脱
し
な
い
。

経
に
説
く
。

我
を
執
す
る
に
五
種
の
失
有
り
。
調
は
く
、

(
一
)
我
見
及
び
有
情
見
を
起
こ
し
、
悪
見
の
趣
に

堕
す
。

(二
)
諸
外
道
に
同
ず
。

(
三
)
〔
正
〕
路
を
越
え
て
〔
邪
路
を
〕
行
ず
。

〈
四
)
空
性
の
中
に
於
い
て
心
が
悟
入
せ
ず
、
浄
信

す
る
こ
と
能
は
ず
、
安
住
す
る
こ
と
能
は
ず
、
解

脱
〔
浬
繋
を
u
〕
を
得
ず
。

(
五
)
聖
法
が
彼
〔
の
執
我
の
身
中
は
〕
に
於
い
て
〔
惑

に
覆
障
さ
れ
u
〕
清
浄
な
る
こ
と
能
は
ず
。

ル}
。

(
五
)
こ
〔
の
人
〕
に
あ
っ
て
は
、

清
浄
に
な
ら
な
い
。

シ』
。

諸
々
の
聖
法
が

四
六
六
日
。

三
O
六
上

5

復
た
有
る
経
に
説
く
。

我
執
の
中
に
五
種
の
過
失
有
り
。

(
一
)
我
見
・
衆
生
見
を
起
こ
し
、

36 

謂
は
く
、

見
慮
に
堕
す
。

(二
)
外
道
と
異
な
ら
ず
。

(
三
)
僻
(
よ
こ
し
ま
)
に
邪
道
を
行
ず
る
心
有
り
。

(
四
)
空
義
に
入
ら
ず
、
浄
信
心
を
生
ぜ
ず
、
中
に

於
い
て
住
せ
ず
。

(
五
)
此
の
人
に
於
い
て
、

を
得
ず
。

シ}
。

聖
法
が
清
浄
な
る
こ
と

第二節経によって破す



第
三
節

プ
ド
ガ
ラ
に
つ
い
て
の
慎
子
部
と
論
主
と
の
論
争

第
一
項
上
掲
の
経
を
聖
教
量
と
認
め
な
い
慣
子
部
の
説
を
破
す

此
れ
は
皆
な
量
に
非
ず
。

彼

ら

〔

憤
子
部
〕
は
こ
の
よ
う
な
経
文
を
量
(
正
し
い

根
拠
)
と
し
な
い
。

何
故
に
か
。

我
が
部
に
お
い
て
は
〔
此
の
経
文
は
〕
こ
〔
の
経
〕

は
読
諦
さ
れ
な
い
、
と
〔
言
う
か
ら
で
あ
る
3
。

ま
た
、
彼
ら
〔
慣
子
部
〕
に
と
っ
て
は
部
そ
の
も
の

が
量
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
仏
語
〔
が
量
3
で
あ
る

の
か
。も
し
部
そ
の
も
の
が
量
で
あ
る
な
ら
ば
、
し
か
ら
ば
、

(
仏
語
が
量
で
な
い
か
ら
〈
ト
〕
彼
ら
の
師
は
仏
陀
で
な

い
し
、
そ
し
て
、
彼
ら
は
釈
子
で
も
な
い
。

ま
た
、
仏
語
が
量
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
経
文
が
ど

う
し
て
量
で
な
い
の
か
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
〔
の
経
文
〕
は
仏
語
で
は
な
い
、

と
伝
説
さ
れ
て
い
る
(
甚
と
か
ら
で
あ
る
。
。

何
故
に
か
。

我
が
部
に
お
い
て
は
[
こ
れ
は
〕
読
諦
さ
れ
な
い
〔
と

伝
説
さ
れ
て
い
る
苫
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
非
理
に
な
る
。

〈
積
子
部
〉

〈論
主〉

所
以
は
何
ん
。

〈
慣
子
部
〉
我
が
部
の
中
に
於
い
て
曾

つ
て

の
経
を
〕
諭
せ
ざ
る
が
故
な
り
。

八
論
主
〉
汝
が
宗
に
て
、
是
れ
量
な
り
、

部
と
為
ん
か
、
仏
言
と
為
ん
か
。

〔
こ
れ
ら

と
許
す
は
、

若
し
部
が
是
れ
量
な
ら
ば
、
仏
は
汝
の
師
に
非
ず
し
て
、

汝
は
釈
子
に
非
ず
。

若
し
仏
言
〔
が
是
れ
量
〕
な
ら
ば
、
此
れ
(
上
掲
の
諸
経

文
)
は
皆
な
仏
言
な
り
。
如
何
ぞ
量
に
非
ざ
ら
ん
や
。

〈
積
子
部
〉
彼
れ
は
謂
は
く
、

此
〔
の
経
文
〕
は
皆
な

真
の
仏
言
に
非
ず
、
と
説
け
ば
な
り
。

〈
論
主
〉
所
以
は
何
ん
。

〈
積
子
部
〉
我
が
部
に
て
は
〔
此
の
経
文
は
〕

る
が
故
な
り
。

〈
論
主
〉
此
れ
は
極
め
て
非
理
な
り
。

八
積
子
部
〉

非
理
と
は
何
ん
。

諦
せ
ざ

こ
の
場
合
、
何
が
非
理
で
あ
る
の
か
。

一
五
四
下
回

第一章プドガラ説を破す

十
六
右
品

四
六
六

5

三

O
六
上
冨

彼
〔
の
積
子
部
〕

ず
。何
を
以
つ
て
の
故
な
る
か
。

此
の
文
は
我
が
部
の
中
に
於
い
て
論
説
す
る
所
に
非

ず。

は
此
の
文
を
以
っ
て
依
量
と
矯
さ

〔
彼
れ
は
〕
部
を
以
っ
て
矯
ん
か
、
依
量
と
為
す
と

矯
ん
か
、
梯
の
言
を
以
っ
て
依
量
と
為
す
と
僑
ん
か
。

第一編槽子部のプドガラ説を破す

若
し
部
を
取
り
て
依
量
と
為
さ
ば
、
悌
世
尊
は
彼
れ

に
於
い
て
は
則
ち
正
教
師
に
非
ず
。
彼
れ
は
便
ち
稗
迦

種
の
子
に
非
ず
。

若
し
悌
の
言
を
取
り
て
依
量
と
為
さ
ば
、
此
く
の
知

き
等
の
文
句
を
、
云
何
が
取
り
て
依
量
と
為
ざ
ら
ん
や
。

彼
れ
は
云
は
く
、
此
く
の
如
き
等
の
文
句
は
是
れ
悌

の
言
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。

云
何
が
悌
の
言
に
非
ざ
る
か
。

我
が
部
の
中
に
於
い
て
〔
此
の
文
句
は
〕
昔
よ
り
諭

す
る
所
に
非
ざ
る
が
故
な
り
。

今
〔
の
彼
れ
の
言
〕
に
於
い
て
は
非
理
の
事
が
起
こ

れ
り
。此の
中
、

第二 各論

何
の
非
理
有
る
か
。
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〈
論
主
〉

是
く
の
知
き
経
文
は
、
諸
部
が
皆
な
請
し
て
、

法
性
及
び
余
の
契
経
に
違
せ
ず
。
而
る
に
、
敢
へ
て
中

に
於
い
て
轍
(
た
や
す
v

く
非
主
慨
を
興
し
て
、
我
れ
は
〔
此

の
経
文
を
〕
諦
せ
ざ
る
が
故
に
〔
此
の
経
文
は
〕
真
の

仏
言
に
非
ず
、
と
い
ふ
は
、
唯
だ
縦
{ほ
しい
ま
ま
)
に
凶
狂

す
る
の
み
な
る
が
故
に
、
極
め
て
非
理
な
り
。

他
の
部
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
或
る
経
文
が
諦
持
さ

れ
、
そ
し
て
、
〔
こ
の
経
文
が
〕
経
や
法
性
に
違
害
し
な

い
の
に
、
こ
〔
経
文
〕
は
我
々
に
よ
っ
て
読
諦
さ
れ
な

い
か
ら
仏
語
で
な
い
、
と
説
く
こ
と
は
、
単
な
る
強
引

な
こ
じ
つ
け
に
過
ぎ
な
い
合
笹
山
富
'
自
営
E)。

持
「
非
」
大
正
本
H

「
誹
」
大
正
脚
註
異
本

此
の
文
句
は
是
れ

一
切
の
鈴
部
の
績
諭
す
る
所
に
し

て
、
此
の
文
句
は
悌
経
に
違
は
ず
、
及
び
法
爾
な
り
。
〔
然

る
に
、
此
の
文
句
は
〕
我
れ
等
に
由
り
て
績
諦
せ
ざ
る

が
故
に
此
れ
は
悌
の
言
に
非
ず
、
と
い
ふ
此
の
言
は
、

一
向
に
正
思
量
一に
非
ず
し
て
、
但
だ
強
に
由
り
て
作
せ

る
も
の
な
り
。
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第
二
項

プ
ド
ガ
ラ
は
認
識
対
象
と
し
て
説
か
れ
な
い
か
ら
存
在
し
な
い

一
切
法
は
プ
ド
ガ
ラ
と
不
一
な
る
ゆ
え
非
我
な
り
、
と
の
説
を
破
す

-
-
P
プ
ド
ガ
ラ
は
法
境
に
摂
ま
ら
な
い
の
で
意
識
の
所
識
に
な
ら
な
い

一
五
四
下
ロ

又
た
彼
の
〔
憤
子
〕
部
に
於
い
て
は
、
量
に
此
の
経
ま
た
「
一
切
法
は
非
我
で
あ
る
」
と
い
う
こ
の
経
も

〔
即
ち
〕
「

一
切
法
は
皆
な
非
我
性
な
り
」
と
謂
ふ
〔
経
彼
〔
れ
ら
慣
子
部
〕
に
は
存
在
し
な
い
の
か
〔
否
、
存

文
〕
無
か
ら
ん
や
〔
否
有
り
〕
。

在
す
る
〕
。

若
し
、
彼
〔
の
慣
子
部
〕
の
意
は
、
補
特
伽
羅
は
所
〔
一
切
法
が
非
我
で
あ
る
と
説
か
れ
る
の
は
、
〕
プ
ド

依
の
〔
五
誼
〕
法
と
不

一
不
異
な
る
が
故
に
、
〔
不
一
な
ガ
ラ
は
〔
五
組
〕
法
で
あ
る
と
も
決
し
て
言
わ
れ
な
い

る
に
よ
り
て
〕
「

一
切
法
は
皆
な
非
我
な
り
」
と
説
く
、
し
、
ま
た
〔
五
組
〕
法
と
は
別
も
の
で
あ
る
と
も
〔
言

と
謂
は
ば
、
既
に
爾
ら
ば
、
応
に
〔
法
境
の
所
摂
に
非
わ
れ
〕
な
い
〔
の
で
、
プ
ド
ガ
ラ
が
玉
繭
法
で
な
い
点
〕

ざ
る
補
特
伽
羅
は
〕
意
識
の
所
識
に
非
ざ
る
べ
し
。

か
ら
で
あ
る
、
と
〔
慣
子
部
が
〕
考
え
る
な
ら
ば
、
こ

の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
し
か
ら
ば
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
は
法

境
に
摂
ま
ら
な
い
の
で
〕
意
〔
識
)
に
よ
っ
て
識
知
さ

れ
る
こ
と
が
成
立
し
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
「
〔
根
・
境
の
〈
w

己
二
に
縁
っ
て
識
が
生

起
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
〔
経
に
〕
確
定
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

第
一
目

「
〔
根
・
境
の
F
「〕

二
に
縁
り
て
識
を
生
ず
」

決
判
す
る
が
故
な
り
。

と
経
に

十
六
右
呂
四
六
六
包

三
O
六
上
自

彼
〔
の
積
子
部
〕
に
於
い
て
此
の
経
無
し
と
矯
ん
や
。

調
は
く
、
一
切
法
は
無
我
な
り
〔
と
説
く
経
無
し
と
為

ん
や
〕
。

若
し
、
汝
〔
積
子
部
〕
が
、
人
は
是
れ
〔
五
組
〕
法

な
り
と
も
説
か
ず
、
人
は
〔
五
組
〕
法
と
異
な
り
と
も

説
か
ざ
る
〔
が
故
に
、
人
が
法
と

一
な
ら
ざ
る
に
よ
り

て

一
切
法
は
無
我
な
り
〕
と
言
は
ば
、

若
し
爾
ら
ぱ
、

此
の
人
は
謄
に
意
識
の
所
知
に
非
、
さ
る
こ
と
を
成
ず
べ

し
。

第三節プドガラについての積子部と論主との論争

「
〔
根
・
境
の
F
己

二
に
縁
り
て
識
は
生
ず
る
こ
と

を
得
」
と
経
文
に
決
す
る
に
由
る
が
故
な
り
。
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執る と、は四
すが 執云六
る是 す何七
はれ るに N

顛顛 はし二
倒倒 、 て λ
にに 是分三
〕し れ別ぷ
非 想、し心

非
我
の
も
の
に
対
し
て
我
で
あ
る
と
〔
思
う
こ

と
3
が
、
想
顛
倒
・
心
顛
倒
・
見
顛
倒
で
あ
る
。

と
〔
説
か
れ
る
こ
と
〕
が
考
察
さ
れ
る
。

非
我
の
も
の
に
対
し
て
我
で
あ
る
と
〔
思
う
こ
と
さ

は
顛
倒
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
我
に
対
し
て
〔
我
で
あ

る
と
思
う
こ
と
〕
は
〔
顛
倒
で
は
〕
な
い
。

ま
た
我
で
な
い
も
の
と
は
何
か
。

繭
・
処
・
界
で
あ
る
。

〔
非
我
の
も
の
が
組
・
処
・
界
で
あ
る
な
ら
ば
、
我

は
繭
で
な
い
か
ら
〕
ま
ず
前
に
「
〔
プ
ド
ガ
ラ
は
〕
諸
色

〔
離
〕
で
あ
る
と
も
〔
諸
色
離
で
〕
な
い
と
も
説
か
れ

る
べ
き
で
な
い
」
と
〔
積
子
部
に
よ
っ
て
〕
説
か
れ
た

と
こ
ろ
の
、
こ
れ
は
ま
ず
切
り
離
さ
れ
る
。

第
三
目

又
た
余
の
経
に
説
け
り
。

芯
調
よ
、
当
に
知
る
べ
し
。
一
切
の
沙
門
・
婆

羅
門
等
の
諸
有
の
、
我
を
執
し
て
等
随
観
見
す
る

も
の
の
一
切
は
、
唯
だ
五
取
繭
に
於
い
て
の
み
起

こ
す
。

と
。
故
に
、
我
に
依
り
て
我
見
を
起
こ
す
こ
と
無
し
、

但
だ
非
我
の
法
に
於
い
て
妄
分
別
し
て
我
と
為
す
。

等
随
観
見
の
対
象
(
五
取
組
)
を
説
く
経
を
一
不
す

ま
た
他
の
経
に
、

諸
比

E
よ
、
諸
沙
門
あ
る
い
は
諸
婆
羅
門
の
誰

で
あ
れ
、
我
で
あ
る
と
〔
思
っ
て
市
〕
随
観
見
す
る

に
あ
た
り
、
彼
ら
の
す
べ
て
は
こ
れ
ら
五
取
組
の

み
を
〔
我
で
あ
る
と
思
っ
て
〕
随
観
見
す
る
。

と
説
か
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
す
べ
て
の
我
執
は
、
非
我

の
も
の
に
対
し
て
の
み
〔
起
こ
す
の
〕
で
あ
り
(
、
我

一
五
四
下
N
C

十
六
左
。

一
五
四
下
呂

第一章プドガラ説を破す

何
が
非
我
な
る
か
。

諸
々
の
陰
・
入
・
界
な
り
。

汝
が
前
に
一
五
へ
る
「
我
は
是
れ
色
な
り
と
も
非
色
な

り
と
も
説
く
可
か
ら
ず
」
と
い
ふ
此
の
言
は
、
最
も
忍

ぶ
可
か
ら
ず
。
何
を
以
つ
て
の
故
な
る
か
。

第一編慣子部のプドガラ説を破す

四
六
七
町
三

O
六
中
。

齢
の
経
に
於
い
て
説
け
り
。

比
丘
よ
、
若
し
沙
門
・
婆
羅
門
が
我
有
り
と
観

執
す
る
こ
と
有
れ
ば
、
彼
の
一
切
は
但
だ
五
取
陰

に
依
り
て
此
の
観
執
を
起
こ
す
。

第二各論

是
の
故
に
、
一
切
は
我
に
於
い
て
我
執
を
起
こ
さ
ず
〔
、

非
我
に
於
い
て
起
こ
す
〕
。
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第
四
目

又
、
余
の
経
に
言
は
く
。

諸
有
の
、
種
種
の
宿
〔
世
〕
の
住
を
巳
に
憶
し
、

正
に
憶
し
、

当
に
憶
す
べ
き
も
の
の

一
切
は
、
唯

だ
五
取
組
に
於
い
て
の
み
起
こ
す
。

一
に
対
し
て
は
起
こ
さ
な
い
〕
。

憶
念
の
対
象
(
五
取
離
)
を
説
く
経
を
一
不
す

同
様
に
、誰
で
あ
れ
、
多
種
の
宿
世
の
生
活
を
随
憶
念
す

る
に
あ
た
り
、
巳
に
随
憶
念
し
た
者
も
、
現
に
随

憶
念
し
て
い
る
者
も
、
あ
る
い
は
随
憶
念
す
る
で

あ
ろ
う
者
も
、
彼
れ
ら
の
す
べ
て
は
こ
れ
ら
五
取

組
の
み
を
〔
随
憶
念
〕
す
る
。

と
説
か
れ
る
。

と
。
故
に
定
ん
で
、
補
特
伽
羅
有
る
こ
と
無
し
。

第
三
項

一
五
四
下
包

十
六
左
。

慣
子
部
の
反
論
を
会
通
す
る

第
一
目
「
我
れ
は
宿
世
に
色
な
ど
を
有
せ
り
」
と
説
く
経
文
の
解
釈

己
慣
子
部
・
・
・
「
我
れ
」
は
プ
ド
ガ
ラ
を
指
す
一
五
四
下
回
十
六
左
呂
四
六
七
∞

一ニ

O
六
中

5

若
し
爾
ら
ば
(
五
取
組
の
み
を
憶
す
る
な
ら
ば
)
、
何
も
し
こ
の
よ
う
〔
に
五
取
組
の
み
を
随
憶
念
し
、
プ

に
縁
り
て
此
の
経
に
は
復
た
〔
続
け
て
〕
、
ド
ガ
ラ
を
随
憶
念
し
な
い
、
と
い
う
〈
・
己
な
ら
ば
、
な

ぜ
〔
世
尊
は
引
き
続
い
て
〕
、

私
は
過
去
世
に
お
い
て
〔
こ
の
よ
う
な

3
色

を
有
し
て
い
た
。

と
言
わ
れ
る
の
か
。
〔
「
私
」
は
プ
ド
ガ
ラ
を
指
す
〈
ト
〕

我
れ
は
過
去
世
に
於
い
て
是
く
の
如
き
色
等
を

有
す
。

と
説
け
る
や
。
〔
「
我
れ
」
は
補
特
伽
羅
な
り
〕

ω
N
論
主
・
・
・
過
去
世
の
多
剃
那
に
わ
た
る
相
続
の
う
え
に
我
を
仮
説
す
る

E
有
情
が
宿
世
に
色
な
ど
を
有
し
た
こ
と
を
一
不
す
一
五
四
下
包
十
七
右
目

四
六
七
呂

三
O
六
中
戸

40 

三
O
六
中∞

復
た
有
る
一
維
に
説
け
り
。

若
し
諸
人
が
能
く
種
種
の
宿
〔
世
〕
の
住
を
憶

す
る
こ
と
有
れ
ば
、
巳
に
憶
し
、

正
に
憶
し
、

首

に
憶
す
べ
き
彼
の

一
切
は
唯
だ
五
陰
に
依
る
。

四
六
七
吋

第三節プドガラについての積子部と論主との論争

若
し
爾
ら
ぱ
(
五
陰
の
み
を
憶
す
る
な
ら
ば
)
、

経
に
〔
続
け
て
〕

一五
何
が
此
の
言
、
〔
即
ち
〕

此
の

我
れ
に
は
此
く
の
如
き
色
等
が
宿
世
に
於
い
て

巳
生
せ
り
。

と
説
け
る
や
。
〔
「
我
れ
」

は
人
な
り
)



此
〔
の
「
我
れ
」
云
々
〕
の
経
〔
説
〕
は
、
〔
宿
住
智
〔
「
私
」
云
々
の
経
説
は
、
〕
こ
の
よ
う
に
〔
宿
世
に
此
〔
の
「
我
れ
」
云
々
〕
の
言
は
、
宿
〔
世
〕
の
住

を
以
っ
て
併
〕
宿
生
の

一
相
続
〔
身
u
〕
の
中
に
〔
仮
説
お
け
る
〕
多
種
〔
の
生
活
〕
を
随
憶
念
す
る
人
々
〔
が
、
を
能
く
憶
す
る
人
が
多
種
の
宿
〔
世
〕
の
住
〔
を
有
せ

せ
る
我
の
u
〕
有
せ
し
種
種
〔
の
色
等
の
ご
の
事
を
能
こ
の
よ
う
に
ご
〔
宿
世
に
お
い
て
有
し
た
色
な
ど
を
〕
し
こ
と
〕
を
能
く
憶
す
、
と
い
ふ
こ
と
を
頴
さ
ん
が
矯

く
憶
す
、
と
い
ふ
こ
と
を
顕
さ
ん
が
為
な
り
。

〔
随
憶
念
す
る
こ
と
さ
を
説
示
す
る
。

な
り
0

5
プ
ド
ガ
ラ
が
色
な
ど
を
有
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
有
身
見
に
な
る

一
五
四
下
見
十
七
右
N

四
六
七
忌

三
O
六
中
ロ

〔
此
の
経
に
於
い
て
〕
若
し
、
実
有
の
補
特
伽
羅
が
〔
こ
の
経
に
つ
い
て
〕
も
し
、
プ
ド
ガ
ラ
が
色
を
有
若
し
、
人
が
色
を
有
す
、
と
見
れ
ば
、
謄
に
身
見
の

過
去
生
に
於
い
て
能
く
色
等
を
有
す
、
と
見
ぱ
、
如
何
す
る
、
と
見
る
な
ら
ば
、
有
身
見
に
陥
る
で
あ
ろ
う
。
過
失
に
堕
す
べ
し
。

ん
ぞ
〔
聖
人
が
は
4
2
身
見
を
起
こ
す
失
に
堕
す
る
に

非
ざ
ら
ん
や
。

或
い
は
、
応
に
誹
擁
し
て
此
の
経
無
し
と
言
ふ
べ
し
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
〔
こ
の
経
を
〕
論
説
し
な
い

こ
と
こ
そ
が
救
い
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

5
結
色
な
ど
を
有
す
る
「
私
」
は
仮
我
で
あ
る

一
五
四
下
包
十
七
右
山
四
六
七
=

一二
O
六
中
平

是
の
故
に
、
此
の
経
は
〔
五
組
〕
総
〔
体
〕
の
仮
我
一
そ
れ
ゆ
え
、
来
集
や
流
れ
な
ど
の
よ
う
に
、
プ
ド
ガ

に
依
り
て
、
色
等
を
有
す
、
と
言
へ
り
。
〔
こ
の
仮
我
は
〕
一
ラ
は
施
設
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
。

来

の

如

し

、

流

れ

の

知

し

。

一

第
二
目
一
切
智
者
が
一
切
法
を
知
る
方
法

己
慣
子
部
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
が
無
け
れ
ば
仏
陀
は
一
切
法
を
知
る
こ
と
不
可
能
一
五
五
上
回
十
七
右
品
四
六
七

Z

若
し
爾
ら
ば
(
補
特
伽
羅
が
五
描
来
集
の
仮
我
な
ら
も
し
こ
の
よ
う
〔
に
プ
ド
ガ
ラ
が
五
組
来
集
の
仮
我
〕

ば
)
、
世
尊
は
応
に

一
切
智
〔
者
〕
に
非
ざ
る
べ
し
。
〔
常
で
あ
る
な
ら
ば
、
し
か
ら
ば
、
仏
陀
は
一
切
智
者
で
な

に
有
り
て
〕
能
く
一
切
法
を
知
る
心
・
心
所
無
け
れ
ば
い
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
〔
心
心
所
は
〕
剃
那
的

な
り
(
無
心
心
所
能
知

一
切
法
)
。
〔
そ
の
所
以
は
〕
剃
那

存
在
で
あ
る
の
で
、
〔
常
に
有
り
て
〕

一
切
を
知
る
で
あ

利
那
に
、

異
な
る
〔
心
・
心
所
〕
の
生
滅
す
る
が
故
な
ろ
う
と
こ
ろ
の
い
か
な
る
心
あ
る
い
は
諸
心
所
も
、
存

り
。

在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

若
し
我
を
説
か
ざ
れ
ば
、

一
切
の
色
等
は
則
ち
属
す

る
処
無
き
が
故
に
、
〔
此
の
経
に
「
我
れ
」
と
仮
り
に
〕

説
く
。
此
〔
の
我
〕
の
言
は
我
(
人
)
を
顕
は
さ
ん
が
為

〔
に
説
く
〕
に
あ
ら
ず
。

第一章プ ドガラ説を破す

一
是
の
故
に
、
人
は
是
れ
蝦
名
有
な
り
。
誓
へ
ば
来

一
流
等
の
如
し
。

第一編憤子部のプ ドガラ説を破す

三
O
六
中
エ

若
し
爾
ら
ば
(
人
が
五
陰
来
集
の
仮
我
な
ら
ば
)
、
悌

世
尊
は
患
に
一
切
智
人
と
成
る
べ
か
ら
ず
。
何
を
以
つ

て
の
故
に
と
い
ふ
に
、
〔
常
に
有
り
て
〕
能
く

一
切
法
を

知
る
心
と
及
び
心
法
有
る
こ
と
無
け
れ
ば
な
り
(
無
有
心

及
心
法
能
知

一
切
法
)
。
〔
そ
の
所
以
は
、
心
心
所
法
が
〕

剃
那
剃
那
に
生
滅
す
る
が
故
な
り
。

第二 各論41 



若
し
我
有
り
と
許
さ
ば
、
〔
我
は
剃
那
に
減
せ
ず
し
て

多
時
を
経
て
も
停
ま
り
て
u
、
一
切
法
を
〕
能
く
遍
知
す

可
し
。
〔
故
に
、
世
尊
は
一
切
智
者
な
り
〕

一
し
か
し
、
プ
ド
ガ
ラ
は
〔

一
切
を
〕
知
る
で
あ
ろ
う
。
〔
し

一
た
が
っ
て
、
仏
陀
は
プ
ド
ガ
ラ
に
よ
っ
て
一
切
を
知
る

一
か
ら
一
切
智
者
で
あ
る
。
〕

一
是
の
故
に
、
人
は
〔

一
切
を
〕
能
く
知
る
。
〔
故
に
、
世

一
尊
は
一
切
智
人
な
り
。
〕

42 

ωω
論
主
、
仏
陀
は
相
続
身
中
に
自
在
に
遍
知
す
る
功
能
が
あ
る
の
で

一
切
智
者
な
り

一
五
五
上
ω

十
七
右
∞
四
六
七
エ

三
O
六
中

E

〔
我
が
知
る
と
せ
ば
〕
補
特
伽
羅
〔
な
る
我
〕
は
則
こ
の
よ
う
〔
に
プ
ド
ガ
ラ
が
一
切
を
知
る
〕
な
ら
ば
、
若
し
爾
ら
ば
(
人
が
一
切
を
知
る
な
ら
ば
)
、
心
の
滅

ち
応
に
常
住
な
る
べ
し
。
心
の
滅
す
る
時
に
も
此
〔
の
し
か
ら
ば
、
心
の
消
滅
す
る
と
き
に
も
プ
ド
ガ
ラ
は
消
す
る
時
に
も
、
人
は
不
滅
な
り
と
執
す
る
に
由
る
が
故

補
特
伽
羅
〕
は
不
滅
な
り
、
と
許
す
が
故
な
り
。
減
し
な
い
こ
と
が
容
認
さ
れ
る
か
ら
、
こ
〔
の
プ
ド
ガ
に
、
汝
は
則
ち
己
に
、
人
が
是
れ
常
住
な
り
、
と
許
す

ラ
〕
は
常
住
で
あ
る
、
と
容
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
と
を
信
ず
べ
し
。

是
く
の
如
く
な
ら
ば
、
使
ち
汝
が
所
許
の

は
不
常
不
断
な
り
と
の
〕
宗
を
越
ゆ
。

我
等
は
、
仏
は

一
切
に
於
い
て
能
く
頓
に
遍
知
す
る
が

故
に
一
切
智
者
と
名
づ
く
、
と
は
言
は
ず
。

〔
補
特
伽
羅

但
だ
、
相
続
に
堪
能
有
る
に
約
す
る
が
故
〔
一
切
智

者
と
名
ゃ
つ
く
る
〕
な
り
。
謂
は
く
、
仏
の
名
を
得
る
諸

離
の
相
続
に
、
是
く
の
如
き
殊
勝
な
る
堪
能
、
〔
即
ち
〕

織
か
に
作
意
す
る
時
に
知
ら
ん
と
欲
す
る
所
の
境
に
於

い
て
無
倒
の
智
の
起
こ
る
〔
と
い
ふ
殊
勝
な
る
堪
能
〕

を
成
就
す
る
が
故
に
、

一
切
智
〔
者
〕
と
名
づ
く
。

一
念
に
於
い
て
能
く
頓
に
遍
知
す
る
に
非
ず
。

故
に
、
此
の
中
に
於
い
て
是
く
の
如
き
煩
有
り
。

〔
火
の
〕
相
続
に
〔
一
切
を
焼
く
堪
〕
能
有
る
に

由
り
て
、

火
が
一
切
を
食
す
る
が
如
く
、

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、

一
切
〔
の
対
象
〕
に
対
し
て

〔
瞬
時
に
『
要
髄
灯
』
〕
智
が
現
前
す
る
か
ら
仏
陀
が
一
切

智
者
で
あ
る
、
と
説
く
の
で
は
な
い
。

し
か
ら
ば
、
ど
う
で
あ
る
の
か
。

〔
相
続
体
に
〕
功
能
が
あ
る
か
ら
〔

一
切
智
者
〕
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
陀
と
称
さ
れ
る
こ
の
相
続
体
で

あ
る
と
こ
ろ
の
彼
れ
に
は
、
〔
知
ろ
う
と
九
六
、
〕
欲
す
る

も
の
に
心
を
向
け
る
だ
け
で
〔
そ
れ
に
つ
い
て
の
〕
非

顛
倒
の
智
が
生
起
す
る
と
い
う
、
こ
の
功
能
が
存
在
す

る
か
ら
〔

一
切
智
者
と
称
さ
れ
る
の
〕
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
言
う
。

喰
え
ば
、
〔
火
は
、
〕
相
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
〔

一

切
を
焼
き
尽
く
す
〕
功
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、

火
が
一
切
を
食
べ
尽
く
す
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

我
等
は
、

一
切
の
境
に
於
い
て
智
が

一
時
に
現
前
す

る
こ
と
に
由
り
て
悌
世
尊
は
是
れ
一
切
智
な
り
、
と
は

説
か
ず
。

若
し
爾
ら
ざ
れ
ば
、
此
れ
は
云
何
。

是
れ
〔
諸
陰
の
〕
相
績
を
稿
し
て
悌
と
矯
す
。
〔
悌
の

諸
緬
の
相
続
に
は
〕
此
く
の
如
き
勝
能
、
〔
即
ち
〕
随

〔
意
〕
に
知
ら
ん
と
欲
す
る
所
の
境
の
中
に
於
い
て
唯

だ
心
を
週
す
る
こ
と
の
み
に
由
り
て
智
の
無
倒
な
る
も

の
を
生
ず
る
〔
と
い
ふ
勝
能
〕
有
る
が
故
に
、
一
切
智

〔
者
〕
と
稲
す
。

第三節プドガラについての犠子部と論主との論争

此
の
中
に
偏
を
説
く
。

〔
火
の
〕
相
績
に
〔

一
切
を
焼
く
勝
〕

由
り
て
、

能
有
る
に

火
が
一
切
を
食
す
、
と
稽
す
。



是
く
の
如
く
〔
相
続
に
堪
能
有
る
に
よ
り
て
〕

切
智
〔
者
〕
な
り
。

頓
に
遍
知
す
る
こ
と
に
由
〔
り
て

一
切
智
者
な〕

る
に
非
ず
。

色
相
続
身
中
に

一
切
法
を
知
る
功
能
の
あ
る
根
拠

〈
積
子
部
v

如
何
に
し
て
、
相
続
に
〔
堪
能
有
る
に
〕

約
し
て
一
切
法
を
知
る
と
説
き
、
我
(
補
特
伽
羅
)
が
〔
一

切
法
を
〕
遍
知
す
る
に
非
ず
、
と
知
る
こ
と
を
得
る
か
。

〈
論
主
〉
仏
世
尊
に
は
三
世
有
り
、
と
説
け
る
が
故
な

り
。
何
処
に
於
い
て
説
け
る
か
。
有
る
頒
に
言
ふ
が
如

し

若
し
く
は
過
去
の
諸
仏
、

若
し
く
は
未
来
の
諸
仏
、

若
し
く
は
現
在
の
諸
仏
、

〔
此
れ
ら
の
諸
仏
は
〕
皆
な
衆
生
の
憂
を
減
す
。

汝
が
宗
に
て
は
、
唯
だ
〔
五
〕
殖
の
み
に
三
世
有
り
て
、

数
取
趣
に
は
{
三
世
有
る
に
〕
非
ず
、
と
許
す
が
故
に
、

定
ん
で
応
に
爾
な
る
(
相
続
に
約
し
て
智
を
説
く
)
べ

し
。

説

一
切
有
部
倶
舎
論

巻
第
二
十
九

同
様
に
、
〔
相
続
体
に
功
能
が
あ
る
の
で
〕

者
と
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

瞬
時
に

一
切
〔
の
対
象
〕
を
知
る
か
ら

者
と
認
め
ら
れ
る
の
〕
で
は
な
い
。

切
智

〔
一
切
智

一
五
五
上
巳
十
七
左
#
四
六
七
包

一二

O
六
中
立

〔
一
切
智
者
と
称
さ
れ
る
の
は
、
相
続
体
に
自
在
に

知
る
功
能
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
プ
ド
ガ
ラ
に
こ
の
功

能
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
、
と
い
う
〈
・
己
こ
の
こ
と
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
理
解
さ
れ
る
か
。

〔
経
に
〕
「
過
去
〔
の
諸
仏
〕
な
ど
」
と
説
か
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

過
去
の
諸
等
覚
者
な
る
も
の
も
、
そ
し
て
、

未
来
の
諸
仏
な
る
も
の
も
、
そ
し
て
、

現
在
の
等
覚
者
な
る
も
の
も
、

〔
こ
れ
ら
の
諸
仏
は
〕
多
く
〔
の
衆
生
〕
の
憂
を

除
く
。

と
。
そ
し
て
、
汝
ら
に
よ
っ
て
、
諸
離
の
み
が
三
世
に

属
す
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
フ
ド
ガ
ラ
は
〔
三
世
に
属

さ
〕
な
い
〔
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
〕
。

〔
一
切
智
者
が
〕
遍
知
す
と
説
く
こ
と
も
亦
た
然

(
相
続
に
勝
能
有
る
に
由
る
)
な
り
。

倶
〔
時
〕
に
悉
く
解
す
る
に
由

と
称
す
る
に
あ
〕
ら
ず
。

〔
り
て
、

切
智

第ー章プドガラ説を破す

〔
相
続
に
勝
能
有
る
に
約
し
て

一
切
智
者
と
称
さ
れ

る
〕
此
の
義
は
、
云
何
に
し
て
知
る
可
き
か
。

過
去
等
の
〔
一
二
〕
世
〔
の
悌
〕

な
り
。
偏
に
日
ふ
が
如
し
。

を
説
く
に
由
る
が
故

是
れ
過
去
の
諸
悌
な
る
も
、

是
れ
未
来
の
諸
梯
な
る
も
、

是
れ
現
在
世
の
悌
な
る
も
、

〔
此
れ
ら
は
〕
能
く
衆
生
の
憂
を
除
く
。

汝
等
は
、
但
だ
五
陰
の
み
に
三
世
有
り
と
許
し
、

〔
三
世
有
り
〕
と
許
す
に
非
ず
。

人

第一編 槽子部のプドガラ説を破す第二各論43 



阿
毘
達
磨
倶
合
論
巻
第
三
十

尊
者
世
親
造

三
蔵
法
師
玄
柴
奉
一
五
五
上
巴

詔
諜

破
執
我
品
第
九
之
二

第
三
目
重
担
を
荷
う
者
、
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
、
と
説
く
経
に
つ
い
て

己
犠
子
部・・・
重
担
を
荷
う
も
の
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
ゆ
え
、
プ
ド
ガ
ラ
は
実
有

一
五
五
上
自

一
右
。
四
六
八
戸

〈
積
子
部
〉

若
し
唯
だ
五
取
離
を
補
特
伽
羅
と
名
づ
け
も
し
諸
離
そ
の
も
の
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
な
ら
ば
、

ば
、
何
が
故
に
世
尊
は
是
く
の
如
き
説
を
作
し
た
ま
ふ
何
故
、
〔
世
尊
は
〕
つ
ぎ
の
こ
と
を
言
わ
れ
る
の
か
。
〔
す

や

、

〔

即

ち

〕

な

わ

ち

〕

吾
れ
は
今
、
汝
の
為
に
、
諸
々
の
重
担
と
重
担
諸
比

E
よ
、
汝
ら
の
た
め
に
、
〔
私
は
〕
重
荷
と
重

を
取
る
こ
と
と
捨
す
る
こ
と
と
重
担
を
荷
ふ
者
と
荷
を
取
る
こ
と
と
重
荷
を
捨
て
る
こ
と
と
重
荷
を

を

説

か

ん

。

担

う

者

と

を

説

き

ま

し

ょ

う

。

と
。
〔五
取
繭
が
補
特
伽
羅
な
ら
ば
、
此
の
経
中
に
「
重

と
。
〔
諸
績
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
経
に
「
重

担
を
荷
ふ
者
」
等
と
説
く
べ
か
ら
ず
。

u
〕
荷
を
担
う
者
」
な
ど
と
説
か
れ
な
い
で
あ
ろ
う
は
〕
。

〈
論
主
〉
〔
五
取
離
が
補
特
伽
羅
な
ら
ば
〕
何
に
縁
り
〔
諸
離
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
な
ら
ば
〕
何
故
、
こ
〔
の

て
か
、
此
こ
に
於
い
て
仏
は
応
に
〔
重
担
を
荷
ふ
者
な
重
担
を
担
ふ
者
な
ど
〕
の
こ
と
が
説
か
れ
る
べ
き
で
な

ど
と
〕
説
き
た
ま
ふ
べ
か
ら
ざ
ら
ん
。

い
の
か
。

〈
積
子
部
〉

応
に
〔
所
荷
な
る
〕
重
担
を
即
ち
能
荷
と
な
ぜ
な
ら
ば
、

重
荷
そ
の
も
の
が
重
荷
を
担
う
者
で

名
づ
く
べ
か
ら
ず
。
〔
重
担
を
荷
ふ
者
と
は
補
特
伽
羅
な
あ
る
こ
と
は
、
理
に
合
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
〔
重
荷
を

り
。
〈u
己

担

う

者

と

は

プ

ド

ガ

ラ

で

あ

る

、

と

い

う

こ

と

が

意

趣

さ
れ
て
い
る
。
〈
w
F
〕

い
か
な
る
理
由
で
か
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
〔
重
荷
が
重
荷
を
担
う

者
で
あ
る
こ
と
〕
は
現
見
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

〈
論
主
〉

所
以
は
何
ん
。

〈
慣
子
部
〉

曾
っ
て
未
だ
〔
重
担
が
重
担
を
荷
ふ
者
な

る
こ
と
を
〕
見
ざ
る
が
故
な
り
。
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一二

O
六
中
日

若
し
唯
だ
五
陰
を
人
と
名
ゃ
つ
け
ば
、

を
説
き
た
ま
ふ
や
。

一艇
に
云
は
く
、

云
何
ぞ
此
の
一粧

我
れ
は
今
、
汝
の
震
に
、
重
携
と
重
携
を
取
る

こ
と
と
重
掘
を
捨
す
る
こ
と
と
重
措
を
荷
負
す
る

も
の
と
を
説
か
ん
。

〔
五
陰
が
人
な
ら
ば
、
〕
云
何
が
此
〔
の
重
担
を
荷
負

す
る
者
な
ど
〕
の
言
は
説
く
可
か
ら
ざ
ら
ん
。

第三節 プ ドガラについての慣子部と論主との論争

重
憶
が
自
ら
重
携
を
荷
負
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
故

な
り
。
〔
重
担
を
荷
負
す
る
者
と
は
人
で
あ
る
〈
W
C

云
何
が
、
此
の
事
、
能
は
ざ
ら
ん
。

〔
重
担
が
重
担
を
荷
負
す
る
者
な
る
こ
と
は
〕

て
見
る
所
に
非
ざ
る
が
故
な
り
。

曾
つ



ω
∞
論
主
主
論
主
難
・
・
・
不
可
説
で
あ
る
プ
ド
ガ
ラ
を
能
荷
者
と
説
く
失

己
プ
ド
ガ
ラ
が
不
可
説
で
な
く
な
る

一
五
五
上
自

一
右
∞
四
六
人
中

三
O
六
下
ω

〔
補
特
伽
羅
が
重
担
を
荷
ふ
者
な
り
、
と
説
か
ぱ
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
が
重
荷
を
担
う
者
で
あ
る
、
と
説
く
な

補
特
伽
羅
は
〕
不
可
説
な
り
、
と
〔
説
く
〕
事
も
亦
た
ら
ば
、
プ
ド
ガ
ラ
が
〕
不
可
説
で
あ
る
こ
と
も
、
理
に

応

に

説

く

べ

か

ら

ず

。

合

わ

な

い

。

所
以
は
何
ん
。

い
か
な
る
理
由
で
か
。

亦
た
未
だ
〔
不
可
説
の
事
を
説
く
こ
と
を
〕
見
ざ
る
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
〔
不
可
説
な
も
の
に
つ

が
故
な
り
。
〔
若
し
説
け
ば
、
即
ち
可
説
な
り
。
併
〕
い
て
説
く
こ
と
〕
は
、
現
見
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

お
重
担
を
取
る
も
の
(
渇
愛
)
も
離
の
摂
で
な
い
こ
と
に
な
る

又
た
〔
重
担
を
荷
ふ
者
が
補
特
伽
羅
が
諸
緬
の
所
摂

に
非
ざ
る
が
如
く
、
〕
重
担
を
取
る
〔
者
〕
も
応
に
離
の

摂
に
非
ざ
る
べ
し
。

重
担
が
自
ら
〔
重
担
を
〕
取
る
こ
と
、
曾
っ
て
未
だ
見

ざ
る
が
故
な
り
。
然
る
に
、
経
に
、

愛
を
〔
重
〕
担
を
取
る
者
と
名
づ
く
。

と
説
け
り
。
既
に
即
ち
〔
愛
は
〕
離
の
摂
な
り
。

〔
故
に
、

重
担
を
〕
荷
ふ
者
〔
な
る
補
特
伽
羅
〕
も

応
に
然
な
る
(
離
の
摂
な
る
)
べ
し
。
即
ち
、
諸
殖
に
於

い
て
数
取
趣
を
立
つ
。

σω
論
主
釈
経

己
経
文
は
プ
ド
ガ
ラ
が
施
設
有
で
あ
る
こ
と
を
示
す

然
る
に
、
〔
慣
子
部
の
如
く
〕
此
の
補
特
伽
羅
が
是
れ

不
可
説
・
常
住
・
実
有
な
り
、
と
謂
ふ
こ
と
を
恐
る
る

が
故
に
、
此
の
経
〔
中
〕
に
て
後
に
仏
は
自
ら
釈
し
て

〔
次
の
知
く
〕
言
は
く
、
〔
即
ち
〕

一
五
五
中
同

一
右
。
四
六
八
h
F

コ一

O
六
下
N

そ
し
て
〔
重
荷
を
担
う
プ
ド
ガ
ラ
が
諸
殖
に
包
摂
さ

れ
な
い
よ
う
に
、
〕
重
担
を
取
る
〔
者
〕
も
ま
た
殖
に
包

摂
さ
れ
な
い
過
失
に
陥
る
か
ら
で
あ
る
。

一
五
五
中
点

一
右
=
四
六
人
間

一ニ

O
六
下
ω

重
荷
を
担
う
者
に
つ
い
て
、
世
尊
に
よ
っ
て
、

〔
人
が
重
担
を
荷
負
す
る
者
な
り
、
と
説
け
ば
、
人

は
〕
不
可
言
な
り
〔
と
説
く
こ
と
〕
も
亦
た
言
ふ
可
か

ら
ず
。

第一章プ ドガラ説を破す

此
の
〔
不
可
言
の
事
を
言
ふ
〕

所
に
非
ざ
る
が
故
な
り
。

事
は
、

曾
っ
て
見
る

復
た
次
に
〔
重
担
を
荷
負
す
る
我
が
諸
陰
の
摂
に
非

ざ
る
が
知
く
、
〕
謄
に
、
重
措
を
取
る
〔
者
〕
も
陰
の
所

撮
に
非
ず
、
と
立
つ
べ
し
。

第一編慣子部のプ ドガラ説を破す第二 各論

此
(
次
)
の
義
を
成
ぜ
ん
が
震
の
故
に
、

重
携
を
荷
負
す
る
人
を
分
別
し
て
、

悌
世
尊
は
、
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但
だ
世
俗
に
随
っ
て
、
此
の
具
寿
に
は
是
く
の

如
き
名
有
り
、
と
説
く
。

と
乃
至
広
説
す
。
上
の
所
引
の
『
人
経
』
の
文
句
の
如

き
は
、
此
の
補
特
伽
羅
が
可
説
・
無
常
・
非
実
有
性
な

る
こ
と
を
了
ぜ
令
め
ん
が
為
な
り
。

こ
の
尊
者
は
こ
の
よ
う
な
名
称
を
有
し
、
な
い

し
、
こ
の
よ
う
に
長
い
間
に
わ
た
っ
て
住
し
、
こ

の
よ
う
な
寿
命
を
ま
っ
と
う
す
る
。

と
説
か
れ
る
の
は
、
こ
の
彼
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
〕
が
こ
〔
こ

に
説
か
れ
た
〕
よ
う
に
、
〔
施
設
有
で
あ
る
と
〈
-
F
〕
了

知
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
相
違
し
て
〔
実
有
の
プ
ド
ガ
ラ

が
F
C
常
住
あ
る
い
は
不
可
説
で
あ
る
と
了
知
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
、
と
い
う
[
こ
と
を
示
す
〕
目
的
の
た
め

に
で
あ
る
。

。ω
五
績
を
重
担
を
荷
う
者
と
名
づ
け
る
理
由

一
五
五
中
∞
一
左
ω

四
六
八
斗

三
O
六
下
吋

五
取
組
が
自
ら
相
い
逼
害
す
る
こ
と
に
即
し
て
重
担
そ
し
て
、
諸
離
そ
の
も
の
が
諸
識
を
逼
害
す
る
よ
う

の
名
を
得
。
前
前
の
剥
那
〔
の
五
取
離
〕
は
後
後
〔
の
に
は
た
ら
き
、
前
〔
利
那
の
諸
撞
〈
ト
〕
が
後
〔
剃
那
の

剃
那
の
五
取
離
〕
を
引
く
(
荷
ふ
)
が
故
に
〔
前
剃
那
の
諸
殖
〈
匂
己
を
逼
害
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
〔
逼

五
取
離
を
〕
名
づ
け
て
〔
重
担
の
能
〕
荷
者
と
為
す
。
害
す
る
諸
離
は
〈
w

己
重
荷
で
も
あ
り
、
〔
逼
害
さ
れ
る

故
に
実
有
の
補
特
伽
羅
〔
を
名
づ
け
て
能
荷
者
と
為
す
諸
離
は
〕
重
荷
を
担
う
者
で
も
あ
る
、
と
考
え
て
〔
経

俳

〕

に

非

ず

。

に

そ

の

よ

う

に

〕

説

か

れ

た

。

な

ぜ

な

ら

ば

、

逼

害

の

意
味
で
重
荷
と
〔
説
か
れ
る
〕
か
ら
で
あ
る
。

第
四
目
化
生
を
機
無
す
る
こ
と
は
邪
見
で
あ
る
、

巳
慣
子
部
、
経
を
引
く
一
五
五
中
。
一
左
町
四
六
人
。
一
ニ

O
六
下
∞

補
特
伽
羅
は
定
ん
で
応
に
実
有
な
る
べ
し
。
契
経
に
、
プ
ド
ガ
ラ
は
ま
さ
し
く
存
在
す
る
。

諸
々
の
、
化
生
有
情
を
接
無
す
る
こ
と
有
る
は
、

邪
見
の
摂
な
り
。

と
説
く
を
以
つ
て
の
故
な
り
。

と
説
く
経
に
つ
い
て

な
ぜ
な
ら
ば
、

化
生
の
有
情
が
存
在
し
な
い
と

は
、
邪
見
で
あ
る
。

と
〔
経
に
〕
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
考
え
る
こ
と
〕

是
れ
命
者
は
此
く
の
如
き
名
、
此
く
の
知
き
姓
、

乃
至
、
此
く
の
如
き
久
住
、
及
び
害
時
際
な
り
。
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と
し
た
ま
ふ
。
〔
此
れ
は
〕
臆
に
知
る
べ
し
、
是
れ
重
櫓

を
荷
負
す
と
名
づ
く
る
〔
人
〕
は
、
別
物
と
し
て
怠
知

し
て
、
或
い
は
常
住
と
属
す
と
執
し
、
或
い
は
不
可
言

と
矯
す
と
執
す
る
こ
と
を
作
す
こ
と
勿
れ
、
と
。

諸
陰
は
自
ら
能
く
諸
陰
を
減
す
〔
る
が
故
に
、
重
担

と
名
づ
く
〕
。
謂
は
く
、
前
の
陰
が
後
の
陰
に
於
い
て
重

搬
を
荷
負
す
る
義
を
頼
は
さ
ん
が
震
の
故
に
、
此
の
文

を
説
く
。

第三節プドガラについての積子部と論主との論争

必
ず
定
ん
で
人
有
り
。
何
を
以
つ
て
の
故
な
る
か
、

と
い
ふ
に
、
此
の
一
維
に
、

自
然
生
の
衆
生
無
し
と
い
ふ
此
の
執
は
、

邪
見
な
り
。

是
れ



第
五
目
ご
の
プ
ド
ガ
ラ
が
生
じ
る
」
と
説
く
経
に
つ
い
て

己
「

一
の
プ
ド
ガ
ラ
」
と
説
く
点
に
つ
い
て
論
主
破
・
・
・
五
離
の
総
衆
を

一
の
プ
ド
ガ
ラ
と
説
く

匙
論
主
破

E
化
生
有
情
は
五
離
で
あ
り
、
プ
ド
ガ
ラ
で
は
な
い

誰
か
「
化
生
有
情
有
る
こ
と
無
し
」
と
言
ふ。

仏
の
所
言
の
如
く
、
我
れ
も
「
〔
化
生
有
情
芯
有
り
」

と
説
く
が
故
な
り
。

謂
は
く
、
〔
五
〕
離
の
相
続
し
て
能
く
後
世
に
往
く
こ
と
、

胎
〔
生
〕
・
卵
〔
生
〕
・
湿
〔
生
〕
に
由
ら
ざ
る
を
化
生

有
情
と
名
づ
く
。
此
〔
の
化
生
有
情
〕
を
接
〔
無
〕
し

て
無
と
為
す
が
故
に
、
〔
こ
の
見
は
〕
邪
見
の
摂
な
り
。

化
生
す
る
諸
離
は
理
実
に
は
有
る
が
故
な
り
。

思
プ
ド
ガ
ラ
を
接
無
す
る
邪
見
は
存
在
し
な
い

又
た
、
此
の
邪
見
が
補
特
伽
羅
を
誘
る
こ
と
な
り
と

許
さ
ば
、
汝
等
は
応
に
、
是
〔
の
邪
見
〕
は
何
所
断
な

る
か
、
を
言
ふ
べ
し
。

〔
此
の
邪
見
が
〕
見
〔
所
断
〕
・
修
所
断
な
る
こ
と
、
理

と
し
て
並
び
に
然
ら
ず
。
補
特
伽
羅
は
〔
四
〕
諦
の
摂

に
非
ざ
る
が
故
な
り
。
〔
亦
た
〕
邪
見
は
応
に
修
所
断
な

る
べ
か
ら
ざ
る
が
故
な
り
。

若
し
経
に
、

一
五
五
中
=

一
左
⑦
四
六
八
∞

一二

O
六
下
。

そ
こ
で
、
誰
が
「
化
生
の
有
情
は
存
在
し
な
い
」
と

い
う
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
か
。

実
に
有
情
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
世
尊

が
『
人
経
』
に
お
い
て
分
別
さ
れ
た
と
我
々
は
言
う。

そ
れ
ゆ
え
、
お
よ
そ
、
来
世
に
化
生
す
る
有
情
と
称
さ

れ
る
〔
五
〕
離
の
相
続
を
援
無
す
る
者
、
彼
れ
に
は
「
化

生
の
有
情
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
こ
の
邪
見
が
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
諸
離
は
化
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。

一
五
五
中
エ

一
左
。
四
六
八
尽

三
O
六
下
呂

こ
の
邪
見
が
プ
ド
ガ
ラ
を
楼
無
す
る
こ
と
で
あ
る
な

ら
ば
、
〔
こ
の
邪
見
は
〕
何
の
所
断
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

実
に
こ
〔
の
邪
見
〕
が
見
〔
所
断
〕
・
修
所
断
で
あ
る
こ

と
は
理
に
合
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
プ
ド
ガ
ラ
は

(
四
〕
諦
に
摂
ま
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
五
五
中
口

〔
経
に
〕

何
人
か

「
自
然
生
の
衆
生
無
し
」
と
説
く
。

悌
世
尊
が
衆
生
を
分
別
し
た
ま
ふ
が
知
く
、
我
れ
も

「
亦
た
爾
な
り
(
自
然
生
の
衆
生
有
り
)
」
と
説
く
。

是
の
故
に
、
若
し
人
は
、
齢
生
の
中
に
於
い
て
自
然
生

の
五
陰
の
相
績
に
し
て
世
特
聞
に
て
立
て
て
自
然
生
の
衆

生
と
名
ゃつ
く
る
も
の
を
接
無
せ
ば
、
此
の
人
は
邪
見
〔
即

ち
〕
自
然
生
の
衆
生
無
し
と
謂
ふ
〔
見
〕
を
起
こ
す
、

と
説
く
。
諸
陰
の
自
然
に
生
ず
る
こ
と
有
る
に
由
る
が

故
な
り
。

「
世
」
宮
本
H

「世

一
」
大
正
本

第一章プドガラ説を破す

* 

第一編慣子部のプ ドガラ説を破す

是
れ
汝
の
所
説
の
、
人
を
援
〔
無
〕
す
る
こ
と
が
邪

見
な
り
、
と
せ
ば
、
〔
こ
の
邪
見
は
〕
何
諦
を
見
て
減
せ

ら
る
る
か
。

此
の
邪
見
は
、
謄
に
見
諦
に
由
り
て
減
す
べ
か
ら
ず
、

亦
た
謄
に
修
道
に
由
り
て
減
す
べ
か
ら
ず
。
何
を
以
つ

て
の
故
な
る
か
と
い
ふ
に
、
人
は
四
諦
の
撮
に
属
せ
ざ

る
が
故
な
り
。

一一一一 右

第二 各論

四
六
八
エ

三
O
六
下
回
⑦

若
し
汝
が
、

有
る
別
な
粧
を
読
と
属
し
て
、

〔
五
〕
陰
に
非
、
さ
る
こ
と
を
癒
す
、
〔
即
ち
〕

人
は

一同
g
v
」

、

i
l
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色
「
プ
ド
ガ
ラ
が
生
じ
る
」
と
説
く
点
に
つ
い
て
論
主
破
・
・
・
生
じ
る
も
の
は
有
為
法
で
あ
る
か
ら
プ
ド
ガ
ラ
も
有
為
法
に
な
る

E
論
主
破
、
非
有
為
法
非
無
為
法
で
あ
り
殖
と
不

一
不
異
で
あ
る
プ
ド
ガ
ラ
を
破
す

己
非
有
為
法
非
無
為
法
と
し
て
の
プ
ド
ガ
ラ
を
破
す

E
論
主
難
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
は
生
じ
る
の
で
有
為
法
に
な
る

或
い
は
、
補
特
伽
羅
は
応
に
、
有
為
〔
法
〕
の
摂
な

り
、
と
許
す
べ
し
。

〔
前
掲
の
〕
契
経
に
、

世
間
に
生

〔じ
在〕

す
。

と
説
け
る
を
以
つ
て
の
故
な
り
。

鳥
積
子
部
救
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
が
生
じ
る
と
は
プ
ド
ガ
ラ
が
別
の
離
を
取
る
こ
と
で
あ
る
一
五
五
中
日
。

此
こ
に
言
ふ
「
生
」
は
、
離
の
新
た
に
起
こ
る
が
如
諸
離
が
新
た
に
出
現
す
る
か
ら
〔
生
起
す
る
〕
ょ
う

き
に
非
ず
。

に
、
そ
の
よ
う
に
彼
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
〕
が
生
起
す
る
の

で
は
な
い
。

な
ら
ば
、

一
の
補
特
伽
羅
有
り
て
、
世
間
に
生
じ
在
す
。

と
説
け
る
[
こ
の
補
特
伽
羅
は
〕
応
に
離
に
非
る
べ
し
、

と
〔
積
子
部
が
〕
謂
は
ば
、
〔
こ
れ
も
〕
亦
た
理
に
応
ぜ

ず
。
此
れ
は
総
〔
殖
の
緊

y
NT〕
の
中
に
於
い
て
仮
り
に
「

一
」

〔
補
特
伽
羅
u
〕
と
説
く
が
故
な
り
。

世
間
に
お
い
て
、
〔
衆
多
の
極
微
を
u
〕

一
麻
・

一
米、

〔
多
く
の
穀
麦
を
u
〕

と
説
く
が
如
し
。

一
来
、
〔
多
念
の
音
声
を
u
〕

何
の
義
に
依
り
て
「
世
間
に
生
じ
在
す
」
と
説
く
か
。

= 
にコ

世
間
に
お
い
て

一
の
プ
ド
ガ
ラ
が
現
起
し
て
生

起
す
る
。

と
説
か
れ
る
か
ら
[
こ
の
プ
ド
ガ
ラ
は
〕
諸
離
で
は
な

い
、
と
〔
積
子
部
が
〕
い
う
な
ら
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
集
合
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
も
、

ご

」

と
仮
説
す
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
世
間
で
〔
八
事
か
ら
成
っ
て
い
て
も
F
?
と

一
胡
麻
・
一
穀
物
〔
と
い
う
〕
が
ご
と
き
で
あ
り
、

そ
し
て
〔
多
く
の
豆
を
戸
〕
一
来
集
、
〔
多
音
節
を
巴

語
〔
と
い
う
〕
が
ご
と
き
で
あ
る
。

一
五
五
中
冨
二
右
ω

あ
る
い
は
、
プ
ド
ガ
ラ
は
有
為

説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

〔
な
ぜ
な
ら
ば
、
プ
ド
ガ
ラ
は
〕

が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

四
六
八
広

〔法〕

三
O
六
下
呂

で
あ
る
、
と

生
起
を
有
す
る
こ
と

ど
の
よ
う
に
し
て

〔生
起
す
る
の
〕

か
二
右
#

一
の
人
が
世
間
に
於
い
て
向
生
し
て
生
ず
る
と

と
は
、
多
く
の
人
を
利
益
し
安
柴
せ
ん
が
為
な
り
。

と
言
へ
り
、
贋
説
す
る
こ
と
経
の
如
し
、
此
の
経
の
言

に
由
る
が
故
に
、
人
は
〔
五
〕
陰
に
非
ず
、
と
言
は
ば
、

是
の
義
は
然
ら
ず
。

来
の
中
に
於
い
て
も
一
を
偲
説
す
る
に
由
る
が
故
な

M
ツ。
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警

へ
ば
、

[八
事
所
成
な
る
も
〕

一
麻・

一
米
と
説
き
、

〔
多
音
の
〕

或
い
は

し
。

一
衆
に
於
い
て
一
一
言
と
説
く
が
知

〔
亦
た
〕

一
山・

一
屋
と
説
く
が
如
し
。

第三節プドガラについての積子部と論主と の論争

臆
に
、
人
は
即
ち
是
れ
有
馬
な
り
、

と
説
く
べ
し
。

汝
は
、
[
人
が
〕
生
ず
る
こ
と
を
有
す
、
と
許
す
に
由
る

が
故
な
り
。

四
六
八
広
三
一

O
六
下
ど

陰
に
し
て
先
に
未
だ
有
ら
ざ
る
も
の
が
後
に
有
る
が

如
く
に
人
も
生
ず
と
い
ふ
こ
と
は
、
爾
ら
ず
。

爾
ら
ざ
れ
ば
、

云
何
。



此
れ
は
今
時
、
〔
補
特
伽
羅
が

y
z

義
に
依
り
て
な
り
。

世
間
に
お
い
て
、
能
嗣
者
の
生
じ
、
記
論
者
の
生
ず
と

説
く
が
如
き
は
、
〔
有
情
が
〕
明
論
を
取
る
が
故
な
り
。

別
の
殖
を
取
る

又
た
〔
世
〕
聞
に
お
い
て
、
芯
拐
の
生
ず
る
こ
と
有
り
、

外
道
の
生
ず
る
こ
と
有
り
と
説
く
が
如
き
は
、
〔
有
情

が
〕
儀
式
を
取
る
が
故
な
り
。

或
い
は
世
〔
間
〕
に
お
い
て
、
老
者
の
生
ず
る
こ
と
有

り
、
病
者
の
生
ず
る
こ
と
有
り
と
説
く
が
如
き
は
、
〔
有

情
が
〕
別
の
位
を
取
る
が
故
な
り
。

〔
プ
ド
ガ
ラ
が
〕
別
な
離
を
取
る
か
ら
で
あ
る
。

8
論
主
破

。
同
経
に
よ
っ
て
、
プ
ド
ガ
ラ
が
別
離
を
取
る
こ
と
を
破
す

巴
「
作
者
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
説
く
勝
義
空
経
一
五
五
中
目
二
右
吋
四
六
八

S

三

O
六
下
目

仏
の
巳
に
遮
し
た
ま
へ
る
が
故
に
、
此
の
救
は
成
ぜ
そ
う
で
は
な
い
。
遮
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す

ず
。
『
勝
義
空
契
経
』
の
中
に
説
け
る
が
如
し
。
な
わ
ち
、
世
尊
が
『
勝
義
空
経
』
の
な
か
で
、

業
有
り
て
異
熟
有
る
も
、
作
者
は
得
可
か
ら
ず
。

謂
は
く
、
能
く
此
〔
生
〕
の
趨
を
捨
し
及
び
能
く

余
〔
生
〕
の
離
を
続
く
る
〔
作
者
は
得
べ
か
ら
ざ

る
〕
な
り
。
唯
だ
〔
五
組
相
続
の
u
〕
法
に
仮
〔
立

せ
ら
れ
た
作
者
〕
を
除
く
。

と
。
故
に
、

仏
は
巳
に
遮
し
た
ま

へ
り
。

ロ
「
能
取
者
は
無
い
」
と
説
く
頗
鞠
具
那
経

『

頗

鞘

具

那

契

経

』

に

亦

た

、

一

例
え
ば
、
〔
有
情
が
〕
明
知
論
を
〔
習
〕
取
す
る
か
ら
、

祭
記
者
が
生
じ
、
文
法
家
が
生
じ
る
と
言
わ
れ
、

〔
有
情
が
〕
儀
式
を
〔
受
〕
取
す
る
か
ら
、

じ
、
遊
行
者
が
生
じ
る
と
〔
言
わ
れ
〕
、

比
正
が
生

〔
有
情
が
〕
別
な
状
態
を
〔
受
〕
取
す
る
か
ら
、
老
人

が
生
じ
、
病
人
が
生
じ
る
〔
と
い
わ
れ
る
〕
、
と
い
う
が

ご
と
き
で
あ
る
。

諸
比
圧
よ
、
こ
の
よ
う
に
実
に
業
は
存
在
し
〔
業

の
〕
異
熟
は
存
在
す
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
法

と
し
て
仮
立
さ
れ
た
〔
作
者
〕
を
除
い
て
、
こ
れ

ら
〔
此
世
F
F
〕
の
諸
離
を
捨
て
て
、
別
な
〔
彼
世

の〈
w

「
〕
諸
離
を
結
生
す
る
と
こ
ろ
の
〔
業
の
〈
・
己

作
者
は
了
得
さ
れ
な
い
。

と
遮
さ
れ
て
い
る
。

一
五
五
中
昌

二
右
呂
四
六
八
隠

そ
し
て
、
『
パ
ル
グ
ナ
経
』
に
、

三

O
六
下
N
C

〔
人
の
〕
生
ず
る
こ
と
は
、

に
由
る
が
故
な
り
。

警
へ

ば
、
延
若
師
の
生
じ
、
毘
伽
羅
論
師
の
生
ず
る
が

如
き
は
、
〔
有
情
が
〕
明
慮
を
取
る
に
由
る
が
故
に
説
き

て
生
と
名
づ
く
。

文
た
、
比
丘
の
生
じ
、
道
人
の
生
ず
る
が
如
き
は
、
〔
有

情
、が
〕
相
を
取
る
に
由
る
が
故
に
説
き
て
生
と
名
づ
く
。

〔
人
が
〕
別
の
陰
を
取
る

第一章プ ドガラ説を破す

又
た
、
老
者
の
己
に
生
じ
、
病
者
の
巳
に
生
ず
る
が
如

き
は
、
〔
有
情
が
〕
別
の
位
を
取
る
に
由
る
が
故
に
説
き

て
生
と
名
づ
く。

第一編積子部のプ ドガラ説を破す

是
の
義
、
然
ら
ず
、
機
せ
ら
る
る
に
由
る
が
故
な
り
。

一粧
の
中
に
於
い
て
、
悌
世
尊
は
己
に
此
の
義
を
捜
し
た

ま

へ
り
。
何
の
一艇
に
て
か
、
と
い
ふ
に
、
『
同
県
賞
空
経
』

に
於
い
て
な
り
。
艇
に
云
は
く
。

比
丘
よ
、
此
く
の
如
く
業
有
り
て
果
報
あ
る
も
、

作
者
は
得
可
か
ら
ず
。
〔
作
者
は
〕
賞
に
有
る
こ
と

無
き
が
故
な
り
。
是
れ
、
能
く
此
〔
生
〕
の
陰
を

棄
捨
し
往
い
て
彼
〔
生
〕
の
陰
を
取
る
〔
作
者
は

得
可
か
ら
ず
〕
。
唯
だ
法
に
於
い
て
世
に
流
布
せ
る

語
に
て
立
つ
る
所
の
人
を
除
く
。

ル」
。

第二 各論

又
た
、
『
頗
求
那
一
組
』
の
中
に
於
い
て
、
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我
れ
は
終
に
「
能
取
者
有
り
」

と
説
か
ず
。

と
説
け
り
。
故
に
、
一
の
補
特
伽
羅
〔
な
る
実
我
〕
が

能
く
世
間
に
於
い
て
諸
殖
を
取
り
捨
す
る
こ
と
、
定
ん

で
無
し
。

パ
ル
グ
ナ
よ

は
言
わ
な
い
。

と
説
か
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
諸
離
を
〔
取
る
〕
い
か
な

る
能
取
者
も
存
在
し
な
い
し
、
〔
諸
殖
を
捨
て
る
い
か
な

る
〕
能
捨
者
も
存
在
し
な
い
。

〔
私
は
「
或
る
者
が
〕
取
る
」
と

。N所
説
の
輸
を
破
す

コ
作
者
と
な
る
体
に
関
し
て
・
・
プ
ド
ガ
ラ
・
心
心
所
・
身
の
い
ず
れ
も
作
者
に
な
ら
な
い

一
五
五
下
回

又
た
汝
は
、
所
引
の
「
〔
能
〕
嗣
者
等
の
生
ず
」
と
い
ま
た
先
ず
、
あ
な
た
方
は
祭
加
者
な
い
し
病
人
の
何

ふ
其
〔
の
能
一
刺
者
〕
の
体
は
是
れ
何
に
し
て
而
も
〔
そ
に
つ
い
て
〔
作
者
の
ご
輸
え
と
す
る
の
か
。

れ
に
〕
能
く
此
〔
の
作
者
こ
を
愉
ふ
る
か
。

若
し
是
れ
我
に
〔
作
者
を
輸
ふ
〕
と
執
せ
ば
、
彼
れ

は
極
成
せ
ず
。
〔
非
有
な
る
が
故
な
り
と
。

若
し
心
心
所
に
〔
作
者
を
晴
ふ
〕
と
〔
執
〕
せ
ば
、

彼
〔
の
心
心
所
〕
は
、
念
念
に
減
し
新
新
に
生
ず
る
が

故
に
、
〔
此
れ
を
〕
取
り
〔
彼
れ
を
〕
捨
す
る
こ
と
、
成

ぜ
ず
。
若
し
是
れ
身
に
〔
作
者
を
輸
ふ
〕
と
許
せ
ば
、
亦
た

心
等
の
如
く
〔
身
も
、
念
念
に
滅
し
新
新
に
生
ず
る
が

故
に
、
此
れ
を
取
り
彼
れ
を
捨
す
る
こ
と
、
成
ぜ
ざ
る

な
り
〕
。

も
し
プ
ド
ガ
ラ
〔
を
作
者
の
喰
え
と
す
る
〕
と
い
う

な
ら
ば
、
そ
〔
の
警
愉
〕
は
成
立
し
な
い
。
〔
プ
ド
ガ
ラ

は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
芯

ま
た
心
心
所
〔
を
作
者
の
喰
え
と
す
る
と
い
う
〕
な

ら
ば
、
〔
そ
れ
も
成
立〕

し
な
い
。
こ
れ
ら
は
刺
那
ご
と

に
新
た
に
生
じ
る
の
み
で
あ
る
〔
か
ら
で
あ
る
〕
。

ま
た
、
身
体
〔
を
作
者
の
喰
え
と
す
る
と
い
う
〕
な

ら
ば
、
そ
れ
も
ま
た
同
様
に
〔
剃
那
ご
と
に
新
た
に
生

じ
る
か
ら
〈
咽
戸
成
立
し
な
い
〕
。

ロ
特
に
身
に
つ
い
て

色
所
取
・
能
取
に
関
し
て
・
・
・
明
論
な
ど
と
身
体
と
は
異
な
る
一
五
五
下
卓
二
左
品
四
六
九
ω

又
た
〔
所
取
の
〈
"
己
明
等
が
〔
能
取
の
〈
ト
〕
身
と
ま
た
〔
能
取
者
の
〈
ト
〕
身
体
と
〔
所
取
の
〈
u

己

明

異
な
る
こ
と
有
る
が
知
く
、
〔
所
取
の
〈
W
C
殖
も
亦
た
知
論
・
儀
式
と
〔
の
両
者
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
〈
ト
〕

応
に
〔
能
取
の
〈
w
F
〕
補
特
伽
羅
と
異
な
る
べ
し

。

よ

う
に
、
〔
所
取
の
〈
w
F
〕
殖
と
〔
能
取
の
戸
「
〕
プ
ド
ガ

ラ
と
の
両
者
は
別
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

我
れ
も
亦
た
「
衆
生
が
能
く
陰
を
取
る
」
と
説

か
ず
、
唯
だ
諸
法
が
相
績
し
て
起
こ
る
〔
と
説
く
〕
。

と
説
け
り
。
此
の
経
に
由
り
て
是
の
故
に
、

一
の
人
と

し
て
能
く
諸
陰
を
取
り
て
能
く
諸
陰
を
捨
す
る
こ
と
有

る
こ
と
無
し
、
と
知
る
。。
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二
左
H

四
六
八
Nω

三

O
七
上
ω

汝、

今
、
何
之
さ
な
る
延
若
師
の
生
じ
乃
至
、
病
者

の
生
ず
る
こ
と
を
執
受
し
て
、
〔
そ
れ
を
〕
立
て
て
人
の

嘗
と
矯
す
か
。

若
し
我
〔
を
人
の
警
と
為
す
〕
と
執
す
れ
ば
、
此
れ
は

成
就
せ
ず
。
〔
我
は
〕
非
有
な
る
が
故
な
り
。

若
し
心
と
及
び
心
法
と
〔
を
人
の
替
と
為
す
と
〕
執
す

れ
ば
、
彼
れ
は
、
刺
那
剃
那
に
未
だ
曾
っ
て
有
ら
ざ
る

も
の
が
有
る
が
故
に
、
警
と
属
す
可
か
ら
ず
。

第三節 プドガラについての積子部と論主との論争

若
し
身
〔
を
人
の
警
と
為
す
〕
と
執
す
れ
ば
、
亦
た

心
の
如
く
〔
身
も
、
剃
那
剃
那
に
未
だ
曾
っ
て
有
ら
ざ

る
も
の
が
有
る
が
故
に
、
警
と
属
す
可
か
ら
ず〕
。

二一

O
七
上
。〔能
取
の
〈
w

「
〕
身
が
〔
所
取
の
〈
句
「
〕
明
相
と
〔
異

な
る
が
〕
如
く
、
〔
所
取
の
〕
陰
と
及
び
〔
能
取
の
〕
人

と
は
、
謄
に
差
別
を
成
ず
べ
し
。



も
老
人
・
病
人
は
剃
那
ご
と
の
身
体
の
別
異
に
過
ぎ
な
い
一
五
五
下
町
二
左
品
四
六
九
ロ
一
ニ

O
七
上
⑦

〔
又
た
〕
老
〔
者
〕
・
病
〔
者
〕
の
二
身
は
各
々
前
〔
念
一
〔
ま
た
〕
老
人
も
病
人
も
身
体
に
つ
い
て
の
〔
前
念
一

の
身
〕
と
別
な
り
。
〔
是
れ
は
〕
数
論
の
転
変
〔
説
〕
に
一
・
後
念
の
〕
別
異
そ
の
も
の
で
あ
る
。
実
に
、
数
論
の
一

し

て

前

に

巳

に

遣

る

が

如

し

。

一

転

変

説

は

す

で

に

遮

さ

れ

た

。

一

号
警
輸
と
し
て
不
成
立
一
五
五
下
。
二
左
品
一
ニ

O
七
上
∞

彼
れ
の
所
引
は
輸
と
為
る
こ
と
成
ぜ
ず
。
一
そ
れ
ゆ
え
、

故
に
、

四
六
九
九
戸

こ
れ
ら
は
警
輸
と
し
て
成
立
し
な
い
。

。N離
と
不
一
不
異
な
も
の
と
し
て
の
プ
ド
ガ
ラ
を
破
す

E
転
救
、
プ
ド
ガ
ラ
が
不
生
で
あ
れ
ば
、
プ
ド
ガ
ラ
は
繭
と
異
な
り
、
常
住
法
に
な
る
一
五
五
下
。
二
左
。

又
た
離
は
生
ず
る
も
数
取
組
は
〔
生
ず
る
に
芯
非
ず
、
ま
た
も
し
諸
離
は
〔
利
那
ご
と
に
〕
新
た
に
生
起
す

と
許
せ
ば
、
則
ち
、
此
〔
の
数
取
組
〕
は
殖
に
異
な
り
る
が
、
プ
ド
ガ
ラ
は
そ
う
で
は
な
い
、
と
認
許
さ
れ
る

及

び

常

な

り

、

と

定

ん

で

許

す

ベ

し

。

な

ら

ば

、

こ

〔

の

プ

ド

ガ

ラ

〕

は

こ

れ

ら

〔

五

組

〕

と

は
別
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
常
住
で
あ
る
、
と
明
瞭
に

一
不
さ
れ
る
。

お
再
び
、
一
の
プ
ド
ガ
ラ
と
説
く
点
に
つ
い
て

己
プ
ド
ガ
ラ
が
一
で
あ
れ
ば
、
プ
ド
ガ
ラ
は
諸
殖
と
異
な
る
一
五
五
下
吋
二
左
。
四
六
九
。
三

O
七
上
呂

又
た
此
〔
の
数
取
組
〕
は
唯
だ
一
な
る
も
離
の
体
は
一
諸
離
は
五
で
あ
り
、
プ
ド
ガ
ラ
は
一
で
あ
る
と
説
く
一

五
有
り
、
と
い
は
ば
、
寧
ん
ぞ
、
此
〔
の
数
取
組
〕
は
一
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て
、
〔
両
者
が
〕
別
も
の
で
あ
一

繭

と

異

な

る

こ

と

有

り

、

と

説

か

ざ

ら

ん

や

。

一

る

、

と

言

わ

れ

な

い

の

か

。

一

色
プ
ド
ガ
ラ
が
繭
と
同
一
な
も
の
に
な
る
失
を
一
不
す
一
五
五
下
∞
二
左
吋
四
六
九
⑦
一
二

O
七
上
=

〈
慣
子
部
〉
大
種
は
四
有
る
も
〔
所
〕
造
色
は
唯
だ
一
ま
ず
、
大
種
は
四
で
あ
る
が
色
は
一
で
あ
る
の
に
、

の
み
な
る
に
、
寧
ん
ぞ
、
〔
所
〕
造
色
は
大
種
に
異
な
ら
ど
う
し
て
、
色
は
大
種
と
は
別
も
の
で
な
い
[
、
と
い

ず

、

と

言

は

ん

や

。

え

な

い

〕

の

か

。

〈
論
主
〉
是
れ
彼
の
宗
の
過
な
り
。
〔
我
が
宗
の
過
に
非
こ
れ
は
〔
或
る
〈
ト
〕
宗
に
お
け
る
過
失
で
あ
り
〔
我

ず
u
〕

が

宗

に

お

け

る

過

失

で

は

な

い

。

〈

w

[

〕

〈

慎

子

部

〉

い

か

な

る

宗

に

お

け

る

〔

過

失

〕

か

。

〈

論

主

〉

「

大

種

の

み

が

あ

り

〔

大

種

以

外

に

別

の

色

は

無

い

〕

」

何
を
か
彼
の
宗
と
謂
ふ
や
。

諸
々
の
「
〔
所
〕
造
色
が
即
ち
大
種
な
り
」
と

老
〔
者
〕
・
病
〔
者
〕
の
此
の
二
は
是
れ
〔
前
念
・
後

念
の
〕
別
の
身
な
り
。
是
れ
は
僧
怯
所
立
の
嬰
異
の

義
な
り
。
〔
是
れ
は
〕
前
に
於
い
て
巳
に
破
せ
り
。

是
の
故
に
、
延
若
師
等
〔
の
所
説
〕
は
警
を
成
ぜ
ず
。

第一章プドガラ説を破す

四
六
九
回
三

O
七
上
∞

若
し
汝
が
、
諸
陰
は
有
る
も
未
だ
有
ら
ざ
る
も
の
が

有
る
と
の
義
に
し
て
、
人
は
則
ち
爾
ら
ず
、
と
執
す
れ

ば
、
若
し
爾
ら
ば
、
人
は
臆
に
陰
と
異
な
り
て
、
亦
た

是
れ
常
住
な
る
べ
し
、
と
の
此
の
義
、
分
明
な
る
所
頼

な
り
。

第一編慣子部のプドガラ説を破す

エ王

何汝
がは

陰
は
五
に
し
て
人
は
一
な
り
、
と
説
か
ば
、

人
は
陰
と
異
な
る
、
と
説
か
ざ
ら
ん
や
。

汝
は
一
五
何
が
、
大
〔
種
〕
は
四
長
な
る
も
色
は
一
な
る

に
、
色
は
四
大
[
種
〕
と
異
な
ら
ず
、
と
説
か
ん
や
。

*
「
大
四
」
一
ニ
H

「
四
大
」
大
正
本

此
く
の
知
き
は
、
是
れ
義
を
立
つ
る
〔
者
の
〕
過
失

な
り
。何
者
が
義
を
立
つ
る
か
。

唯
だ
大
〔
種
〕
の
み
有
り
と
い
ふ
義
を
立
つ
る
{
者
〕

第二各論51 



第
六
目
仏
の
不
記
を
説
く
経
に
つ
い
て

巳
命
者
に
つ
い
て
の
無
記
(
第
十
三
・
十
四
句
)
を
会
通
す

E
仏
の
不
記
の
意
図
を
釈
す

。
戸
「
命
者
即
身
」
に

つ
い
て
の
不
記
を
釈
す

E
憤
子
部
が
経
に
よ
っ
て
「
プ
ド
ガ
ラ
即
諸
誼
」
を
難
ず

一
五
五
下
足

二
左
呂
四
六
九
∞

一一一

O
七
上
エ

若
し
補
特
伽
羅
が
即
ち
諸
離
な
ら
ば
、
世
尊
は
何
ぞ
、
も
し
諸
殖
の
み
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ

命
者
は
即
ち
身
な
り
、
と
記
し
た
ま
は
ざ
ら
ん
や
。
世
尊
は
、
こ
の
生
命
体
は
す
な
わ
ち
身
体
で
あ
る
、
あ

る
い
は
〔
生
命
体
は
身
体
と
は
〕
異
な
る
、
と
記
説
さ

れ
な
か
っ
た
の
か
。

〔
も
し
諸
殖
に
プ
ド
ガ
ラ
を
仮
説
す
る
な
ら
ば
、
五
殖

の
総
体
で
あ
る
身
体
が
命
者
で
あ
る
は
ず
な
の
に
タ
ペ

そ
の
よ
う
に
記
説
さ
れ
な
い
の
は
、
諸
離
そ
の
も
の
が

生
命
体
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
〕

計
す
る
〔
覚
天
の
〕
論
な
り
。

設
し
彼
の
見
の
知
き
な
ら
ば
、
応
に
是
の
〔
反
〕
質

を
作
す
べ
し
、
諸
々
の
〔
所
〕
造
色
が
即
ち
四
大
種
な

る
が
如
く
、
亦
た
応
に
五
殖
に
即
し
て
補
特
伽
羅
を
立

つ
べ
し
、
〔
如
何
に
し
て
数
取
離
は
離
に
即
す
る
に
非
ず

と
言
ふ
や
u
〕
と
。

〔
命
者
は
即
ち
身
な
り
と
記
し
た
ま
は
ざ
る
は
、

は
即
ち
身
な
る
に
非
ざ
れ
ば
な
り
〕

命
者

と
〔
説
く
覚
天
の
〕
宗
に
お
け
る
〔
過
失
〕
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
〔
に
大
種
の
み
が
あ
り
、
大
種

と
異
な
る
色
は
無
い
〕
と
し
て
も
、
大
種
の
み
が
色
で

あ
る
よ
う
に
、
同
様
に
、
諸
繭
の
み
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ

る
、
と
容
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

a
N
論
主
、
答

己
命
者
が
存
在
し
な
い
か
ら
不
記

一
五
五
下
広
一
二
右
H

四
六
九
ゆ

三

O
七
上

5

能
問
者
の
阿
世
耶
を
観
〔
待
〕
す
る
が
故
な
り
。
間
質
問
者
の
意
楽
を
顧
慮
し
て
〔
記
説
さ
れ
な
か
っ
た

者
は
、

一
の
内
用
の
士
夫
の
実
に
し
て
虚
に
非
ざ
る
体
の
〕
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
れ
は
、
内
的
は
た
ら

(
体
実
非
虚
)
を
名
づ
け
て
命
者
と
為
す
、
と
執
す
。
此
き
の
士
夫
で
あ
る
一
つ
の
生
命
体
な
る
実
物
に
関
し
て

れ
に
依
り
て
仏
に
、
〔
命
者
は
〕
身
と

一
な
り
や
異
な
り
質
問
し
た
か
ら
で
あ
る
。

な
り
。
然
り
と
い
へ
ど
も
、
唯
だ
四
大
〔
種
〕
の
み
が
是
れ

色
な
る
が
如
く
、
此
く
の
如
き
な
れ
ば
、
唯
だ
五
陰
の

み
が
是
れ
人
な
り
、
と
い
ふ
此
の
義
は
己
に
許
せ
り
。
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若
し
唯
だ
陰
そ
の
も
の
を
人
と
名
づ
け
ば
、
云
何
が

悌
世
尊
は
、
命
者
は
即
ち
是
れ
身
な
り
、
〔
或
い
は
〕
命

者
は
身
に
異
な
る
、
と
記
し
た
ま
は
ざ
ら
ん
や
。

第三節プドガラについての積子部と論主との論争

〔
命
者
は
即
ち
身
な
り
と
記
し
た
ま
は
ざ
る
は
、

は
即
ち
身
な
る
に
非
ざ
れ
ば
な
り
〕

命
者

間
ふ
人
の
意
を
観
ず
る
に
由
り
て
是
の
故
に
記
し
た

ま
は
ず
。
此
の
間
ふ
人
に
お
い
て
は
、

一
の
別
な
る
貫

物
有
り
て
〔
此
れ
を
〕
命
者
と
名
づ
け
、
内
に
於
い
て

は
是
れ
が
作
者
な
り
、
と
執
す
。
彼
の
人
は
此
れ
に
依



や
、
と
問
ふ
。

此
〔
の
命
者
〕
は
都
て
無
な
る
が
故
に
、

一

ぜ
ず
。
知
何
に
し
て
〔
命
者
と
〕
身
と
の

一

す
可
け
ん
や
。

-
異
が
成

・
異
を
記

〔
都
て
無
な
る
〕
亀
毛
の
硬
軟
を
記
す
可
か
ら
ざ
る
が

知
し
。

そ
〔
の
よ
う
な
生
命
体
〕
は
如
何
な
る
と
こ
ろ
に
も
存

在
し
な
い
。
な
の
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
こ
〔
の
生

命
体
と
身
体
と
〕
が
異
な
る
と
か
異
な
ら
な
い
と
か
、

峻
別
さ
れ
う
る
の
か
。

輸
へ
ば
、
〔
存
在
し
な
い
〕
亀
毛
の
端
が
硬
い
と
か
軟
ら

か
い
と
〔
か
論
じ
ら
れ
な
い
〕
が
ご
と
き
で
あ
る
。

。N古
昔
の
諸
師
の
問
答
を
挙
げ
て
慣
子
部
の
難
を
遮
す

一
五
五
下
=
四
六
九
ロ

二一
右
串

三
O
七
上
回
∞

古
昔
の
諸
師
は
巳
に
斯
の
結
を
解
け
り
。
昔
、
こ
の
結
び
目
は
先
師
に
よ
っ
て
す
で
に
解
か
れ
た
。

大
徳
有
り
て
名
づ
け
て
龍
軍
と
日
ふ
。
〔
彼
れ
は
〕

三
明
・
六
通
あ
り
て
、
八
解
脱
を
具
す
。

時
に

一
の
畢
隣
陀
王
有
り
て
、
大
徳
の
所
に
至
り

て
是
く
の
如
き
説
を
作
す
。

「
我
れ
今
来
た
る
意
は
、
疑
ふ
所
〔
へ
の
答
〕
を

請
は
ん
と
欲
し
て
な
り
。
然
る
に
諸
々
の
沙
門
は

性
と
し
て
多
語
を
好
む
。
尊
、
能
く
直
答
し
た
ま

は
ば
、
我
れ
当
に
請
問
す
ベ
し
」
。

大
徳
、
請
を
受
く
。

王
即
ち
(
す
ぐ
さ
ま
)
問
ふ
て
言
は
く
「
命
者
は
身

と
は

一
な
り
と
為
ん
か
、
異
な
り
と
為
ん
か
」
。

大
徳
答
へ
て
言
は
く

ず
」。
王
言
は
く
「
畳
に
、
先
に
〔
答
ふ
と
〕
要
〔
期
〕

す
る
に
有
ら
ざ
ら
ん
や
。
今
何
ぞ
異
な
り
て
所
聞

に
答
へ
ず
、
と
言
ふ
か
」
。 「

此
れ
は
応
に
記
す
べ
か
ら

ミ
リ
ン
ダ
王
が
大
徳
ナ
l
ガ
セ
1

ナ
の
み
も
と
に
来
て

〔
つ
ぎ
の
よ
う
に
〕
言
っ
た
。

「
沙
門
た
ち
は
多
弁
で
あ
る
。
も
し
〔
私
が
〕
問

う
こ
と
、
そ
の
も
の
に
つ
い
て
〔
あ
な
た
が
〕
記

説
す
る
な
ら
ば
、
私
は
大
徳
に
聞
い
た
い
」
。

〔
大
徳
は
〕
「
聞
い
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。

〔王
は
〕
問
う
た
「
こ
の
生
命
体
は
か
の
身
体
で

あ
る
の
か
、
命
者
と
身
体
と
は
別
々
で
あ
る
の

か」
。

大
徳
は
「
こ
の
こ
と
は
記
説
さ
れ
な
い
」
と
言
わ

れ
た
。

彼
〔
の
王
〕
は
言
っ

た
「
大
徳
は
、
他
の
こ
と
が

記
説
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
前
に

〔
私
と
さ
約
束
し
た
で
は
な
い
か
。
ど
う
し
て
あ

り
て
聞
を
属
す
。

此
の
物
は
必
ず
定
ん
で
賓
と
し
て
無
し
。
云
何
が
是
れ

一
な
り
是
れ
異
な
り
、
と
記
す
可
け
ん
や
。

警
へ

ば
、
〔
無
な
る
〕
鑑
毛
の
強
溢
・
軟
滑
〔
を
記
す
る
〕

が
知
し
。

第一章プドガラ説を破す

此
の
結
は
宿
奮
諸
師
が
先
に
巳
に
解
稗
せ
り
。

那
伽
斯
那
阿
羅
漢
有
り
。

大
徳

旦文
隣
陀
王
が
大
徳
の
所
に
至
り
て
、
説
き
て
云
は
く
。

「
我
れ
は
今
、
大
徳
に
聞
は
ん
と
欲
す
。
沙
門
は

多
く
漫
言
す
。

我
れ
の
所
問
の
如
き
に
、

若
し
大

徳
が
直
ち
に
答
ふ
れ
ば
、
我
れ
は
首
に
大
徳
に
問

ふ
べ
し
」
。

大
徳
言
は
く
「
王
よ
但
だ
問
へ
」
。

王
即
ち
(
す
ぐ
さ
ま
)
問
ふ
「
命
者
は
即
ち
是
れ
身

な
り
と
爵
ん
か
、
命
者
は
身
と
異
な
り
て
異
な
り

と
矯
ん
か
」
。

大
徳
言
は
く
「
此
の
義
は
記
す
る
所
に
非
ず
」
。

第一編晴子部のプドガラ説を破す

王
言
は
く
「
大
徳
よ
、
我
れ
は
先
に
、
大
徳
を
し

て
誓
ひ
を
立
た
し
め
ず
、
と
矯
ん
や
、
謂
は
く
、

慮
に
別
語
を
説
く
べ
か
ら
ず
〔
と
の
誓
ひ
を
。
然
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大
徳
質
し
て
日
は
く
「
我
れ
疑
ひ
を
問
は
ん
と
欲

す
。
然
る
に
、
諸
々
の
国
王
は
、
性
と
し
て
多
語

を
好
む
。
王
能
く
直
ち
に
答
ふ
れ
ば
、
我
れ
当
に

間
を
発
す
べ
し
」
。

王
便
ち
教

へ
を
受
く
。

大
徳
間
ふ
て
言
は
く
「
大
王
の
宮
中
の
諸
々
の
華

羅
樹
の
所
生
の
果
〔
実
〕
の
味
は
、
酢
と
為
ん
か
、

甘
と
為
ん
か
」
。

王
言
は
く

「
宮
中
に
本
よ
り
此
の
樹
無
し
」
。

大
徳
復
た
責
む
「
先
に
〔
答
ふ
と
〕
要
〔
期
〕
す

る
こ
と
無
か
ら
ん
や
。
今
何
ぞ
、

言
を
異
に
し
て

所
問
に
答
へ
ざ
ら
ん
や
」
。

王
言
は
く

「宮
中
に
は
此
の
樹
は
既
に
無
し
。
寧

ん
ぞ
、
答
へ
て
果
の
味
の
甘
酷
u
T

を
言
ふ
可
け
ん

や」
。

特
「
酷
」
大
正
脚
註
異
本
・
冠
導
H

「
酢
」
大
正
本

大
徳
龍
(
お
し
)
へ
て
日
は
く
「
命
者
も
亦
た
無
し
、

如
何
ぞ
、
〔
命
者
と
〕
身
と
の

一
・
異
を
言
ふ
可
け

ん
や
」
。

{
の
前
の
約
束
〕
と
違
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
記
説

さ
れ
な
い
、
と
お
説
き
に
な
る
の
か
」
。

大
徳
は
言
わ
れ
た
「
王
た
ち
は
多
弁
で
あ
る
。
も

し
〔
私
が
〕
問
う
こ
と
、
そ
の
も
の
に
つ
い
て
〔
あ

な
た
が
〕
記
説
す
る
な
ら
ば
、
大
王
よ
、
私
も
ま

た
開
い
た
い
」
。

「
あ
な
た
は
問
う
て
下
さ
い
」
と
一王
は
〕
言
っ
た
。

〔
大
徳
は
〕
問
う
「
汝
の
宮
廷
に
あ
る
マ
ン
ゴ
樹

の
、
そ
の
果
実
は
酸
っ
ぱ
い
の
か
、
甘
い
の
か
」
。

〔王
は
〕
言
っ
た
「
私
の
宮
廷
に
は
マ
ン
ゴ
樹
は

ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
」
。

〔
大
徳
は
言
っ
た
〕
「
大
王
は
、
他
の
こ
と
が
記
説

さ
れ
る
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
前
に
私
と

約
束
し
た
で
は
な
い
か
。
ど
う
し
て
、
あ
〔
の
前

の
約
束
〕
と
違
っ
て
、
マ
ン
ゴ
樹
は
ま
っ
た
く
存

在
し
な
い
、
と
説
く
の
か
」
。

彼
〔
の
王
〕
は
言
っ
た
「
ど
の
よ
う
に
し
て
、
存

在
し
な
い
樹
の
果
実
に
つ
い
て
酸
っ
ぱ
い
と
か
甘

い
と
か
記
説
す
る
の
か
〔
否
、
で
き
な
い
〕
」
。

〔
大
徳
は
言
う
〕
「
大
王
よ
、
ま
っ
た
く
同
様
に
、

こ
の
命
者
は
存
在
し
な
い
。
ど
の
よ
う
に
し
て
、

こ
〔
の
命
者
〕
が
身
体
と
異
な
る
と
か
、
異
な
ら

な
い
と
か
、
〔
私
が
〕
記
説
す
る
の
か
〔
記
説
し
え

な
い
〕
」
。

る
に
〕
我
れ
に
別
語
有
り
、

に
非
ず
」
。

大
徳
言
は
く
「
我
れ
は
今
、
大
王
に
聞
は
ん
と
欲

す
。
諸
王
は
多
く
漫
言
す
。
我
が
所
問
の
如
き
に
、

王
若
し
直
ち
に
答
ふ
れ
ば
、
我
れ
は
首
に
王
に
間

ふ
べ
し
」
。

王
言
は
く
「
大
徳
よ
、
但
だ
問

へ
」。

大
徳
即
ち
問
骨
ふ
「
王
の
〔
宮
〕
内
の
中
に
於
け
る

蓄
羅
樹
の
此
の
子
は
、
酸
と
矯
ん
か
、
甜
と
矯
ん

か
」
。
特
「
問
」

H

「
間
」
大
正
本

王
言
は
く

「
我
が
〔
宮
〕
内
の
中
に
は
荏
羅
樹
無

し」
。

大
徳
言
は
く
「
大
王
よ
、
我
れ
先
に
、

誓
ひ
を
立
た
令
め
ざ
ら
ん
と
矯
ん
や
。

麿
に
別
語
を
説
く
べ
か
ら
ず
」。

語
る
可
き

此
の
義
、
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王
を
し
て

謂
は
く
、

王
言
は
く

「
我
れ
は
何
の
別
語
を
説
く
や
。

我
れ

の
内
の
中
に
は
荏
羅
樹
無
し
。
樹
が
既
に
無
け
れ

ば
、
云
何
ぞ
、
子
の
味
の
酸
・
甜
を
記
す
る
こ
と

を
得
ん
や
」
。

「大
王
よ
、
此
く
の
如
く
、
命
者
は
既
に
無
し。

我
れ
云
何
ぞ
能
く
、
〔
我
が
〕
身
と
異
な
り
〔
或
い

は
〕
身
と
異
な
ら
ず
、
と
記
す
べ
け
ん
や
」
。

第三節プドガラについての慎子部と論主との論争



。N

「
命
者
都
無
」
に
つ
い
て
の
不
記
を
釈
す

丘
積
子
部
問

一
五
五
下
包

三
左
品
四
六
九
ωω

〔
若
し
補
特
伽
羅
が
即
ち
諸
殖
な
ら
ば
〕
仏
は
何
ぞ
、
一

命
者
は
都
て
無
な
り
、
と
説
き
た
ま
は
ざ
る
か
。

一

烏
論
主
答

。
戸
都
無
と
記
せ
ば
問
者
が
邪
見
に
堕
す
る

亦
た
問
者
の
阿
世
耶
を
観
〔
待
〕
す
る
が
故
な
り
。

問
者
は
、
或
い
は
諸
殖
の
相
続
に
於
い
て
命
者
と
為
す

と
謂
ひ
、
之
れ
に
依
り
て
聞
を
発
す
。
〔
然
る
に
〕
世
尊

が
、
若
し
、
命
者
は
都
て
無
な
り
、
と
答
ふ
れ
ば
、
彼

れ
は
〔
命
者
と
為
さ
れ
た
諸
離
の
相
続
も
無
な
り
、
と

の
〕
邪
見
に
堕
す
る
が
故
に
、
仏
は
説
き
た
ま
は
ず
。

三

O
七
中
ω

〔
も
し
諸
描
そ
の
も
の
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
な
ら
ば
〕

な
ぜ
世
尊
は
ま
た
、
〔
生
命
体
は
〕
決
し
て
存
在
し
な
い
、

と
説
か
れ
な
か
っ
た
の
か
。

一
五
六
上
回
一
ニ
左
町
四
六
九
民
三

O
七
中
ω

質
問
者
の
意
楽
を
顧
慮
し
て
〔
説
か
れ
な
か
っ
た
の
〕

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
〔
生
命
体
が
存
在
し
な
い
と
説

け
ば
「
〕
彼
〔
の
質
問
者
〕
が
、
諸
績
の
相
続
を
生
命

体
と
称
す
る
場
合
の
、
こ
{
の
諸
趨
の
相
続
〕
も
無
い

と
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
邪
見
に
堕
す
る
で
あ

ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

。N
正
法
を
受
け
る
器
で
な
い
か
ら
仮
有
と
も
説
か
な
い
一
五
六
上
∞
三
左
斗
四
六
九
忠
一
二

O
七
中
。

彼
れ
は
未
だ
縁
起
の
理
を
了
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
が

一

縁
起
〔
の
道
理
〕
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

一

故
に
、
正
法
を
受
く
る
器
に
非
ず
。
〔
故
に
、
命
者
は
〕
一
彼
れ
は
そ
〔
の
無
我
J

「
己
の
教
説
を
〔
受
け
る
〕
器
で

一

仮
有
な
り
と
説
く
こ
と
を
為
し
た
ま
は
ず
。

一
な
い
〔
か
ら
で
あ
る
}
。

一

芯
不
記
が
理
に
か
な
う
こ
と
を
経
・
頒
を
引
い
て
証
す

の
戸
経
を
引
い
て
常
見
・
断
見
に
堕
す
る
こ
と
を
示
す

理
と
し
て
必
ず
応
に
爾
な
る
べ
き
こ
と
、
世
尊
の
説

き
た
ま
へ
る
が
故
な
り
。
世
尊
が
阿
難
陀
に
告
げ
て
一
一
一
一
口

ふ
が
如
し
。
姓
の
筏
嵯
な
る
出
家
外
道
有
り
。
我
が
所
に
来

至
し
て
是
の
聞
を
作
し
て
言
は
く
「
我
は
世
間
に

於
い
て
有
な
り
と
為
ん
か
非
有
な
り
〔
と
為
ん
)

か
」
と
。

一
五
六
上
町
三
左
∞
四
七

O
戸

三
O
七
中
吋

そ
こ
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
確
定
さ
れ
た
。
世
尊
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
説
か
れ
た
。

阿
難
よ
、
バ
ト
サ
と
同
姓
の
遊
行
者
に
、
質
問

を
問
わ
れ
て
、

云
何
が
悌
世
尊
は
直
ち
に
、

は
ざ
る
か
。

我
無
し
、

と
記
し
た
ま

第一章プドガラ説を破す

悌
は
問
ふ
人
の
意
を
観
ず
る
に
由
る
が
故
に
直
ち
に

記
し
た
ま
は
ず
。
何
を
以
つ
て
の
故
な
る
、
と
い
ふ
に
、

〔
問
ふ
人
は
〕
是
れ
諸
陰
の
相
績
を
立
て
て
命
者
と
名

づ
く
。
問
ふ
人
が
〔
我
無
し
と
の
〕
此
れ
に
執
す
る
に

由
り
て
、
〔
命
者
と
名
づ
け
ら
れ
た
諸
離
の
相
続
も
無
な

り
、
と
の
〕
邪
見
に
堕
す
る
こ
と
有
ら
、
さ
る
こ
と
勿
き

し
と
て
、
是
の
故
に
説
か
ざ
る
な
り
。

第一編慣子部のプドガラ説を破す

彼
れ
は
未
だ
十
二
縁
生
の
理
に
通
達
せ
ざ
る
に
由
る

が
故
に
、
是
の
故
に
、
彼
れ
は
此
の
正
説
を
受
く
る
器

に
非
ざ
れ
ば
な
り
。

復
た
次
に
、
此
の
道
理
に
由
り
て
、
患
に
、
此
の
義

は
是
な
り
と
矯
す
、
と
決
す
べ
き
こ
と
、
世
尊
の
説
き

た
ま
ふ
に
由
る
。
此
れ
に
言
は
く
。

阿
難
よ
、
蹴
裟
と
同
姓
の
外
道
が
我
れ
に
問
へ

り

「我
は
有
と
矯
ん
か
有
ら
ず
と
矯
ん
か
」
。
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我
れ
は
記
す
る
こ
と
を
為
さ
ず
。
所
以
は
何
ん
。

若
し
記
し
て
有
と
為
さ
ば
、
法
の
真
理
に
違
す
。

一
切
法
は
皆
な
無
我
な
る
を
以
つ
て
の
故
な
り
。

若
し
記
し
て
無
と
為
さ
ば
、
彼
れ
の
愚
惑
を
増

す
。
彼
れ
便
ち
、
我
は
先
に
有
る
も
今
は
無
し
、

と
調
ふ
。
〔
我
〕
有
り
と
執
す
る
愚
〔
惑
〕
に
対
す

る
に
、
〔
我
無
し
と
執
す
る
〕
此
の
愚
〔
惑
〕
は
更

に
甚
だ
し
。

謂
は
く
、
我
有
り
と
執
す
れ
ば
則
ち
常
〔
見
〕
の

辺
に
堕
す
。
若
し
〔
我
〕
無
し
と
執
す
れ
ば
、
便

ち
断
〔
見
〕
の
辺
に
堕
す
。

此
の
二
の
軽
重
は
経
に
広
く
説
く
が
如
し
。

我
は
存
在
す
る
と
〔
私
が
〕
記
説
す
る
な
ら
ば
、

一
切
法
は
非
我
で
あ
る
、
と
い
う
言
説
に
合
致
し

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

阿
難
よ
、
バ
ト
サ
と
同
姓
の
遊
行
者
に
質
問
を

問
わ
れ
て
、
我
は
存
在
し
な
い
、
と
〔
私
が
〕
記

説
す
る
な
ら
ば
、
パ
ト
サ
と
同
姓
の
遊
行
者
は
、

私
に
は
我
が
〔
以
前
に
は
芯
存
在
し
た
が
、
今
は

私
に
は
こ
〔
の
我
〕
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
よ

う
に
、
前
か
ら
あ
る
愚
惑
が
さ
ら
に
益
々
愚
痴
に

堕
す
る
の
で
は
な
い
か
。

ア
l
ナ
ン
ダ
よ
、
我
が
存
在
す
る
と
〔
考
え
る
の
〕

は
常
〔
見
〕
に
陥
る
。
ア
l
ナ
ン
ダ
よ
、
我
が
存

在
し
な
い
と
〔
考
え
る
の
〕
は
断
〔
見
〕
に
陥
る
。

〔
説
か
れ
た
〕
。

一五
々
と

。N
頒
を
引
い
て
、
我
の
有
無
を
記
さ
な
い
理
由
を
示
す
一
五
六
上
巳
四
右
ω

四
七

O
∞

是
く
の
如
き
義
に
依
る
が
故
に
、
〔
鳩
摩
羅
多
の
〈
w

そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
〔
ク
マ

l
ラ
・
ラ

l
タ

己
有
る
煩
に
日
は
く
。

は〈
u
T
U〕
言
う
。

見
〔
の
牙
〕
の
傷
つ
け
る
所
と
為
る
こ
と
と
、
牙
の
よ
う
な
見
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
と

及
び
諸
々
の
善
業
を
壊
す
る
こ
と
と
を
観
〔
待
〕
諸
業
の
壊
れ
る
こ
と
と
を
観
待
し
て
、

す
る
が

故
に
、
仏
の
正
法
を
説
き
た
ま
ふ
こ
と
、

牝
虎
が
〔
緩
急
、
所
を
得
て
u
〕

が
如
し
。

子
を
街
(
ふ
く
)
む

一ニ

O
七
中
エ

牝
虎
が
仔
を
〔
き
っ
か
ら
ず
緩
か
ら
ず
、
適
度
な

強
さ
で
く
わ
え
て
〈
u

[

〕
運
ぶ
よ
う
に
、

勝
者
た
ち
(
諸
仏
〈
w

「
)
は
〔
寛
厳
よ
ろ
し
き
を
得

て
〕
正
法
を
説
示
さ
れ
る
。

我
れ
は
答

へ
ず
。
若
し
此
の
言
を
説
け
ば
、
非
相

態
と
矯
ら
ん
や
。
謂
は
く
、

一
切
法
は
無
我
な
れ

ば
な
り
。

阿
難
よ
、
若
し
我
れ
が
〔
有
り
と
〕
答
へ
れ
ば
、

政
裟
と
同
姓
の
外
道
は
問
ふ
、
一
切
法
は
無
我
な

り
と
説
か
ん
や
、
と
。

此
の
外
道
は
、
先
に
於
い
て
己
に
療
闇
在
り
て
、

更
に
前
の
量
を
過
ぎ
て
擁
閣
に
入
#
ら
ざ
ら
ん
と
為

ん
や
。
昔
の
時
、
我
れ
は
我
を
有
す
る
も
、
今
時

は
永
く
我
無
し
、
と
。

M
T

「
入
」
大
正
本
H

若
我
有
り
と
執
す
れ
ば
、

し
我
無
し
と
執
す
れ
ば
、

慶
く
説
く
こ
と
経
の
如
し
。

此
の
中
、
備
に
説
け
り
。
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「
人
」
大
正
脚
註
異
本

則
ち
常
見
に
堕
す
。
若

則
ち
断
見
に
堕
す
。

第三節プドガラについての積子部と論主との論争

見
の
牙
が
身
を
傷
つ
け
る
こ
と
と
、

及
び
善
業
を
棄
捨
す
る
こ
と
と
を
観
じ
て
、

諸
悌
が
正
法
を
説
き
た
ま
ふ
こ
と
、

雌
虎
が
子
を
街
む
が
如
し
。



。ω摂
煩
を
掲
げ
る

丘
命
者
と
身
と
の

一
異
を
記
さ
な
い
理
由
・
・
・
命
者
が
存
在
し
な
い
か
ら

復

た

頒

を

説

き

て

日

は

く

、

ま

た

一

吉守フ
。

実

の

命

者

が

無

き

に

由

り

て

、

〔

生

命

体

が

〕

非

存

在

で

あ

る

か

ら

、

世

尊

は

仏

は

〔

命

者

と

諸

殖

と

の

〕

生

命

体

が

〔

諸

組

〕

そ

の

も

の

で

あ

る

と

も

、

〔

諸

は
ず
。

殖
と
〕
異
な
る
と
も
説
か
れ
な
か
っ
た
。

真
〔
実
〕
我
を
執
し
て
有
と
為
る

〔者〕

lま

則
ち
見
の
牙
に
傷
つ
け
ら
れ
、

俗
我
を
擁
し
て
無
と
為
る
〔
者
〕

lま

便
ち
善
業
の
子
を
壊
す
。

-
異
を
言
(
の
た
ま
)

烏
命
者
都
無
と
記
さ
な
い
理
由

o
H
仮
我
を
按
無
す
る
か
ら
命
者
都
無
と
説
か
な
い

仮
〔
設
さ
れ
た
〕
我
を
楼
無
せ
ん
こ
と
を
恐
れ
て

亦
た
〔
命
者
が
〕

ず
。
(
一
)

謂
は
く
、
績
の
相
続
の
中
に
お
い
て
、

業
・
果
を
有
す
る
を
〔
仮
り
に
u
〕
命
者
と
す
。

若
し
命
者
無
し
と
説
か
ば
、

彼
〔
の
筏
嵯
〕
は
此
〔
の
業
果
を
有
す
る
命
者
〕

を
擁
し
て
無
と
為
せ
ば
な
り
。
(二
)

都
て
無
な
り
と
も
説
き
た
ま
は

な
ぜ
な
ら
ば
、
我
の
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る

〔
者
〕
は

〔
有
身
見
を
相
と
す
る
〈
・
「
〕
牙
の
よ
う
な
見
に
よ

っ
て
害
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、

〔
仮
我
を
認
め
る
〕
世
俗
〔
我
〕
に
到
達
し
な
い

〔
者
〕
は

善
の
子
〔
す
な
わ
ち
善
業
〈
・
F

〕
が
壊
れ
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
。一

五
六
上
口

四
右
吋

四
七

o
=

一
五
六
上
呂

四

右

吋

四

七

O
ロ
三
O
七
中
出

そ
し
て
、
ま
た
施
設
さ
れ
た
も
の
も
非
存
在
〔
と

考
え
る
こ
と
〕
勿
れ
と
て
、

〔
命
者
が
〕
存
在
し
な
い
と
も
説
か
れ
な
か
っ
た
。

(

一

)
な
ぜ
な
ら
ば
、
殖
の
相
続
に
お
い
て
善
〔
業
〕
・
不

善
〔
業
〕
の
果
が
存
在
す
る
の
に
、
こ
〔
の
離
の

相
続
〕
に
お
い
て
、
生
命
体
が
存
在
し
な
い
と
説

示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
〔
の
仮
説
〕
の
生
命

体
と
称
さ
れ
も
の
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
〔
と

考
え
る
〕
か
ら
で
あ
る
。
(
二
)

若
し
我
有
り
と
説
く
こ
と
を
信
ず
れ
ば
、

見
の
牙
が
身
を
傷
徹
す
。

若
し
偲
名
我
を
棄
(
す
)
つ
れ
ば
、

善
子
は
即
ち
堕
落
せ
ん
。

三

O
七
中

Z

復
た
備
を
説
き
て
言
は
く
。

人
の
賞
に
無
き
に
由
る
が
故
に
、

悌
は

一
・
異
を
記
し
た
ま
は
ず
。

亦
た
無
な
り
と
説
く
こ
と
を
得
ず
。

般
我
無
し
と
執
す
る
こ
と
勿
れ
ば
な
り
。

是
れ
陰
の
相
績
の
中
に

善
・
悪
の
果
有
り
、
と
の
理
に
で
も
、

(
仮
の
)
命
者
を
説
い
て
楼
無
す
。

命
者
無
し
と
説
く
に
由
り
て
な
り
。

第一章 プ ドガラ説を破す
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。ω
正
法
の
器
で
な
い
か
ら
仮
の
命
者
を
説
か
な
い

諸
離
の
中
に
仮
名
の

命
者
有
り
と
説
き
た
ま
は
ざ
る
は
、

一
五
六
上
N
N

四
右
目
。
四
七

0
5
三
O
七
中
民

生
命
体
は
諸
殖
に
お
い
て
施
設
さ
れ
た
も
の
と
し

て
の
み
〔
存
在
す
る
〕
、
と
も
お
説
き
に
な
ら
な
か

っ
た
。

発

問

者

に

、

真

空

を

解

す

る

に

こ

の

場

合

、

こ

の

よ

う

な

人

た

ち

は

力
無
き
こ
と
を
観
〔
待
〕
す
る
に
由
り
て
な
り
。
空
性
を
覚
知
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
〔
か

(

三

)

ら

〕

。

(

三

)

民
間
者
の
意
楽
を
観
待
す
る
か
ら
命
者
の
有
無
を
論
じ
な
い

一
五
六
上
陸
四
左
N

四
七

O
=
一ニ

O
七
中
包

是

く

の

如

く

筏

嵯

の

こ

の

よ

う

に

、

我

が

存

在

す

る

の

か

存

在

し

な

い

意
楽
の
差
別
を
観
〔
待
〕
す
る
が
故
に
、
の
か
と
パ
ト
ウ
ス
ヤ
に
問
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
〔
世

彼
〔
の
筏
嵯
〕
が
我
の
有
・
無
を
問
へ
ど
も
、
尊
は
何
も
〕
お
説
き
に
な
ら
な
か
っ
た
。

仏
は
〔
我
の
〕
有
・
無
を
答
へ
た
ま
は
ず
。
〔
そ
れ
は
〕
質
問
者
の
意
楽
を
顧
慮
し
て
〔
お
説

き
に
な
ら
な
か
っ
た
の
〕
で
あ
る
。

し
か
し
、
〔
生
命
体
が
〕
存
在
す
る
な
ら
ば
、
存
在

す
る
、
と
、
な
ぜ
言
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
〔
そ
れ

は
命
者
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
〕
。
(
四
)

(
四
)

忠
世
間
に
つ
い
て
の
無
記

E
世
間
は
常
住
な
り
等
の
無
記
(
第

一
I
四
句
)
を
会
通
す

c
総

説

一

五

六

上

包

囲

左

h
p

四
七

0
5
三
O
七
中
自

何
に
縁
り
て
〔
仏
は
〕
「
世
間
は
常
〔
住
〕
な
り
」
等

一

「
常
住
な
世
間
」
等
に
つ
い
て
も
ま
た
、

を
記
し
た
ま
は
ざ
る
か
。

一
意
楽
を
顧
慮
し
て
記
説
さ
れ
な
い
。

亦
た
問
者
の
阿
世
耶
を
観
〔
待
〕

一

す
る
が
故
な
り
。

己
我
が
世
間
で
あ
る
と
執
す
る
場
合

一
五
六
上
ミ

問
者
が
若
し
、
我
を
世
間
と
為
す
、
と
執
す
れ
ば
、
一

我
の
体
は
都
て
無
な
る
が
故
に
、
〔
「
世
間
は
常
住
な
り
」

一

等
の
〕
四
の
記
は
皆
な
理
に
非
ず
。

一

質
問
者
の

四
左
品
四
七

0
5
一ニ
O
七
中
自

ま
ず
も
し
、
世
間
は
我
で
あ
る
、
と
認
許
さ
れ
る
な

ら
ば
、
こ
〔
の
我
〕
は
無
い
か
ら
、
〔
「
世
間
は
常
な
り
」

等
の
〕
四
種
を
記
説
す
る
こ
と
は
理
に
合
わ
な
い
。
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彼
の
人
は
未
だ
、

異
空
の
理
を
正
し
く
説
く
こ
と
を
堪
受
せ
ざ
れ

手
品
、
我
有
る
か
我
無
き
か
を
問
ふ
に
、

故
(
こ
と
さ
ら
)
に
、
我
無
し
と
答
へ
た
ま
は
ず
。
，〆~、

一一-一ι一一F
、句目〆

若
し
問
の
意
を
観
ず
る
に
由
ら
ば
、

有
に
於
い
て
も
、
何
ぞ
記
し
た
ま
は
ざ
る
か
。

前
の
、
理
繋
無
き
こ
と
に
同
じ
て
、

難
に
堕
す
る
が
故
に
記
し
た
ま
は
ず
。
(
四
)

第三節プドガラについての積子部と論主との論争

世
間
は
常
住
な
り
等
の
問
に
、
悌
の
亦
た
記
し
た
ま

は
ざ
る
は
、
問
ふ
人
の
意
を
観
ず
る
に
由
る
が
故
な
り
。

一

若
し
彼
れ
が
我
を
執
し
て
世
間
と
矯
さ
ば
、

一
我
〕
は
無
き
が
故
に
、
〔
「
世
間
は
常
住
な
り
」

一
四
の
答
は
理
に
麿
ぜ
ず
。

此
〔
の

等
の
〕



。N世
間
は
生
死
の
有
情
で
あ
る
と
執
す
る
場
合
一
五
六
上
自
四
左
∞
四
七

O
N
O

三
O
七
中
出

若
し
、
生
死
〔
の
有
情
〕
を
皆
な
世
間
と
名
づ
く
、
ま
た
世
間
は
一
切
の
輪
廻
〔
す
る
も
の
〕
で
あ
る
〔
と

と
〔
問
者
が
〕
執
す
れ
ば
、
仏
〔
の
「
世
間
は
常
住
な
認
許
さ
れ
る
〕
な
ら
ば
、
こ
〔
の
「
世
間
は
常
住
な
り
」

り
」
等
〕
の
四
種
の
記
も
亦
た
皆
な
理
に
非
ず
。

等
の
四
の
記
〕
も
ま
た
理
に
合
わ
な
い
。

調
は
く
、
若
し
〔
世
間
が
〕
常
〔
住
〕
な
ら
ば
、
〔
有
情

は
〕
浬
繋
を
得
る
こ
と
無
け
ん
。

若
し
〔
世
間
が
〕
是
れ
非
常
な
ら
ば
、
〔
有
情
は
〕
便
ち

自
ら
断
滅
し
、
功
力
に
由
ら
ず
し
て
威
く
浬
繋
を
得
ん
。

若
し
〔
世
間
は
〕
常
に
し
て
亦
た
非
常
な
り
と
為
す
と

説
か
ば
、
定
ん
で
応
に
、

一
分
{の
有
情
〕
は
浬
繋
を
得

る
こ
と
無
く
、
一
分
の
有
情
は
自
ら
円
寂
を
証
す
べ
し
。

若
し
〔
世
間
は
〕
非
常
に
し
て
非
非
常
な
り
と
記
さ
ば
、

〔
有
情
は
〕
則
ち
浬
繋
を
得
る
に
も
非
ず
、
浬
繋
を
得

ざ
る
に
も
非
ず
し
て
、
決
定
相
違
し
て
、
便
ち
戯
論
を

成
ぜ
ん
。。ω結

一
五
六
中
仏
四
左
目
。
四
七
一

ω

一二

O
七
下
町

然
る
に
、

聖
道
に
依
り
て
般
浬
般
市
す
可
し
。
故
に
四

を
定
ん
で
記
す
る
こ
と
は
皆
な
理
に
応
ぜ
ず
。
離
繋
子

が
雀
の
死
生
を
問
ふ
が
知
し
。
仏
は
彼
れ
の
心
を
知
る

〔
が
故
〕
に
、
定
ん
で
記
す
る
こ
と
を
為
さ
ず
。

芯
世
間
は
有
辺
な
り
等
の
無
記
(
第
五
1

八
)
を
会
通
す

「
〔
世
間
は
〕
有
辺
な
り
」
等
の
四
に
も
亦
た
記
し
た

ま
は
ざ
る
は
、
「
〔
世
間
は
〕
常
〔
住
〕
な
り
」
等
〔
の

四
〕
と
同
じ
く
皆
な
失
有
る
を
以
つ
て
の
故
な
り
。

寧
ん
ぞ
、
此
〔
の
「
有
辺
な
り
」
等
〕
の
四
の
義
が
「
常

な
り
」
等
と
同
じ
き
こ
と
を
知
ら
ん
や
。

世
間
が
常
住
で
あ
る
な
ら
ば
、

に
至
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

〔
世
間
が
〕
非
常
住
で
あ
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
も
の

は
断
滅
に
至
る
で
あ
ろ
う
。

〔
世
間
が
常
住
・
非
常
住
の
〕
同
様
で
あ
る
な
ら
ば
、

決
定
し
て
或
る
者
は
般
浬
繋
に
至
る
で
あ
ろ
う
し
、
或

る
者
は
〔
般
浬
繋
に
至
ら
〕
な
い
で
あ
ろ
う
。

〔
世
間
が
常
住
・
非
常
住
の
〕
両
様
で
な
い
な
ら
ば
、

般
浬
繋
に
〔
も
至
ら
〕
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
不
般
浬
繋

に
も
至
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

い
か
な
る
者
も
般
浬
繋

そ
れ
ゆ
え
、
般
浬
般
市
は
聖
道
に
依
る
か
ら
、
四
種
〔
の

い
ず
れ
〕
と
も
決
定
し
て
記
説
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
ニ

ル
グ
ラ
ン
タ
声
聞
の
雀
の
ご
と
き
で
あ
る
。

一
五
六
中
。
五
右
同
四
七
一
品

三
O
七
下
。

そ
れ
ゆ
え
、
ま
さ
に
「
世
間
は
有
限
で
あ
る
」
等
と

い
う
四
種
に
つ
い
て
も
〔
質
問
者
の
意
楽
を
顧
慮
し
て
〕

記
説
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
〔
の
「
世
間
は
有

限
で
あ
る
」
等
〈
・
F

〕
の
四
句
も
〔
「
常
住
な
り
」
等
の

四
句
と
〈
・
己
同
じ
意
味
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

若
し
彼
れ
が
、
一
切
の
生
死
〔
の
衆
生
を
〕
を
世
間

と
名
づ
く
、
と
執
す
れ
ば
、
此
れ
に
答
ふ
る
こ
と
も
亦

た
理
に
臆
ぜ
ず
。
何
を
以
つ
て
の
故
な
る
か
、
と
い
ふ

若
し
世
間
が
常
住
な
ら
ば
、
〔
衆
生
は
〕

一
人
と
し
て
般

浬
繋
を
得
る
も
の
無
か
ら
ん
。

若
し
〔
世
間
が
〕
常
住
に
非
ず
ん
ば
、
則
ち
一
切
〔
の

衆
生
〕
は
皆
な
断
滅
し
て
、
自
然
に
般
浬
繋
す
。

若
し
こ
を
具
さ
ば
、
必
ず
定
ん
で
、

一
分
〔
の
衆
生
〕

は
浬
繋
を
得
ず
、

一
分
〔
の
衆
生
〕
は
自
ら
〔
浬
繋
を
〕

得
。
若
し
二
に
非
ず
ん
ば
、
麿
に
、
〔
衆
生
は
〕
浬
繋
を
得
る

に
非
ず
、
〔
衆
生
は
〕
浬
繋
を
得
る
に
非
ざ
る
に
非
ざ
る

こ
と
を
成
ず
べ
し
。
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浬
繋
は
道
に
随
属
す
る
こ
と
を
至
得
す
る
に
由
る
が

故
に
、
是
の
故
に
、
定
ん
で
四
の
答
を
矯
す
可
か
ら
ず
。

誓
へ
ば
、
尼
乾
の
弟
子
の
握
る
〔
手
〕
中
の
雀
を
記
さ

ざ
る
が
如
し
。

此
の
義
に
由
り
て
、
「
世
間
は
有
漫
な
る
か
」
等
の
四

の
聞
に
も
、
悌
は
亦
た
記
し
た
ま
は
ず
。
此
の
閲
の
問

も
前
の
四
義
と
同
じ
な
る
が
故
な
り
。

第二 各論

何
を
以
っ
て
然
な
る
こ
と
を
知
る
か
。
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外
道
の
、
噛
底
迦
と
名
づ
く
る
も
の
有
り
て
、
先

に
「
世
間
は
有
辺
な
り
」
等
の
四
を
問
ふ
こ
と
を
以
っ

て
、
復
た
方
便
を
設
け
て
矯
(
い
つ
わ
)
り
て
世
尊
に
問
ふ
。

「
諸
々
の
世
間
〔
の
有
情
〕
は
皆
な
聖
道
に
由
り
て
能

く
出
離
す
る
こ
と
を
得
る
と
為
ん
か
。
一
分
〔
の
有
情

が
出
離
す
る
こ
と
を
得
る
〕
と
為
ん
か
」
と
。

尊
者
阿
難
は
因
り
て
彼
れ
に
告
げ
て
臼
は
く
。
「
汝
は

此
の
事
を
以
っ
て
巳
に
世
尊
に
間
へ
り
、
今
、
復
た
何

に
縁
り
て
、
名
を
改
め
て
重
ね
て
問
へ
る
や
」
と
。

故
に
、
後
の
四
は
義
が
前
〔
の
「
世
間
は
常

り
」
等
の
四
〕
と
同
じ
き
こ
と
を
知
ん
ぬ
。

〔
住
〕
な

払
如
来
死
後
有
り
等
の
無
記
(
第
九

i
十
二
句
)
を
会
通
す

E
正
叙
、
問
者
の
意
楽
を
観
待
す
る
か
ら
不
記

〈
慣
子
部
〉
復
た
、
何
の
縁
を
以
っ
て
、
世
尊
は
「
如

来
は
死
後
有
り
」
等
の
四
を
記
し
た
ま
は
ざ
る
か
。

〈
論
主
〉
復
た
問
者
の
阿
世
耶
を
観
〔
待
〕
す
る
が
故

な
り
。

問
者
は
、
巳
に
〔
生
死
を
〕
解
脱
せ
る
我
を
名
づ
け
て

如
来
と
為
す
と
妄
計
し
て
、
而
も
発
問
す
る
が
故
な
り
。

同
様
に
、
遊
行
者
ウ
ク
テ
ィ
カ
が
、
こ
の
同
じ
四
句

を
間
い
、
ま
た
「
世
間
の
す
べ
て
〔
の
者
〕
が
こ
の
道

に
よ
っ
て
出
離
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
世
間
の
一
部
〔
の

者
〕
が
〔
出
離
す
る
の
〕
か
」
と
問
う
た
。

尊
者
阿
難
は
「
ウ
ク
テ
イ
カ
よ
、
汝
は
最
初
に
世
尊

に
〔
「
有
限
な
り
」
等
と
〈
・
己
問
う
た
こ
と
と
同
じ
聞

を
、
今
〔
世
間
の
す
べ
て
の
者
が
こ
の
道
に
よ
っ
て
出

離
す
る
の
か
等
と
い
う
F
F〕
こ
の
異
門
に
よ
っ
て
問
う

た
」
と
言
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
す
べ
て
で
あ
る
。

一
五
六
中
ロ

五
右
。

四
七
一
吋

一ニ

O
七
中
ロ

外
道
に
し
て
郁
低
柄
と
名
づ
く
る
も
の
有
り
て
、
此

の
四
の
聞
を
以
っ
て
、
悌
に
復
た
問
ふ
「
一
切
の
世
間

〔
の
衆
生
〕
は
此
の
道
に
由
り
て
出
離
す
る
こ
と
を
得

る
と
矯
ん
か
、
世
間
の
一
分
〔
の
衆
生
が
出
離
す
る
こ

と
を
得
る
〕
と
為
ん
か
」
と
。
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「
如
来
は
死
後
に
も
有
る
」
〔
等
〕
と
い
う
四
句
に
つ

い
て
も
、

問
者
の
意
図
を
顧
慮
し
て
記
説
さ
れ
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
れ
は
、
解
脱
し
た
我
が
如
来
で
あ
る

と
考
え
て
、
質
問
し
た
か
ら
で
あ
る
。

大
徳
阿
難
は
言
は
く
「
部
眠
柿
よ
、
是
の
義
、
汝
は

初
に
於
い
て
己
に
世
尊
に
問
へ
り
。
今
、
何
故
ぞ
、
復

た
方
便
を
以
っ
て
更
に
此
の
義
を
間
ふ
や
」
。

第三節プドガラについての慎子部と論主との論争

「
如
来
は
異
な
り
て
死
す
る

等
の
四
の
聞
に
も
、

間
ふ
人
の
意
を
観
ず
る
に
由
る
が
故
に
、

し
た
ま
は
ず
。

何
を
以
つ
て
の
故
な
る
か
、
と
い
ふ
に
、
彼
の
人
は
、

己
に
解
脱
せ
る
我
を
如
来
と
名
づ
く
と
執
す
る
が
故

に
、
此
の
間
を
矯
せ
ば
な
り
。

〔後〕

に
も
有
る
か
」

悌
は
亦
た
記

足
プ
ド
ガ
ラ
論
者
の
過
失
を
挙
げ
る

己
論
主
反
詰
・
・
・
プ
ド
ガ
ラ
が
死
後
有
る
と
な
ぜ
記
さ
れ
な
い
か
一
五
六
中
目
玉
右
∞
四
七
一
忌
三

O
七
下
エ

今
、
応
に
、
我
有
り
と
計
す
る
者
に
「
仏
は
何
に
縁
一
し
か
し
、
プ
ド
ガ
ラ
論
者
は
「
な
ぜ
世
尊
は
、
生
き
一
我
有
り
と
執
す
る
人
に
、
躍
に
、
此
く
の
如
き
問
〔
即

り
て
、
現
〔
生
〕
の
補
特
伽
羅
有
り
と
記
す
る
も
、
如
一
て
い
る
者
の
プ
ド
ガ
ラ
は
存
在
す
る
、
と
記
説
し
な
が
一
ち
〕
「
云
何
ぞ
、
世
尊
は
、
〔
現
〕
生
に
人
存
し
て
有
る



一
ら
、
〔
如
来
は
〕
死
後
に
〔
も
プ
ド
ガ
ラ
が
存
在
す
る

一
U

〕
と
記
説
さ
れ
な
い
の
か
〕
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

一
詰
問
さ
れ
る
。

。N憤
子
部
答
・
・
・
常
住
の
過
失
に
堕
す
る
か
ら

一
五
六
中
忌
五
右
。
四
七

一
=

三

O
七
下

5

彼
れ
は
「
〔
如
来
が
死
後
有
る
と
説
か
ば
〕
常
〔
住
〕
一
〔
如
来
が
死
後
に
も
存
在
す
る
と
記
説
す
る
な
ら
ば
〕

の
〔
過
〕
失
に
堕
す
る
こ
と
有
ら
ん
を
恐
る
る
が
故
な
一
常
住
の
過
失
に
陥
る
か
ら
で
あ
る
。

り

」

と

言

ふ

。

一

己
論
主
反
論
・
・
・
未
来
世
・
過
去
世
に
つ
い
て
の
記
説
も
常
住
の
過
失
に
堕
す
る
こ
と
に
な
る
一
五
六
中
コ

若
し
爾
ら
ば
、
何
に
縁
り
て
、
仏
は
「
慈
氏
よ
、
汝
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
弥
鞠
よ
、
汝
は
未
来
世
に
お

は
来
世
に
於
い
て
当
に
仏
と
作
る
こ
と
を
得
べ
し
」
と
い
て
如
来
・
応
供
・
等
正
覚
者
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と

記
し
、
及
び
弟
子
に
「
身
の
壊
し
命
終
せ
る
某
甲
(
な
に
い
う
こ
の
こ
と
を
、
な
ぜ
記
説
さ
れ
る
の
か
。
そ
し
て
、

が
し
)
は
今
時
、
己
に
某
処
に
生
ぜ
り
」
と
記
す
る
や
。
過
去
に
過
ぎ
去
っ
た
声
聞
の
生
に
つ
い
て
「
か
く
か
く

の
者
は
か
く
か
く
の
所
に
生
ま
れ
た
」
と
な
ぜ
記
説
さ

れ
る
の
か
。

そ
の
〔
汝
の
言
う
〕
ょ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
〔
こ
れ
ら
の

記
説
も
〕
ま
た
常
住
に
な
る
過
失
に
陥
る
。

来
は
死
後
も
亦
た
〔
補
特
伽
羅
u
〕
有
り
と
は
記
し
た
ま

は
ざ
る
か
」
と
詰
問
す
ベ
し
。

此
れ
は
、
宣
に
常

ざ
ら
ん
や
。

〔住〕

に
堕
す
る
の
過
失
有
る
に
非

卒
論
主
破
・
・
・
救
を
挙
げ
て
破
す

一
五
六
中
忌

丘
プ
ド
ガ
ラ
を
見
な
い
と
い
う
場
合

若
し
、
仏
は
〔
般
浬
繋
の
〕
先
に
は
補
特
伽
羅
を
見

る
も
、
彼
れ
は
浬
繋
し
巳
れ
ば
、
便
ち
、
復
た
〔
補
特

伽
羅
を
〕
見
ざ
る
〔
が
ゆ
え
〕
に
、
〔
補
特
伽
羅
有
る
を
〕

知
ら
ざ
る
を
以
つ
て
の
故
に
〔
補
特
伽
羅
〕
有
り
と
記

し
た
は
ま
ず
と
い
へ
ば
、
則
ち
大
師
が

一
切
智
を
具
す

る
こ
と
を
楼
〔
無
〕
す
。

或
い
は
〔

一
切
智
者
な
れ
ど
も
〕
応
に
、
〔
補
特
伽
羅
有

り
と
〕
記
し
た
ま
は
ざ
る
こ
と
は
、
我
の
体
の
都
て
無

な
る
に
由
る
、
と
許
す
べ
し
。

五
左
N

四
七
一
広

一二

O
七
下
呂

ま
た
も
し
世
尊
が
、
〔
般
浬
繋
の
〕
前
に
は
プ
ド
ガ
ラ

を
見
る
が
、
般
浬
繋
し
て
か
ら
は
〔
プ
ド
ガ
ラ
を
〕
再

び
見
る
こ
と
が
な
い
〔
の
で
〕
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
を
〕
知
ら

な
い
か
ら
〔
プ
ド
ガ
ラ
が
有
る
と
〕
記
説
さ
れ
な
い
、

と
い
う
な
ら
ば
、
大
師
の

一
切
智
者
で
あ
る
こ
と
が
楼

無
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

あ
る
い
は
〔
一
切
智
者
で
あ
る
け
れ
ど
も
記
説
さ
れ
な

か
っ
た
、
と
い
う
な
ら
ば
〕
、
そ
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
〕
が
存

在
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

がと
有記
るす
とる
記も
し
た異
まな
はり
ざて
る死
かせ
」る

〔
後
〕
に
於
い
て
人

を
作
す
べ
し
。

一

常

〔

住

〕
の
過
失
に
堕
す
る
こ
と
を
離
れ
ん
が
矯
の

一
故
な
り
。

五

右

呂

四

七

一

=

三

O
七
下
広

此
の
事
、
一
五
何
ぞ
記
し
た
ま
ふ
や
。
併
は
言
は
く
「
禰

底
よ
、
[
割
註
、
知
覆
反
]
履
な
り
。
今
、
汝
は
未
来
に

於
い
て
、
嘗
に
知
来
・
阿
羅
詞
・
三
窺
三
悌
陀
を
成
ず

ベ
し
」
。
復
た
云
何
ぞ
曹
関
の
世
を
過
ぎ
己
り
て
死
せ
る

も
の
の
後
生
に
於
い
て
、
「
彼
の
某
甲
と
言
ふ
は
某
慮
に

受
生
す
」
と
記
し
た
ま
ふ
や
。

此
く
の
如
き
も
亦
た
麿
に
常
〔
住
〕
の
過
失
に
堕
す
べ

し。

第一章プドガラ説を破す第一編慣子部のプドガ ラ説を破す

若
し
、
世
尊
は
〔
般
浬
繋
の
〕
先
時
に
は
衆
生
の
存

在
を
見
る
も
、
般
浬
繋
し
己
れ
ば
、
則
ち
〔
衆
生
を
〕

復
た
〔
再
度
に
は
〕
見
ざ
る
が
故
に
〔
衆
生
有
り
と
〕

記
し
た
ま
は
ず
と
い
は
ぱ
、
此
れ
は
謄
に
、
〔
世
尊
に
〕

無
明
あ
る
に
由
る
が
故
に
記
し
た
ま
は
ざ
れ
ば
、
則
ち

大
師
が

一
切
智
徳
な
る
こ
と
を
壌
〔
無
〕
す
。

汝
は
、
或
い
は
謄
に
、
此
の
義
、
謂
は
く
、
我
有
ら
ざ

る
に
由
る
が
故
に
悌
は
記
し
た
は
ま
ず
、
と
い
ふ
〔
義
〕

を
信
受
す
べ
し
。

第二 各論61 



一
五
六
中
時
五
左
品
四
七
一
広
三

O
七
下
M
M

あ
る
い
は
、
そ
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
を
〕
見
る
け
れ
ど
も

〔
プ
ド
ガ
ラ
が
有
る
と
〕
説
か
れ
な
い
と
い
う
場
合
に

も
、
こ
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
〕
は
〔
般
浬
繋
後
に
も
五
離
を

離
れ
て
〕
存
在
し
常
住
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
成
立

す
る
。

島
プ
ド
ガ
ラ
は
見
・
不
見
と
も
説
く
べ
き
で
な
い
と
い
う
場
合

一
五
六
中
目
玉
左
町
四
七

一
広

三
O
七
下
お

若
し
〔
補
特
伽
羅
を
見
れ
ど
も
u
〕
見
と
も
非
見
と
も
ま
た
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
を
〕
見
る
、
あ
る
い
は
〔
見
〕
な
若
し
汝
が
此
の
義
、
〔
即
ち
〕
亦
た
、
謂
は
く
悌
は
見

倶
に
説
く
可
か
ら
ず
と
い
へ
ば
、
則
ち
応
に
、
漸
々
に
、
い
、
と
い
う
こ
の
こ
と
も
説
か
れ
る
べ
き
で
な
い
〔
と
る
と
も
及
び
見
ざ
る
と
も
言
ふ
可
か
ら
ず
、
と
い
ふ

仏
は
是
れ
一
切
智
な
り
と
も

一
切
智
に
非
ず
と
も
説
く
い
う
〕
な
ら
ば
、

こ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
世
尊
は
〔
義
〕
を
説
け
ば
、
若
し
爾
ら
ば
、
汝
は
臆
に
漸
漸
に
、

可
か
ら
ず
、
と
言
ふ
ベ
し
。

一
切
智
者
で
あ
る
、
あ
る
い
は
〔

一
切
智
者
で
〕
な
い
、
此
の
義
、
〔
即
ち
〕
皆
を
し
て
、
悌
世
尊
は
是
れ

一
切
智

と
い
う
こ
の
こ
と
も
徐
々
に
説
か
れ
る
べ
き
で
な
い
と
な
り
と
も
言
ふ
可
か
ら
ざ
ら
令
む
、
〔
或
い
は
〕
一
切
智

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る

。

に

非

ず

と

も

言

ふ

可

か

ら

ざ

ら

し

め

、

と

い

ふ

〔

義

〕

を
成
ず
べ
し
。

第
七
目
我
無
し
と
執
す
れ
ば
悪
見
処
に
堕
す
る
と
説
く
経
に
よ
る
憤
子
部
説
を
破
す

巳
積
子
部
宗
義

一
五
六
中
立
五
左
。
四
七

一
コ

一ニ

O
七
下
以

若
し
、
実
に
補
特
伽
羅
有
り
と
い
ふ
は
、
契
経
に
、
プ
ド
ガ
ラ
は
ま
さ
に
存
在
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
〔
経

お
プ
ド
ガ
ラ
を
見
る
が
記
さ
な
い
と
い
う
場
合

若
し
、
世
尊
は
〔
補
特
伽
羅
を
〕
見
れ
ど
も
〔
補
特

伽
羅
有
り
と
〕
説
き
た
ま
は
ず
、
と
謂
へ
ば
、
則
ち
〔
補

特
伽
羅
が
般
浬
繋
後
に
〕
離
殖
(
の
我
〕
及
び
常
住
な

る
過
〔
失
〕
有
り
。

諦
の
故
に
住
の
故
に
、
我
無
し
と
定
ん
で
執
す

る
者
は
、
悪
見
処
に
堕
す
。

と
言
ふ
を
以
つ
て
の
故
な
り
、

と
謂
は
ば
、

事
実
と
し
て
定
則
と
し
て
私
に
は
我
が
存
在
し
な

い
、
と
〔
考
え
る
の
〕
は
〔
邪
戸
[
〕
見
処
で
あ
る
。

と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ω
N
論
主
破

E
こ
の
経
は
有
我
を
示
す
た
め
で
は
な
く
、
断
・
常
の
の
両
辺
を
離
れ
る
た
め
に
説
か
れ
た

一
五
六
中
自

五
左
吋
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若
し
悌
は
人
を
見
れ
ど
も
〔
人
有
り
と
〕
記
し
た
ま

は
ず
と
い
へ
ば
、
記
し
た
ま
は
ず
と
雄
も
、
此
の
人
が

是
れ
〔
般
浬
繋
後
に
も
五
陰
を
離
れ
て
〕
有
り
て
、
亦

た
是
れ
常
住
な
り
、
と
い
ふ
此
の
義
、
自
ら
成
ず
。

第三節プドガラについての慣子部と論主と の論争

亦
た
、
我
は
必
ず
定
ん
で
有
り
、
と
言
ふ
可
か
ら
ず
、

〔
所
以
は
〕
此
の
言
〔
即
ち
〕
、

賞
に
依
り
住
に
依
り
て
、
我
を
楼

(無
一
し
て
我

無
し
(と
執
す
る
こ
と
一を
説
い
て
見
処
と
名
づ
く
。

〔
と
説
け
る
〕
に
由
り
て
な
り
。

四
七

一
回∞

一ニ

O
七
下
呂



此
れ
は
証
と
成
ら
ず
。
〔
所
以
は
如
何
と
な
れ
ば
〕
彼

の
経
に
亦
た
、

我
有
り
と
定
ん
で
執
す
る
者
は
、
悪
見
処
に
堕
す
。

と
説
け
る
が
故
な
り
。

ゲ
N

阿
毘
達
磨
論
師
説
を
引
い
て
上
述
の
こ
と
を
証
す

阿
毘
達
磨
の
諸
論
師
は
「
我
の
有
・
無
に
執
す
る
こ

と
は
、
倶
に
辺
見
の
摂
な
り
。
次
〔
第
〕
の
如
く
、
常

〔
見
)
・
断
〔
見
〕
の
辺
に
堕
在
す
る
が
故
な
り
」
と
一
一
百

ふ。
彼
の
師
の
所
説
は
、

深
く
理
に
応
ず
と
為
す
。

我
有
り
と
執
す
れ
ば
則
ち
常
辺
に
堕
し
、

無
し
と
執
す
れ
ば
便
ち
断
辺
に
堕
す
。

若
し
我

と
、
前
の
『
筏
嵯
経
』
に
分
明
に
説
け
る
を
以
つ
て
の

故
な
り
。

〔
し
か
し
、
こ
の
経
に
ま
た
、
可
〕

〔
私
に
は
我
が
〕
存
在
す
る
と

〔
有
身
F
巴
見
処
で
あ
る
。

と
説
か
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
〔
の
経
説
〕

な
ら
な
い
。

〔
考
え
る
の
〕
も

は
誠
証
と

一
五
六
中
町
五
左
∞
四
七
一

5

一二

O
七
下
呂

ア
ピ
ダ
ル
マ
諸
論
師
は
「
し
か
し
、
こ
れ
は
両
者
と

も
ま
た
〔
各
々
)
常
〔
見
〕
・
断
見
に
摂
ま
る
辺
見
で
あ

る
」
と
〔
み
な
す
〕
。

〔
こ
の
ア
ピ
ダ
ル
マ
諸
論
師
の
説
は
〕
そ
の
通
り
、

理
に
か
な
っ
て
い
る
。
『
パ

l
ト
ス
ヤ
経
』
に
、

ア
l
ナ
ン
ダ
よ
、
我
が
存
在
す
る
と
(
考
え
る

の
〕
は
常
〔
見
〕
に
陥
る
。
ア

l
ナ
ン
ダ
よ
、
我

が
存
在
し
な
い
と
〔
考
え
る
の
〕
は
断
〔
見
〕
に

陥
る
。

と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
八
目
プ
ド
ガ
ラ
が
輪
廻
の
主
体
で
あ
る
と
い
う
慎
子
部
説
を
破
す

巳

積

子

部

宗

義

一

五

六

下
N

六
右
-
四
七
一
時
一
二

O
八
上
N

若
し
補
特
伽
羅
有
る
こ
と
定
ん
で
無
く
ん
ぱ
、
何
の
一
そ
れ
で
は
、
も
し
プ
ド
ガ
ラ
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、

誰
か
生
死
に
流
転
す
、
と
説
く
可
し
と
為
さ
ん
。
応
に
一
こ
の
何
が
輪
廻
す
る
の
か
。
〔
こ
の
こ
と
を
問
う
〕
ゆ
え

生
死
自
ら
は
流
転
す
べ
か
ら
ざ
る
が
故
〔
に
是
く
の
如
一
ん
は
、
輪
廻
そ
の
も
の
が
輪
廻
す
る
と
い
う
こ
と
は

有
り
と
す
る
も
亦
た
是
れ
見
慮
な
り
。

と
説
け
り
。
是
の
故
に
、
此
の
言
は
以
っ
て
謹
と
属
す

可
か
ら
ず
。

第一章プドガラ説を破す

阿
毘
達
磨
師
は
「
此
の
二
は
皆
な
是
れ
遁
見
な
り
、

断
・
常
の
二
謹
の
見
の
所
嬬
な
る
が
故
な
り
」
と
説
く
。

此
の
言
が
是
れ
理
な
り
。
『
蹴
婆
経
』
の
中
に
言
ふ
が

如
し
。

第一編慣子部のプドガラ説を破す

阿
難
よ
、
若
し
我
有
り
と
説
け
ば
、
此
の
人
は

則
ち
常
見
に
堕
す
。
若
し
我
無
し
と
説
け
ば
、
此

の
人
は
則
ち
断
見
に
堕
す
。

と
一
若
し
汝
が
、
人
は
無
し
、
と
ユ
一
一
口
へ
ば
、
何
物
か
生
死

一
に
往
還
す
。
何
を
以
つ
て
の
故
に
〔
是
く
の
如
く
問
ふ
〕

一
か
、
と
い
ふ
に
、
生
死
自
ら
が
往
還
す
、
と
い
ふ
此
の
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く
問
ふ
〕
な
り
。
然
る
に
、

い
て
説
き
た
ま
ふ
、

諸
有
情
は
無
明
に
覆
は
れ
食
愛
に
繋
せ
ら
れ
て

生
死
に
馳
流
す
。

薄
迦
林
凡
は
契
経
の
中
に
於

と
故
に
、
応
に
〔
能
流
転
と
し
て
の
〕

ん
で
有
る
べ
し
。

此
〔
の
補
特
伽
羅
〕
は
復
た
如
何
に
し
て
生
死
に
流

転
す
る
か
。

〔
補
特
伽
羅
が
u
〕
前
の
殖
を
捨
て
て
後
の
殖
を
取
る

に
由
る
が
故
な
り
。

補
特
伽
羅
は
定

民
論
主
破

一
五
六
下
。
六
右
目
四
七
二
日

是
く
の
知
き
義
宗
は
前
に
巳
に
徴
遣
せ
り
。

私
論
主
が

「
流
転
生
死
」

の
正
義
を
叙
す

一
五
六
下
斗

原
を
煉
く
火
は
剃
那
〔
剃
那
〕
に
減
す
と
雄
も
、
而

も
〔
前
後
の
〕
相
続
に
由
り
て
流
転
す
る
こ
と
有
り
、

と
説
く
が
如
く
、
〔
五
〕
離
の
来
に
仮
説
さ
れ
た
有
情
が

〔
剃
那
減
な
り
と
い
へ
ど
も
〕
愛
・
取
を
縁
と
為
し
て

〔
相
続
に
由
り
て
〕
生
死
に
流
転
す
〔
と
説
く
山
。

。
一一一一)¥

上
αコ 理

に
合
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
世
尊
は
、

無
明
の
蓋
を
有
す
る
有
情
は

し
流
転
す
る
。

〔
生
死
を
〕
馳
流

と
説
か
れ
る
。

〔
そ
れ
ゆ
え
、
輪
廻
の
主
体
と
し
て
の
プ
ド
ガ
ラ
が

存
在
す
る
〕

ま
た
、
プ
ド
ガ
ラ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
流
転
す
る
の

4
H
 

〔
プ
ド
ガ
ラ
が
〕
別
な
〔
五
〕
離
を
捨
て
て
〔
別
個

な
五
離
を
〕
取
る
こ
と
に
よ
〔
っ
て
流
転
す
〕
る
。

こ
の
宗
義

説
い
た
。

〔
を
遮
遣
す
る
こ
と
〕

は
以
前
に
す
で
に

六
右
目

四
七
二
日

三

O
八
上
∞

輸
え
ば
、
実
際
、
火
は
剃
那
的
存
在
で
あ
っ
て
も
〔
別

な
処
に
生
じ
る
F
己
相
続
体
に
よ
っ
て
転
移
す
る
、
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
同
様
に
、
渇
愛
に
取
著
す
る
こ
と

を
有
す
る
有
情
と
称
さ
れ
る
〔
五
〕
殖
の
衆
集
が
{
剃

那
的
存
在
で
あ
っ
て
も
相
続
体
に
よ
っ
て
F
F
〕
輪
廻
す

る
、
と
言
わ
れ
る
。

義
、
言
ふ
可
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
悌
世
尊
の
説
き
た
ま

ふ
。

64 

諸
衆
生
は
、
無
明
を
以
っ
て
蓋
は
れ
(
為
)
、
食

愛
に
縛
ら
れ
(
為
)
て
、
此
彼
に
往
還
し
、
或
い
は

地
獄
に
於
い
て
、
或
い
は
畜
生

・
餓
鬼
・
人
・

天

の
道
の
中
に
於
い
て
、
此
く
の
如
く
長
夜
に
衆
苦

を
受
け
、
食
愛
を
増
益
し
、
常
に
衆
血
が
滴
る
。

》
}
。若

し
爾
ら
ば
、
此
の
人
は
云
何
に
し
て
生
死
に
往
還

す
る
か
。

此
の
陰
を
捨
て
て
彼
の
別
の
陰
を
受
く
る
に
由
り
て

な
り
。汝

の
今
の
所
立
の
義
は
前
に
於
い
て
巳
に
破
せ
り
。

第三節プドガラについての慎子部と論主との論争

若
し
爾
ら
ば
、
人
を
離
れ
て
、
生
死
は
云
何
に
し
て

自
ら
往
還
す
る
か
。

警
へ
ば
、
火
は
剃
那
剃
那
に
滅
す
る
も
相
績
に
由
る

が
故
に
行
く
、
と
説
く
が
如
く
、
此
く
の
如
く
、
〔
五
〕

陰
の
衆
を
説
き
て
衆
生
と
名
づ
け
、
〔
こ
の
衆
生
は
剃
那

剃
那
に
減
す
と
も
〕
食
愛
に
〔
執
〕
取
さ
れ
(
為
)
る
と

以
っ
て
、
相
績
に
約
し
て
説
き
て
往
還
す
、
と
名
づ
く。



第
九
目
プ
ド
ガ
ラ
は
昔
の
自
分
と
今
の
自
分
と
の
同
一

巳
慣
子
部
宗
義
一
五
六
下
。
六
右
吋
四
七
二
ω

三
O
八
上
=

〈
積
子
部
〉
若
し
〔
有
情
に
は
〕
唯
だ
〔
五
〕
殖
の
み
も
し
〔
有
情
が
〕
こ
の
〔
五
〕
離
の
み

有
ら
ば
、
何
故
ぞ
世
尊
は
是
く
の
如
き
説
〔
即
ち
〕
、
の
〕
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
世
尊
は
、

今
の
我
れ
は
昔
に
於
い
て
世
の
導
師
と
為
り
、
私
そ
の
も
の
は
そ
の
時
あ
の
時
に
こ
の
妙
眼
と

名

づ

け

て

妙

眼

と

為

す

。

い

わ

れ

る

師

で

あ

っ

た

。

と
い
ふ
こ
と
を
作
し
た
ま
ふ
や
〔
否
作
し
た
ま
は
ず
〕
。
と
言
わ
れ
た
の
か
〔
否
言
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
〕
。

〈問
v

此
の
〔
経
〕
説
に
何
の
答
あ
る
か
。
な
ぜ
〔
こ
の
よ
う
に
〕
説
か
れ
る
べ
き
で
な
い
の
か
。

〈
積
子
部
〉
〔
五
〕
離
は
各
〔
剃
那
ご
と
に
〕
異
な
る
諸
績
は
〔
剃
那
的
存
在
で
あ
る
か
ら
〈
ト
、
剃
那
ご
と

が
故
〔
今
の
殖
と
昔
の
離
と
は
各
別
な
れ
ば
ヨ
な
り
。
に
〕
異
な
る
〔
の
で
、
そ
の
時
の
私
と
あ
の
時
の
私
と

が
各
別
で
あ
る
〕
か
ら
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
〔
五
描
以
外
の
〕
何
が
[
妙
眼
と
い
わ
れ
る

の
〕
か
。

プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
。

〈
間
〉
若
し
爾
ら
ば
、
是
れ
〔
五
組
以
外
の
〕

〔
妙
眼
と
名
づ
け
ら
る
る
〕
か
。

〈
慣
子
部
〉
謂
は
く
、
補
特
伽
羅
な
り
。

何
物
が

性
を
保
つ
と
い
う
反
論
を
破
す

〔
か
ら
成
る

込
論
主
破

Z
今
昔
に
通
じ
る
プ
ド
ガ
ラ
を
破
す

己
前
後
に
通
じ
る
プ
ド
ガ
ラ
は
常
住
に
な
る
一
五
六
下
呂
六
右
。
四
七
二
町
三

O
八
上
ロ

昔
の
我
れ
が
即
ち
今
〔
の
我
れ
〕
な
ら
ば
、
〔
そ
の
〕
一
〔
そ
の
時
の
〕
こ
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
〕
そ
の
も
の
が
〔
あ

体
〔
な
る
補
特
伽
羅
〕
は
応
に
常
住
な
る
べ
し
。
一
の
時
の
〕
か
〔
の
プ
ド
ガ
ラ
〕
で
あ
る
な
ら
ば
、
〔
プ
ド

一
ガ
ラ
は
〕
常
住
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

。
∞
正
義
を
述
べ
て
経
意
を
通
じ
る
一
五
六
下
=
六
右
。
四
七
一
一
回
一
二

O
八
上
エ

故
に
、
「
今
の
我
れ
は
昔
、
師
と
為
る
」
と
の
言
を
説
そ
れ
ゆ
え
、
「
私
そ
の
も
の
は
〔
そ
の
時
あ
の
時
に
〕

く
こ
と
は
、
昔
〔
の
我
れ
〕
と
今
〔
の
我
れ
〕
と
が
是
こ
〔
の
妙
眼
と
い
わ
れ
る
師
〕
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と

れ
〔
同
〕
一
の
相
続
な
る
こ
と
を
顕
は
し
〔
補
特
伽
羅
は
、
同
一
の
相
続
で
あ
る
こ
と
を
説
示
す
る
〔
の
み
で

有

る

こ

と

を

顧

す

に

非

ず

〕

。

あ

り

、

プ

ド

ガ

ラ

の

存

在

を

一

不

す

の

で

は

な

い

〕

。

若
し
世
間
〔
の
衆
生
〕
は
唯
だ
是
れ

の
み
な
ら
ば
、
一
五
何
ぞ
、
悌
世
尊
は
、

今
の
我
れ
は
昔
時
に
於
い
て
曾
っ
て
世
の
師
と

作
り
て
名
づ
け
て
善
目
と
日
ふ
。

と
説
き
ま
へ
る
や
〔
否
説
き
た
ま
は
ず
〕
。

云
何
が
臆
に
此
く
の
如
く
説
く
べ
か
ら
ざ
る
か
。

諸
陰
は
〔
利
那
ご
と
に
〕
異
な
る
に
由
〔
り
て
、
今

の
陰
と
昔
の
陰
と
は
各
別
な
ご
る
が
故
な
り
。

〔五〕

陰
の
衆

第一章プドガラ説を破す

若
し
爾
ら
ば
、
〔
五
陰
以
外
の
〕
何
者
が
有
〔
り
て
善

目
と
名
づ
け
ら
る
〕
る
か
。

人
な
り
。

第一編槽子部のプドガラ説を破す

一
若
し
昔
の
人
が
即
ち
是
れ
今
の
人
な
れ
ば
、
人
は
則

一
ち
常
住
な
る
べ
し
。

是
の
故
に

の
此
の
言
は
、

「
今
の
我
れ
は
是
れ
昔
の
世
師
な
り
」
と

一
の
相
績
を
頼
は
す
。
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足
真
実
我
の
存
在
を
破
す
・
・
・
実
有
の
プ
ド
ガ
ラ
が
あ
れ
ば
、
仏
も
我
執
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る

己
正
破

一
五
六
下
お
六
右
目
。
四
七
二
∞

一二

O
八
上
広

若
し
、
決
定
し
て
真
実
我
有
り
、
と
謂
へ
ば
、
則
ち
ま
た
も
し
実
我
が
存
す
る
な
ら
ば
、

応
に
唯
だ
仏
の
み
が
[
真
実
我
を
〕
能
く
明
了
に
観
ず
〔
実
我
を
〕
明
瞭
に
見
る
で
あ
ろ
う
。

ベ
し
。

〔
仏
は
真
実
我
を
〕
観
じ
巳
り
て
応
に
堅
固
な
る
我
執

を
生
ず
ベ
し
。

斯
の
我
執
よ
り
我
所
執
が
生
ず
〔
べ
し
〕
。

此
〔
の
我
・
我
所
の
執
〕
よ
り
応
に
我
・
我
所
の
愛
を

生
ず
べ
し
。

故
に
薄
迦
党
は
是
く
の
知
き
言
を
作
す
。

若
し
我
有
り
と
執
す
れ
ば
、
使
ち
我
所
を
執
す
。

〔
今
の
〕
此
の
火
は
曾
っ
て
彼
の
事
を
焼
く
〔
火
〕
な

り
、
と
言
ふ
が
如
し
。

と
〔
真
実
我
有
れ
ば
、
仏
は
)我
所
を
執
す
る
が
故
に
、
諸

離
の
中
に
於
い
て
便
ち
復
た
我
・
我
所
の
愛
を
発
生
す
。

〔
仏
が
〕
薩
迦
耶
見
・
我
愛
に
縛
せ
ら
る
と
い
へ
ば
、

則
ち
仏
は
解
脱
を
去
る
こ
と
遠
し
、
と
〔
仏
を
]
誘
る

こ
と
と
為
る
。

一
愉
え
ば
、
〔
以
前
に
〈
w

「
燃
え
て
い
た
〕

一
燃
え
な
が
ら
〔
今
に
〕
至
っ
て
い
る
、

一
き
で
あ
る
。

そ
の
同
じ
火
、
が

と
い
う
が
ご
と

諸
如
来
の
み
が

そ
し
て
、
〔
実
我
を
〕
見
る
と
、
我
執
は
根
強
い
堅
固
な

も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、

ろ
う
〕
。

〔
ま
た
〕
経
に
、

そ
し
て
、
実
我
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、

〔
の
観
念
〕
が
存
す
る
。

と
説
か
れ
る
か
ら
、
〔
実
我
が
存
在
す
る
な
ら
ば
〕
彼
れ

ら
〔
知
来
〕
に
は
諸
殖
に
対
す
る
我
執
〔
す
な
わ
ち
我

所
執
〕
も
ま
た
付
随
し
て
転
起
す
る
で
あ
ろ
う
。

我
愛
も

〔
根
強
い
堅
固
な
も
の
に
な
る
で
あ

我
所
有

彼
れ
ら
〔
如
来
F
C
に
は
、
こ
れ
は
〔
我
・
我
所
を
相

と
す
る
〈
u
F
〕
有
身
見
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
我
所
の
見
が
あ
る
な
ら
ば
、

ザ。。

我
所
の
愛
も
あ

こ
の
よ
う
に
、
根
強
い
堅
固
な
我
・
我
所
の
愛
に
の
め

り
こ
み
縛
ら
れ
る
彼
れ
ら
に
は
〔
異
生
の
よ
う
に
己
解

脱
が
よ
り
遠
の
く
で
あ
ろ
う
。

一
響

へ
ば
、
是
れ
彼
の
火
に
於
い
て
焼
然
し
て
此
こ
に
至

一
る
、
と
言
ふ
こ
と
有
る
が
如
し
。
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若
し
我
が
賞
有
な
ら
ば
、

く
明
了
に
〔
我
を
〕
見
る

唯
だ
諸
悌
如
来
の
み
が
能

〔
ベ
し
〕
。

〔
我
を
〕
見
巳
り
て
、
世
尊
は
即
ち
我
執
を
し
て
堅
質

成
ら
令
む
る
こ
と
を
立
つ
。

〔
経
に
〕我
が
既
に
是
れ
有
れ
ば
、
我
所
も
亦
た
成
ず
。

第三宮↑iプドガラについての積子部と論主との論争

〔
と
説
け
り
〕
。
梯
は
〔
此
の
〕
経
を
説
く
こ
と
に
由
り

て
、
此
の
義
〔
即
ち
て
〔
我
有
れ
ば
〕
衆
生
は
五
陰
の

中
に
於
い
て
我
所
執
を
生
じ
、
則
ち
〔
此
れ
が
〕
堅
賞

に
成
る
〔
と
い
ふ
こ
と
〕
を
額
さ
ん
と
属
す
。

是
れ
彼
れ
は
五
陰
に
於
い
て
則
ち
身
見
を
成
ず
。

我
所
の
見
有
り
巳
り
て
、

買
に
成
る
。

彼
れ
は
我
所
愛
に
堅
賓
に
繋
縛
せ
ら
る
る
を
以
っ
て
、

則
ち
解
脱
に
於
い
て
縛
(うち
た
極
遠
と
成
る
。

彼
れ
は
我
所
の
愛
も
復
た
堅



。ω実
我
に
対
し
て
は
我
執
が
生
じ
な
い
と
い
う
反
論
を
破
す
一
五
六
下
呂
六
左
目
四
七
二

E

三
O
八
上
白

若
し
、
〔
真
実
〕
我
に
於
い
て
は
我
愛
を
起
こ
さ
ず
、
ま
た
、
実
我
に
対
し
て
愛
は
決
し
て
転
起
し
な
い
、

と

謂

は

ば

、

此

の

言

は

義

無

し

。

と

考

え

ら

れ

る

こ

と

、

す

な

わ

ち

、

所
以
は
何
ん
。

非
我
の
中
に
於
い
て
横
計
し
て
我
と
為
せ
ば
、
我
愛

を
起
こ
す
容
き
な
れ
ど
も
、
〔
異
〕
実
我
の
中
に
〔
於
い

て
は
我
愛
を
起
こ
す
に
〕
非
ず
と
〔
い
ふ
〕
、
是
く
の
如

き
所
言
は
理
と
し
て
証
と
為
る
こ
と
無
し
。

こ
の
場
合
、
非
我
の
も
の
を
実
我
と
信
解
す
る
こ
と
か

ら
愛
が
生
起
す
る
け
れ
ど
も
、
実
我
そ
の
も
の
に
対
し

て
は
〔
愛
が
〕
生
起
し
な
い
、
と
い
う
こ
〔
の
考
え
〕

に
は
い
か
な
る
道
理
が
あ
る
の
か
〔
否
な
い
〕
。

第
四
節
結
、
総
じ
て
プ
ド
ガ
ラ
説
の
過
失
を
一
不
す

故
に
、
彼
れ
は
仏
の
真
の
聖
教
の
中
に
於
い
て
、
因
そ
れ
ゆ
え
、
或
る
人
た
ち
(
憤
子
部
〈
w

「
)
に
あ
る
プ
ド

縁
(
根
拠
)
有
る
こ
と
無
き
に
〔
忽
然
と
し
て
横
計
し
て
ガ
ラ
に
執
す
る
こ
と
や
、
或
る
人
た
ち
(
中
観
派
ア
戸
)
に

我
u
〕

見

の

清

胞

(

そ

う

ほ

う

)

を

起

こ

す

。

あ

る

一
切
の
も
の
が
存
在
し
な
い
と
執
す
る
こ
と
、
こ

是
く
の
如
き
〔
見
の
搭
胞
〕
は
、

一
類
の
、
不
可
説
の
れ
は
、
こ
〔
の
仏
教
〕
の
聖
教
に
お
い
て
生
じ
た
見
の

補
特
伽
羅
有
り
、
と
執
す
る
こ
と
と
、
復
た
有
る

一
類

腫

れ

物

で

あ

る

。

の
、
一
切
の
法
体
を
総
じ
て
按
〔
無
〕
し
て
〔
一
切
の

法
体
は
〕
皆
な
非
有
な
り
〔
、
と
執
す
る
こ
と
〕
と
な

灼ノ

一
五
六
下
ピ

第一章 プドガラ説を破す

若
し
汝
が
、
我
に
於
い
て
は
我
愛
を
生
ぜ
ず
、

は
ば
、
此
の
言
は
何
の
道
理
に
謄
ぜ
ん
や
。

と
言

調
は
く
、
無
我
に
於
い
て
我
有
り
と
信
ず
る
に
由
り
て
、

我
愛
を
起
こ
し
、
貰
我
に
於
い
て
は
我
愛
を
起
こ
さ
ず
、

と
い
ふ
〔
言
は
何
の
道
理
に
臆
ぜ
ん
〕
や
。

六
左
斗

第一編積子部のプドガラ説を破す

四
七
二
ニ

三
O
八
上
自

是
の
故
に
、
〔
有
る
諸
人
は
〕
如
来
の
正
法
の
中
に
於

い
て
、
因
縁
(
根
拠
)
無
き
に
、
〔
横
計
し
て
〕
見
の
癒
癒

を
起
こ
す
。

調
は
く
、
有
る
諸
人
は
無
我
を
擁
〔
無
〕
し
て
、
有
我

の
執
を
起
こ
し
、
復
た
有
る
諸
人
は
有
を
楼
〔
無
〕
し

て
、
一
切
は
無
な
り
、
と
執
す
、
是
れ
(
見
の
清
癌
)
な

M
H

ノ。
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